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§１ 研究実施の概要 
 

（１） 実施概要 
 

薬物運搬システム（DDS）に使われるナノ粒子の機能は、親水層と疎水層の界面を通した相

互作用に由来するが、ナノレベルで理解するためには依然として未知の点が数多く残されてい

る。本研究では、これらの問題点を解決し次世代の高効率 DDS ナノ粒子を設計するために、

粒子の内部構造、粒子内の疎水／親水界面における薬物の挙動と形態、生体膜との融合挙

動などを、放射光を用いて精密に解明することを第一の目的としている。この結果を応用例とし

て、社会的ニーズの高いウイルスなどの感染症のワクチンを提案するとともに、遺伝子デリバリ

ーやタンパク質製剤の分野にも新しい DDS 技術を提供することが第二の目的である。具体的

な研究対象としては、高分子ミセル、遺伝子導入用の低分子脂質ミセル、多糖-核酸複合体の

３つの系を対象とした。また、本研究に必要な放射光の測定技術や解析方法に関しても独自に

開発した。以下、個別に報告する。 

高分子ミセルは我が国発の DDS 技術であり、制癌剤の系では臨床試験にまで進んでいる。

しかし、ゲルクロマトグラフィーが使えないなどの制約から分子量の絶対測定が難しく、会合数

や内部構造の詳細な検討は驚くほど行われていない。我々は流動場分画法（FFF）と放射光 X

線小角散乱（SAXS）を組み合わせることにより、会合数、内殻と外殻の大きさ、外殻内の親水

鎖 PEG の密度とその分布を決定した（JASRI-G & 北九大 G 共同）。会合数は内殻の鎖の疎

水性よって大きく異なり、予想されたより広い範囲で変化していた。また、生体適合性に直接関

与する PEGの密度について検討したところ、親水／疎水界面での PEG の密度ではなく、水／

親水界面の PEG の密度が生体適合性を決定する最も重要な因子であることが判明した（慈恵

医大 G ＆ 北九大 G 共同）。さらに、異常 X 線小角散乱（ASAXS）を用いて世界で初めて内殻

内での薬剤の分布状況を明らかにした（東大 G & 北九大 G 共同）。この結果は JACS で発表し、

新聞記事にも採択された。また、生体が PEG 鎖に対して示す免疫反応についての理解も進ん

でいる（医薬基盤研 G & 慈恵医大 G 共同）。 

遺伝子導入用の低分子脂質ミセルに関して、遺伝子導入に用いる DNA と脂質の複合体の

構造を検討する上で ASAXS が必要であることが確認された。日本では初めてとなる、ソフトマ

テリアルからの放射光を用いた高精度の ASAXS 構造解析の可能性を、材料設計（北九大 G）

と測定法の確立（東大 G & JASRI-G 共同）で行った。このテーマでは、遺伝子導入剤におい

て、従来から知られたSandwichモデルに加えて Inclusionモデルがあることを提案した。脂質

ミセルの系において、形状決定プログラムと MD 計算を組み合わせることにより、散乱データの

可視化が可能となった。それにより、ミセルと超分子化合物の中間に位置する単分散ミセル（プ

ラトニックミセル）の概念を提唱した。 

多糖-核酸複合体は、櫻井らが 1999 年に発見したもので、-1,3-グルカンと核酸の間に水

素結合と疎水性相互作用が併起することによって形成される高分子複合体であり、その物理・

化学的性質の基礎検討を進めた結果、定量的に複合化が可能な条件が見出され、動物試験

への製剤化に大きく前進した。物質特許の取得に関しては、日本、米国、欧州等の主要国にて

成立した。当該複合体の形態のより詳細な解析により、多糖の受容体 Dectin-1 への被認識能

が確認され、より効率的な選択的 DDS が可能となり、細胞やマウスの試験で通常の 1／100 か

ら 1／1000 の投与で効果が表れ、選択的 DDS の重要性が明らかとなった。本研究の主題で

あるインフルエンザ・ワクチンとしての安全で高効率なアジュバントの開発において、サルを使っ

た動物実験における有効性の確認にまで進行し（医薬基盤研 G & 北九大 G 共同）、多糖-核

酸からなる第一世代の複合体は、従来にないアジュバントとして高い評価を受け（Science TM, 

Nature Medicine に投稿中）、国内大手製薬メーカーにおけるインフルエンザや RS ウイルス

性細気管支炎などの感染症のワクチン向けに開発が始まった。また、期間内に新たに始めた多

糖-核酸-ペプチドからなる第二世代の複合体からは、強力な癌ワクチンとしての基礎データも

出始めている（特許出願）。 
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（２） 顕著な成果 

 
＜優れた基礎研究としての成果＞ 

１．異常 X線小角散乱法（ASAXS）による高分子ミセル内の薬物の存在形態の解析 

ASAXS の測定には通常の SAXS の 10 から 100 倍の高い精度が要求される。そのために、

試料回りをすべて真空中に入れることができる装置を開発した。これによりソフトマテリアルでは

困難であった ASAXS が可能となった。高分子ミセルに内包する薬剤のモデル化合物として、

tetrabromobenzenediol を選び、内包率を変化させた数種類の高分子ミセルからの ASAXS

を実施した。薬剤の添加率が低い時は疎水鎖が形成するコアの内部に薬剤が留まっているが、

添加率が増加するにつれて、プローブである Br の存在範囲はコアの外側の約１nm まで広が

っていることが分かった。ASAXS を使ったソフトマテリアルの研究は世界でも珍しく、この結果

は、JACS や Macromolecules に掲載された。 
 
Macromolecules, 2012, 45 (15), 6150–6157. 
J. Am. Chem. Soc., 2013, 135, 2574–2582. 
 

２．散乱データの可視化 

脂質系の DDS として有用な Calix-arene 分子のミセル構造を、SAXS、SAXS データの可

視化プログラム、分子動力学法(MD)を用いて検討した。また、最近、免疫系を刺激することが

判明した、多足型構造を形成するDNAの溶液中における構造を、MDを用いて解析し、DNA

鎖の形状と小角散乱データとの対応付けを検討した。これらの手法はまだ一般的に拡張は難

しいが、小角散乱のデータを精密に測定すれば、結晶構造解析をしなくても散乱データから分

子を構成する原子の位置がおおよそ決定できることが判明した。また、会合数が一定な単分散

なミセルが存在し、その会合数はプラトンの多面体の数と一致することも明らかになった。 

 
Chem. Commun., 2013, 49, 3052-3054. 
Langmuir, 2012, 28 (6), 3092–3101. 
 

３．多糖-核酸複合体の標的性に関する生物学的検証 

多糖-核酸複合体が β-1,3-グルカンの受容体である Dectin-1 に特異的に認識されるメカ

ニズムを明らかに出来た。複合体の溶液中での構造が β-1,3-グルカン３重らせんと極めて類

似した枝分かれのない反屈曲性のウォームライクシリンダーであること、Dectin-1の認識部位と

同じところにほぼ同程度の親和性で結合すること、Dectin-1 のキーペプチドの組み替えを行

い、認識に大きく関与している部分を同定するとともに、それが静電相互作用と疎水性相互作

用であることを明らかにした。 

 

J. Phys. Chem. B, 2012, 116 (1), pp 87–94 
Molecular Therapy, 20 ( 6) ,1234-1241（2012) 
 

 

 

 



 

 - ４ - 

＜科学技術イノベーションに大きく寄与する成果＞ 

１．感染症ワクチンの新規アジュバント 

アジュバントは免疫応答を向上させるワクチンの重要な構成要素であるが、その作用機序に

ついては不明な点が多かった。医薬基盤研 G（石井）が開発した免疫刺激性 CpG 

oligodeoxynucleotide (CpG ODN)はその作用機序が明確で副作用がなく次世代のアジュバ

ントとして注目を浴びていた（CpG ODN とは、CpG モチーフ（非メチル化シトシン（C）-リン酸（p）

-グアニン（G）で形成されるジヌクレオチド）を含む DNA のオリゴマーを指し、CpG の後に付記

される DNA または ODN は、本報告書中では、しばしば省略される）。CpG ODN の標的であ

る Toll-like receptor 9 (TLR9)は抗原提示細胞の内部に存在し、その箇所への DDS 技術が

不可欠であった。本研究プロジェクトの柱の一つは、この CpG ODN-SPG 複合体の基礎研究

と実用化への可能性を検討することであった。本研究の前半で、複合体の基礎物性が明らか

になったことから DDS の製剤が容易に制御できるようになり、作用機序が明確になった。また、

後半ではマウスから霊長類の試験に進み、一部、人の細胞を用いることで、実用化への大きな

可能性を見出した。この成果を受けて、安全で効果的な、新規汎用型ワクチンアジュバントの

開発を大手製薬メーカーで行うことになった。直近の目標としては、パンデミックの脅威のあるイ

ンフルエンザや RSV（ウイルス性細気管支炎）のアジュバントを標的とし、将来的には従来のア

ジュバント技術を根底から転換して、すべてのワクチンに適用可能な、汎用性が高く効果的で

安全なアジュバント開発を目指す。 

 
Bioconjugate Chemistry, 22, 9-15 (2011). 
Science, Transl. Med 3, 25 (2010). 
Journal of Controlled Release. 151 (2), 155-161 (2011) 
Nature Medicine 投稿 
 

２．新規の癌ワクチン療法の提案 

新しい癌治療の方法として、人の体が持っている免疫力を利用した、癌ワクチン療法への関

心が急速に高まってきている。このためには、短い抗原ペプチド鎖を抗原提示細胞に適切に

送達し、癌細胞だけに有効な細胞傷害活性を誘起する必要がある。このための最重要課題は

適切なアジュバント開発である。我々が取り組んでいる CpG-SPG 複合体からなるアジュバント

はこのガンワクチン療法への極めて近い位置にあることが判明した。そこで平成２５年度の追加

予算申請において、この領域への研究を開始することを申請し、マウスを用いた基礎研究を進

めてきた。ペプチド-CpG-SPG の３元複合体の合成に成功し、それを用いた動物実験で、先

行研究や競合品を遥かに上回る性能が出た。この結果を早急に特許出願するとともに、事業

化を進める企業を模索中である。 

 

３．その他の注目すべき成果 

多糖-核酸複合体の基本特許は、物質兼概念特許の性格を有し、請求範囲を極めて広い構
成で当初出願したところ、ヨーロッパでは比較的簡単に成立したが、日本とアメリカでは難航し
た。弁理士との協議で請求範囲を絞りつつ、日本では審判に持ち込んだ末に特許査定が下さ
れ（発明名称：「遺伝子キャリヤー」、登録番号：4064108）、アメリカでは３度の審査官との面談
を重ねてようやく成立した。 
 

 

 



 

 - ５ - 

§２．研究構想 
 

（１）当初の研究構想  
医薬品として利用できる分子標的薬の探索が限界に近づきつつある現在、すでに発見された生

理活性物質を有効に利用できる技術として薬物送達システム（DDS）が注目を浴びている。さらに、

次世代の医薬品として期待が高い核酸医薬の実用化には適切な DDS が不可欠である。DDS は

薬物とそれを運ぶカプセルからなるナノスケールの超分子複合体であり、通常内部にナノスケール

の界面を複数有する。高性能な DDS を設計するには、DDS 超分子複合体の内部構造やナノ界

面の構造を精密に解析しそれを制御することが不可欠である。 

DDS ナノ粒子の機能は、親水層と疎水層の界面を通した相互作用に由来するが、ナノレベル

で理解するためには依然として未知の点が数多く残されている。本研究では、これらの問題点を解

決し次世代の高効率 DDS ナノ粒子を設計するために、粒子の内部構造、粒子内の疎水／親水

界面における薬物の挙動と形態、生体膜との融合挙動などを、放射光を用いて精密に解明するこ

とを第一の目的としている。その結果を応用例として、社会的ニーズの高いパンデミックフルーのワ

クチンを提案するとともに、遺伝子デリバリーやタンパク質製剤の分野にも新しい DDS 技術を提

供することが第二の目的である。 

具体的な研究対象としては、(A) 高分子ミセル、(B) 遺伝子導入用の低分子脂質ミセル、(C) 

多糖-核酸複合体の３つの系を対象とした。各対象においては以下のように研究目標を立てた。 

 

(A) 高分子ミセル 

① 会合数や内部のナノ界面構造の精密な構造解析 

② 内部コアへの薬剤の内包状態の同定 

③ 界面構造と生理活性の相関の把握 

 

(B) 遺伝子導入用の低分子脂質ミセル 

① DNA と脂質からなる複合体の構造解析 

② 界面構造と生理活性の相関の把握 

③ ミセル及び複合体の構造の可視化 

 

(C) 多糖-核酸複合体 

① 複合化のメカニズムに関する基礎研究 

② 細胞標的性の基礎研究 

③ インフルエンザワクチンのアジュバントとしての試験 

 

以上のことを実現するために、放射光の利点を最大限利用することにした。具体的には、強力な

X 線源である SPring-8 の放射光を用いて、(D) 超希薄溶液からの測定系の開発と散乱データの

可視化、(E) X 線光子相関法（XPCS）のソフトマテリアルへの適応、(F) 流動場分画法（FFF）と放

射光 X 線小角散乱（SAXS）を組み合わせた散乱体の可視化方法の開発を目指した。 

 

（２）新たに追加・修正など変更した研究構想 
 

① 中間評価で受けた指摘や助言、それを踏まえて対応した結果について 

 

中間評価で「ワクチンのアジュバントについては、成功すれば大きな社会的インパクトになるが、

実用的な医薬への展開には高いハードルが予想されるので、早期に企業との本格的な協働が望

まれる」との指摘を受けた。これを受けて、製薬メーカーが興味を持つ霊長類でのインフルエンザワ

クチンの試験を追加した。 

 

② 中間報告書§２．当初の研究計画に対する進捗状況「（３）今後の進め方、および研究成果の
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見通し」の記載事項に関し、研究を進めた結果について 

特になし 

 

③ 上記①②以外で生まれた新たな展開について 

 

・遺伝子導入用の低分子脂質ミセル系の研究方向の転換 

研究を始めた当初は遺伝子治療に利用するプラスミドDNAのDDSとしての応用への期待が高

かった。しかし、プラスミドを使うことへの安全性への疑問と siRNA の利用への転換から、短い

DNA や RNA であり核酸医薬の DDS への応用へと研究動向が変化した。核酸医薬を添加した場

合ではミセルの構造があまり変化しないことから、DNA-脂質複合体の構造解析から、核酸医薬用

の脂質の分子設計、ミセルそのものの構造解析へと研究の方向性を転換した。 

 

・ソフトマテリアルからの異常 X線小角散乱（ASAXS）法の確立 

薬剤や核酸医薬の DDS 粒子内での位置決定において、異常 X 線小角散乱（ASAXS）で解決

できる可能性が見つかった。そこで、合成を担当する北九大 G と、散乱の物理や装置を担当する

東大 G（雨宮）と JASRI-G（SPring-8：八木）の効果的な連携により、ASAXS を我が国でソフトマ

テリアルに適用する初めての試みを行うことにした。 

 

・ペプチド-CpG-SPG ３元複合体の基礎研究 

ここ数年のうちに、短いペプチド鎖を用いたガンワクチン療法への関心が急速に高まってきた。

ガンワクチン療法の最重要課題は適切なアジュバント開発である。我々が取り組んでいる

CpG-SPG 複合体からなるアジュバントはこのガンワクチン療法への極めて近い位置にあることが

判明した。そこで、平成２５年度の期首に、この領域への研究を計画に追加することを申請し承認

を受けた（p8、3.1 達成状況の表 6.ｇの項目に該当）。 



 

 - ７ - 

§３ 研究実施体制 

 
（１） 研究チームの体制について 

① 「北九大」グループ （北九大 G） 

研究参加者 

氏名 所属 役職 参加時期 

櫻井 和朗 北九州市立大学  教授 H20.10～H26.3 

秋葉 勇 同上 教授 H20.10～H26.3 

望月 慎一 同上 外部研究員 H20.10～H26.3 

真田 雄介 同上 特任研究員 H22.4～H26.3 

森下 博美 同上 特任研究員 H21.9～H26.3 

須藤 真弓 同上 派遣研究員 H25.5～H26.3 

田中 素子 同上 研究補助員 H20.10～H26.3 

松永 拓也 同上 研究補助員 H25.6～H26.3 

坂下 瑞葉 同上 M2 H24.4～H26.3 

坂本 俊介 同上 M2 H24.4～H26.3 

仁科 孝一 同上 M2 H24.4～H26.3 

宮本 寛子 同上 M2 H24.4～H26.3 

前田 和也 同上 M2 H24.4～H26.3 

筬島 正子 同上 M2 H25.4～H26.3 

前川 喜哉 同上 M1 H25.4～H26.3 

南 琢磨 同上 M1 H25.4～H26.3 

長尾 章平 同上 M1 H25.4～H26.3 

古賀 里美 同上 研究補助員 H20.10～H21.3 

成瀬 健三 同上 M2 H20.10～H21.3 

三成 寿作 同上 D3 H20.10～H22.3 

寺田 直隆 同上 M2 H20.10～H22.3 

橋田 智史 同上 M2 H20.10～H22.3 

古田 詩央里 同上 M1 H20.10～H23.3 

岡田 尚子 同上 研究補助員 H21.4～H22.11 

櫻木 美菜 同上 D3 H20.10～H23.3 

松崎  翼 同上 M2 H20.10～H23.3 

上川 由美 同上 M2 H20.10～H23.3 

筬島 正子 同上 M2 H22.4～H23.3 

藤井 翔太 同上 M2 H22.4～H24.3 

飯野 智絵 同上 M2 H22.4～H24.3 

李 文静 同上 M2 H22.4～H24.3 

宋 コン 同上 M1 H23.4～H24.3 

Efstratios Mylonas 同上 特任研究員 H24.6～H24.11 

西村 智貴 同上 特任研究員 H24.4～H24.9 

武宮 祥子 同上 研究補助員 H23.4～H25.3 

松尾 拓馬 同上 M2 H23.4～H25.3 

 

研究項目 

・生体条件下での DDS 構造の解明 

・GPC／MALS と連動した小角 X 線散乱による DDS 構造の詳細解析 

・多糖-核酸複合体粒子の界面構造 
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・カチオン性ミセルと DNA からなる遺伝子導入剤 

 

② 「東大」グループ （東大 G） 

研究参加者 

氏名 所属 役職 参加時期 

雨宮 慶幸 
東京大学大学院  

新領域創成科学研究科  

教授 H20.10～H26.3 

篠原 佑也 同上 助教 H20.10～H26.3 

井上 伊知郎 同上 D１ H23.4～H26.3 

半田 昌史 同上 M2 H20.10～H22.3 

田村 豪主 同上 特任研究員 H21.6～H24.3 

清家 はるか 同上 M2 H23.4～H25.3 

 

研究項目 

・放射光 X 線を利用した DDS 粒子のナノ界面構造のダイナミクス測定技術の確立    

 

③ 「JASRI」グループ （JASRI-G） 

研究参加者 

氏名 所属 役職 参加時期 

八木 直人 
高輝度光科学研究センタ

ー 利用研究促進部門  

副部門長 H20.10～H26.3 

青山光輝 同上 技師 H24.4～H26.3 

関口博史 同上 研究員 H24.4～H26.3 

松尾 龍人 同上 協力研究員 H22.4～H23.3 

山田 好輝 同上 協力研究員 H21.9～H24.3 

Efstratios 

Mylonas 
同上 協力研究員 H21.6～H24.5 

研究項目 

・X 線小角広角同時測定技術の開発  

・GPC／MALS と連動した小角 X 線散乱による DDS 構造の詳細解析 

 

④ 「慈恵医大」グループ （慈恵医大 G） 

研究参加者 

氏名 所属 役職 参加時期 

横山 昌幸 
東京慈恵会医科大学  

総合医科学研究センター 

准教授 H20.10～H26.3 

白石 貢一 同上 助教 H20.10～H26.3 

佐藤 琢 同上 常勤研究員 H20.10～H21.3 

研究項目 

・高分子ミセルの薬物・造影剤封入内核の構造解析 

 

⑤ 「医薬基盤研」グループ （医薬基盤研 G） 

研究参加者 

 氏名 所属 役職 参加時期 

○ 石井 健 
医薬基盤研究所・アジュ

バント開発プロジェクト 
プロジェクトリーダー H20.10～ 
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 小檜山 康司 同上 プロジェクト研究員 H21.4～H26.3 

 青枝 大貴 同上 研究員 H22.4～H26.3 

 鉄谷 耕平 同上 プロジェクト研究員 H23.4～H26.3 

＊ 北畑 裕司 同上 D3 H25.4～H26.3 

＊ 小笹 浩二 同上 D2 H24.4～H26.3 

＊ Burcu Temiz 同上 M1 H25.4～H26.3 

 門田 景介 同上 D4 H24.4～H25.3 

 

研究項目 

・KO マウスを用いた CpG-SPG アジュバントのメカニズム解析 

・マウスを用いた CpG-SPG の体内動態の解析 

・ヒト細胞を用いた CpG-SPG の有用性の検討 

 

⑥ 「有明高専」グループ（有明高専 G）  

研究参加者 

氏名 所属 役職 参加時期 

大河平 紀司 
有明工業高等専門学校・

物質工学科 
講師 H24.4～H26.3 

 

研究項目 

・多糖-核酸複合体粒子の界面構造  

・S 体と R 体の計算化学  

 
（２） 国内外の研究者や産業界等との連携によるネットワーク形成の状況について 

 

多糖-核酸関係 

多糖-核酸複合体の構造解析：理化学研究所 糖鎖構造生物学研究チーム 山口 芳樹 

β-1,3-グルカンの免疫：東京薬科大学 免疫学教室 大野尚仁，安達禎之 先生 

 

放射光による散乱体の可視化（公開可） 

DDS 粒子の構造解析：テルモ（株）、協和キリン協和発酵キリン(株)、日本新薬(株)、日本化薬(株)

（高分子ミセル）、 

ミセルの可視化：ダイキン工業(株) 
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§４ 研究実施内容及び成果  
 

４．１ 「生体条件下での DDS構造の解明と多糖-核酸複合体の界面構造」（北九大 G） 

４．１－１ 高分子ミセル系の SAXS 

（１）研究実施内容及び成果：フィールド・フロー・フラクショネーション(FFF)が会合系やミセル系な

どの巨大会合系の分析に有効であることが判明した。FFF に接続されている光散乱から分子量

と会合数と求め SAXS から内核の形状を求めることで精密な解析が可能となった。また、高分子

ミセルに内包される薬剤のモデル化合物として tetrabromobenzenediol を選び、内包率を変

化させた数種類の高分子ミセルの構造について、ASAXS を用いて調べた。薬剤の添加率が低

い時は疎水鎖が形成するコアの内部に薬剤が留まっているが、添加率が増加するにつれて、プ

ローブであるＢｒの存在範囲はコアの外側の約１nm まで広がっていることが分かった。疎水性コ

アの外側に薬剤が存在することは極めて興味深く、薬剤のリリース挙動との相関があると考えられ

る。 
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図 1.1  高分子ミセルの PEG 表面密度とマウス血中滞留性の関係 

a. 高分子ミセルの PEG 層の密度について検討した 5 つのパラメータ。 
  計算の元となる個々のパラメータは SAXS 及び FFF 測定から決定した。 
 b. 血中滞留性と 3 種の PEG 表面密度（コア上の表面密度、シェル濃度、 

最外面密度）との比較。最外面密度が最もよい相関を示した。 

a b 
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４．１－２ 散乱の可視化（北九大 G） 

図 1.2 右端のカリクサレン誘導体は水中でミセルを形成し、その散乱から極めて粒子間の形状

や会合数の分布が狭いことが分かった。これは従来の単純化された２層モデルでは散乱を説明

することが困難であり、タンパク質の化学で用いられている形状決定計算で構造を解析すると、正

６面体構造であることが示された。この形状をもとにして、MD 計算を試みたところ、散乱を完全に

説明することが可能となった。 

 

 
図 1.2 カリクサレン誘導体の化学構造と可視化の概念図 

散乱データに対し、荒いモデルから詳細なモデルへと 

段階的に合わせ込んだ。（Fujii et al., Langmuir, 2012） 
 

 

多糖-核酸複合体の物性と薬理効果の相関：

TNF-の系での実証 

 北九大においても、構造と物性、薬理効果

の関係を見るために、TNF-の系でモデル

動物試験の系を立ち上げた。特異的な DDS

をしているために、従来の投与量の 1／10 か

ら 1／100 の濃度でも有効な治療効果があ

ることが示された。これらの結果は DDS 学

会誌の特集号に取り上げられた（図 1.3）。 

 

 

これまでアジュバントとして期待されている CpG DNA と SPG を複合化させ、そのアジ

ュバント効果を評価してきたが、今回、ペプチド抗原に dA を付加させたものを用意し SPG
と同時に複合化させることで３元複合体の調製を行った（図 1.4a）。複合化の確認はゲル電

気泳動、ゲル濾過クロマトグラフィーで行った。 
マウス皮内に３元複合体を投与し、一週間後に脾細胞を採取、抗原ペプチドで刺激する

ことで抗原特異的免疫応答を評価した。ペプチドのみあるいはペプチド＋CpG-SPG を投与

したマウス群ではほとんど IFN-の産生が見られないのに対し、３元複合体を投与した群で

ペプチドに応答して強力に IFN-を惹起していることがわかる（図 1.4b）。これはペプチド

を単独で投与しても速やかに排出されてしまう、あるいは非特異的に細胞に取り込まれて

しまっているため抗原特異的な免疫応答が誘起されないと考えられる。これに対し、３元

複合体はマクロファージや樹状細胞に CpG DNA と同時に送達されているため、適切な免疫

機構を効率良く誘導出来ているのだと考えられる。これまで、抗原ペプチドと CpGDNA 双

方を同時に送達するシステムに関する報告はまだなく、こうした DDS を利用した新規がん

ワクチン開発は今後医薬品市場に与えるインパクトは大きいものと思われる。 

 

 
 

図 1.3  DDS学会誌 25巻 6号（2010年）の表紙 
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４．２ 「X線光子相関法を用いたゲル中でのナノ粒子ダイナミクスの解析」（東大 G）  

（１） 研究実施内容及び成果 

本グループはＸ線光子相関分光法（X-ray Photon Correlation Spectroscopy: XPCS）のナノ

界面技術解析への応用の基礎検討と pH 応答性ナノゲルの小角Ｘ線散乱法を用いた構造解析を

中心に実施した。以下、それぞれの項目について順に述べる。 

 

・ナノ界面への応用にむけた XPCSの基礎検討 

XPCS とは、干渉性の高い X 線からの散乱強度分布（スペックル像）の時間揺らぎを観察するこ

とで、系の時間揺らぎ、すなわちダイナミクスに関する情報を得る手法である。本研究課題では、散

乱強度の弱いミセルへの応用に向けた XPCS の基礎検討を実施した。海外の放射光施設で

XPCS 測定に広く用いられている検出器は、直接入射型の CCD 型Ｘ線検出器である。この検出

器は感度が高く、光子計数型の測定が可能であるという利点を有する反面、検出器の時間分解能、

空間分解能が制限されることや、高価な検出器そのものが照射損傷の影響を受けるという課題が

ある。そこで図 2.１に示すような間接入射型の検出器を XPCS 用の検出器として導入し、XPCS 用

の検出器としての評価を実施した（Shinohara et al., J. Synchrotron Rad., 2010）。この検出器

は Image Intensifier と撮像素子との組合せから構成されており、入射したＸ線を可視光、さらに

電子に変換し、Micro-Channel Plate (MCP) を用いて信号増幅した後、リレーレンズにより撮像

素子に結像する。撮像素子やリレーレンズは交換可能であるため、測定対象のダイナミクスに応じ

て時間分解能、空間分解能を柔軟に選択することができる。その一方で、MCP での増倍率を制御

することで、光子計数型の測定が可能である程度に感度を上げることや、積分型の測定が可能で

ある程度にダイナミックレンジを広げる事が可能であり、試料からの散乱強度に応じた測定を実施

できることを確認した。また、直接入射型の CCD と比較して、Ｘ線照射による検出器への損傷も低

減されている。 

 上記の検出器で高速読み出し型の CMOS 検出器を撮像素子として用いることで、ミリ秒オーダ

ーの時間分解能での XPCS 測定が可能であることが確認された。その一方で、DDS に応用される

高分子ミセルなどの示すダイナミクスを解明するためには、時間分解能をさらに上げる必要性が認

識された。さらに高分子ミセルなどの試料では、X 線照射により凝集や試料の破壊といった照射損

傷の影響が測定結果に重大な影響を及ぼすため、照射損傷を減らすことのできる測定法の必要

性が認識された。そこでより高速なダイナミクス（マイクロ秒オーダー）の観察および照射損傷の低

減を目指して、可視光領域で開発された手法である Speckle Visibility Spectroscopy を X 線領

域に拡張し（X-ray Speckle Visibility Spectroscopy: XSVS）、その妥当性を検証した（Inoue et 

dA CpG

dA peptideSPG

a

peptide (-)
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-
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図 1.4 ペプチド-CpG-SPG ３元複合体による細胞性免疫の誘導 

（a）ペプチド、CpG DNA、SPG から成る３元複合体。（b）３元複合体の免疫 
   刺激により抗原特異的な免疫応答（IFN-の誘導）を誘起させることに成功。 
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al., Optics Express, 2012）。従来の XPCS では、散乱強度分布の時間変化を測定するためにあ

る連続した時間の散乱像を試料の同じ場所で測定しなければならず、検出器の読み出し速度によ

り時間分解能が制限されると同時に、X 線の照射量を低減することが難しかった。今回導入した

XSVS では、露光時間の異なる散乱像の Visibility から系のダイナミクスに関する情報を得るが、

測定ごとに試料のＸ線照射位置を変更することができる。そのため、XPCS に比べて照射損傷を大

幅に低減することが可能である。その一方で、シャッターなどを適切に用いることでマイクロ秒、サ

ブマイクロ秒の時間分解能でダイナミクスを測定することが可能である。本研究ではモデル試料と

してグリセリン中に分散したポリスチレン球状粒子の Brown 運動を用いて、XPCS と XSVS それぞ

れからダイナミクスに関して同様の情報を得られることを確認した（図２.２）。また、XSVS では解析

の際にX線の光子統計性を適切に考慮すべきことがわかり、光子統計性を考慮したXSVSの定式

化を提案した。 

 XSVS を用いるとマイクロ秒オーダーの時間分解能が達成できるが、一方で中性子スピンエコー

法などで観測できる周波数領域との間には未だギャップがある。このギャップを埋める実験手法と

して、京大瀬戸グループにより開発された核共鳴散乱を用いた X 線準弾性散乱法の高分子ミセル

材料への応用検討を実施した。時間分解能としてはナノ秒領域であり、中性子スピンエコー法と

XSVS の測定周波数領域をつなぐものであることが確認されたが、高分子ミセルなどの溶液中のミ

セルの散乱能は本実験手法を適用するには弱すぎることが確認された。元素置換による散乱能の

増大も検討したが、本実験手法が適用可能になる程度には増大できないことを確認した。 

・pH応答性ナノゲルの構造解析 

高分子ミセルと類似の構造は、内核を架橋したナノゲルを用いても作成可能である。この際、内

核に pH 応答性の官能基があると、外的刺激によって内核の大きさが変化するミセル状の試料の

作成が可能となる。このような系は、細胞内の後期エンドソームでの pH 低下に伴って薬剤放出す

る機能性の DDS 粒子となる。従来の研究では動的光散乱を用いた流体力学的半径の計測を通し

て、粒子全体の大きさの変化が議論されてきた。図 2.3に内核の架橋密度の異なる試料に対して、

流体力学的半径の pH 依存性を示す。pH が 6.5 付近で、非連続に流体力学的半径が変化して

おり、高pHでは収縮、低pHでは膨潤していることがわかる。また膨潤後の大きさは架橋密度が小

さいほど大きいことがわかる。しかし流体力学的半径は内核の外側にある外層部にも大きく影響を

受けており、内核の変化を正確に観測した例はなかった。 

 小角 X 線散乱では外層の PEG の電子密度が水に近いため、内核の変化が際立って見えてくる。

そこで小角Ｘ線散乱を用いて、pH 変化に応じた内核の構造変化の架橋密度依存性を調べた。そ

の結果、図 2.４に示すように、架橋密度が小さい試料に関しては pH 減少に伴いコアの径が増大

するのに対して、架橋密度が小さい試料ではコアの径はほとんど変化しないことがわかった。一方

で、コアの径の多分散度は異なる傾向を示し、架橋密度が高いほど pH 減少に伴う膨潤時に多分

散度が大きくなることが明らかになった。以上の結果に基づき、pH 応答性ナノゲルの構造を図 2.５

のようにモデル化した。架橋密度が小さい試料は「均一」に架橋が進行しており、膨潤時にコアの

大きさおよび形状の多分散度が変化しないのに対して、架橋密度が大きい試料では pH 変化時に

膨潤する箇所、膨潤しない箇所が１つのナノゲル中に混在しており、結果として形状の多分散度の

増大が観察されると同時に、コア径がほとんど変化しないと考えられる。以上のように小角Ｘ線散乱

法を用いることで、pH 応答性ナノゲルの pH 変化に依存した膨潤・収縮挙動に関して、ナノゲルコ

ア部の架橋密度に依存した変形様式の違いを明らかにした（Tamura et al., Polymer Journal, 

2012）。DDS における薬剤放出過程への応用を念頭に膨潤過程における水の流入量見積もりを

試みたが、原理的に定量性を確保するのが困難であることが明らかになり、今後の課題となってい

る。またその過程で、FFF-MALS などの光散乱法を用いたミセル等の試料の分子量決定方法に

おける課題を明確にした。 
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図 2.1 XPCS 測定用の検出器   

蛍光体、フォトカソード、MCP からなる Image 

Intensifier と 、 撮像素子（ CCD も し く は

CMOS）とを組み合わせて用いる。 

（Shinohara et al., J. Synchrotron Rad., 2010） 

 

 

図 2.2 ポリスチレン球状粒子のグリセリン

中での緩和時間τの散乱角依存性 

XPCS と XSVS で得られた結果が一致 

することを確認した。 

 (Inoue et al., Optics Express, 2012)  

 

図 2.3 動的光散乱測定から求めた流体力学的

半径（Rh, 白抜き）と多分散度（δRh／Rh） 

架橋剤密度：（丸） 1 mol %、（三角） 2 mol %、

（四角） 5 mol %  

(Tamura et al., Polymer J., 2012)。 

 

 

図 2.4 小角 X 線散乱測定から求めたコア部の 

径（Rc）と多分散度（δRc／Rc） 

(Tamura et al., Polymer J., 2012)。 

 

 

 
 

図 2.5 膨潤収縮時のナノゲル 

構造変化のモデル 

架橋密度が小さい場合（上）は

均一に膨潤し、コア径の多分散

度には変化がないが、架橋密度

が大きい場合（下）は均一に膨

潤できず、平均コア径にはほと

んど変化がなく、形状の多分散

度が大きくなる。 
（Tamura et al., Polymer J., 2012） 
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４．３ 「高精度の散乱測定技術の確立」（JASRI-G）  

（１） 研究実施内容及び成果 

① 広ｑ領域測定法の確立 

放射光を用いた X 線小角散乱(SAXS)測定においては、広角領域の回折や散乱(WAXD)を同

時に測定することが必要な場合が多い。従来これには試料のすぐ下流に 2 台目の X 線検出器を

配置し、広角領域を別個に記録している。この方法は PF／BL15A、SPring-8／BL40B2 などで

用いられており、広角用検出器としては CMOS フラットパネル検出器などが使用されている。この

方法の欠点は、二つの検出器の露光タイミングや露光時間の調整が難しこと、WAXD の記録でき

る範囲が限られることである。明らかに最良の方法は、一台の検出器で小角から広角までを一度に

記録する広ｑ領域測定である。これは SPring-8／BL40B2 においてはイメージングプレート検出

器（リガク RAXIS、測定範囲 30cm 角）を用いることによって行われている。d レンジで 30nm～

0.3nm をカバーできるが、検出器がイメージングプレートなので読み取りが遅いのが欠点である。 

この問題を解決する試みとして、タンパク質結晶構造解析用モザイク CCD 検出器を用いて広い

測定範囲を確保することにより、小角から広角までをカバーし、かつ高速データ読み取りが可能な

システムを、SPring-8 の BL45XU B ハッチに構築した（図３.１）。このシステムでは、リガク社製

Jupiter210（測定範囲 20cm 角）を用いることにより、30nm～0.25nm の d レンジの測定が可能で

ある。一般に露光時間は数秒であり、CCD 検出器の読み出しは 10 秒以内に行えるため、試料の

広範囲にわたるビームスキャンが可能となった。CCD 検出器のダイナミックレンジは 5000 程度に

制限されるため、試料によっては強度の低い広角領域を計測するために露光時間を延長すると小

角領域が飽和するという問題が生じた。この問題を解決するために、異なった露光時間を持つ複

数の画像を一度に記録できるように、画像取得ソフトウェアを改良した。性能評価を行うと共に、歯

エナメル質やラット大脳を試料とした小角広角同時マッピング測定を行った。図 3.2 はこの方法で

得られた、ラット大脳における異なった脂質の分布状態である。このような試みは世界的

にまだ行われたことはなく、Ｘ線散乱測定法の将来を考える上で貴重な成果である。 

 
    

 

 

 

 

 

② カラム溶出タンパク質の実時間 X線散乱測定法の開発 

タンパク質分子や DDS 粒子の一時的な形状変化を測定する方法として、カラムから溶出される

タンパク質からの X 線溶液散乱をリアルタイム測定する技術を開発した。この手法を用いて、ゲル

濾過カラム (Superdex75)から溶出されるタンパク質からのＸ線溶液散乱をリアルタイムに

Pilatus300K-W を用いて測定した。タンパク質濃度は UV モニターで記録し、３０秒おきに X 線小

角散乱を測定して慣性半径と原点散乱強度を求めた。ウマ β ラクトブロブリン(ELG)は、天然状態

では単量体と二量体の間の平衡状態にあるが、尿素変性後の巻き戻り過程では凝集状態、正常

な二量体、非正常な単量体の三つの状態をとった。この非正常な単量体は、Kratky プロットから

図 3.1 SPring-8、BL45PX ビームライン構成図 

図 3.2 X線ビームスキャンから得られたラット大脳

のマッピングによる大脳内での脂質の分布図 
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コンパクトな球状の形状をとっていると考えられる。これに対して２つまたは４つのシステイン残基を

アラニンで置換したELGは、巻き戻り過程では非正常な二量体中間状態を取り、単量体は天然状

態の ELG と同じであった。これらの結果は、ELG の天然状態への巻き戻りにはシステイン残基は

関与しない事を示している。 

カラム溶出タンパク質の小角散乱測定はこれまで世界で数例の実施例があるが、デモンストレー

ションの域を出ていない。本研究の β ラクトグロブリンに関わる成果は本手法をタンパク質

分子の会合メカニズムの研究に応用した最初の例である。 

 

③ サブミリ秒時分割小角散乱測定法の開発 

カルモジュリンは真核生物のほぼすべての細胞で情報伝達を行う重要な Ca 結合タンパク質で

ある。これまでの研究で、カルモデュリンはカルシウム非存在下では伸びたダンベル状の構造を取

り、カルシウム結合後に情報伝達のターゲットとなるペプチドと結合するとコンパクトな球状となるこ

とが知られている、しかし、その構造変化の過程の詳細は知られてなかった。この研究ではレーザ

ー照射によってカルシウムを遊離する caged-Ca を使用し、高速 CMOS カメラと低残光性Ｘ線イメ

ージインテンシファイアを組み合わせることで、0.5 ミリ秒の時間分解能でカルモデュリン溶液からの

X 線小角散乱を記録し、この過程の構造変化を追跡した。その結果、カルモデュリンはカルシウム

結合後に一旦コンパクトな球状を取ることが明らかとなった。ターゲットペプチドが存在すると、それ

を結合することによってこの状態は安定化し、カルモデュリンは球状なまま留まるが、ターゲットペ

プチドが存在しないときには再びダンベル状の構造に戻ることがわかった（図３．３）。サブミリ秒の

連続時分割タンパク質溶液散乱実験は、適当なX線検出器が海外では得られないこともあり、これ

が世界初の報告である。 

 
 

図 3.3 カルモデュリンのダンベル型構造と球状構造の構造変化の模式図 
 

また、網膜の光受容過程をＸ線小角散乱法を用いて計測する手法も開発した。Pilatus 

300K- W を用いて時分割測定を行うことにより、光受容に伴うロドプシン等のタンパク質

の構造変化と、視細胞の光応答を 100 ミリ秒の時間分解能で計測した。その結果、カエル

及びマウスの視細胞において、光照射後数秒で細胞へのイオン流入が影響を受けることに

より、細胞の容積が変化することを明らかにした。図 3.4（a）はカエル網膜からの X 線回折

像、図 3.4（b）は反射強度プロファイル図 3.4（c）、はそれから計算した網膜 disc membrane

断面の電子密度分布（光照射前後と、その差分）である。眼球内の網膜から直接Ｘ線回折を

記録した例はこれまで報告されていない。また光による網膜の分子構造変化の研究はここ

30 年以上行われておらず、放射光を用いた実験は初めてである。このようにこれは世界的に

非常にユニークな研究であり、今後広く動物実験に応用可能な技術である。 
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図 3.4 カエル網膜からの X線回折像（a）とそれを元にした反射強度プロファイル（b） 
および（b）を元に計算した網膜断面の電子密度プロファイル（c） 

 
 

④ ab initio形状決定ソフトとMD計算による分子集合体の構造決定 

両親媒性 Calix[4]arene 分子のミセル構造を、ab initio 形状決定ソフトウェアと分子動力学法

(MD)を用いて検討した。酸性条件下での CaL[4]C3 の小角散乱プロファイルから、ab initio ソフト

ウェア DAMMIN を用いて形状を推定したところ、６つの分子が対称に配置した八面体構造と良く

一致することが明らかとなった（図 3.5）。 

各種 Calix-arene 分子のミセル構造を分子動力学法(MD)を用いて検討し、安定したミセルは

常に高い対称性を示すことを明らかにした。 

 

 

図 3.5  Calix[4]arene分子のミセルの DAMMINプログラムを用いた構造推定の模式図 
（Fujii et al., Langmuir, 2012） 

 

４．４ 「高分子ミセルの薬物・造影剤封入内核の構造解析」（慈恵医大 G）   

（１） 研究実施内容及び成果 

 高分子ミセル薬物ターゲティングキャリアーは日本で発明されたものである。現在、抗がん剤を封

入した高分子ミセルが４種類、米国・ヨーロッパ・台湾で臨床試験が進行中である。当然、高分子ミ

セル製剤は規格が決められて、臨床試験に供されている。しかし、規定されているのは高分子の

組成、薬物の含有率、平均粒径のみであり、高分子ミセル内部の情報は規定されていない。横山

は、これら高分子ミセル抗がん剤開発に関わっていて、薬物が高分子ミセルのどこに分布するのか、

またどんな分布が製剤には望ましいかは知りたい事柄であったが、開発当時には測定法が存在し

なかった。本研究では、SPring-8 から得られる強力な放射光を用いた小角散乱測定によって、高

分子ミセルキャリアーの内核と内核／外殻界面とを解析する。これらの解析によって、従来はター

ゲティングに適した製剤は経験に基づいた trial & error によって得ていたものを、ミセル内核と界
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面の測定値に基づいて、科学的に設計・作製することが可能となる。また、これらの測定値は将来

の製剤規格の重要項目となると考えられる。この放射光小角散乱測定が第一の内容である。 

 第二の内容は、高分子ミセルキャリアーのABC現象解析である。ABCとは、Accelerated Blood 

Clearance のことであり、キャリアーシステムを複数回投与すると、２回目以降の投与の際に、肝臓

での捕捉が亢進することで、キャリアーシステムの血液中濃度が大幅に低下する現象である。この

ABC 現象を起こすキャリアーとして知られているのが、PEG 修飾リポソームであり、ABC 現象は

PEG 鎖に対する獲得免疫であるとの説が知られている。本研究で扱う高分子ミセルキャリアーも

PEG 鎖を有している。よって、もし、高分子ミセルがＡＢＣ現象を起こすと、薬物及び造影剤ターゲ

ティングに用いることに大きな障害が生じる。（血液中の濃度が低下すると，血液を介しての固形が

ん等へのターゲティングが実現しなくなる。抗がん剤のような細胞障害性薬物の場合には、免疫シ

ステムも傷害されて ABC 現象は起こらないが、他の細胞障害性の無い／低い薬物の場合に問題

が起こる。）本研究では，MRI 造影剤である Gd イオンを封入した高分子ミセルと，疎水性薬物封

入のための高分子ミセルの２種類について ABC 現象の検討を行った。 

  

放射光小角散乱測定による高分子ミセル内核及び界面の解析 

1. ミセル内核高分子鎖の状態 

高分子ミセルキャリアーに物理的に薬物を封入する場合に、安定に薬物を封入すること、すなわ

ちキャリアーからの薬物の徐放の実現が技術的に重要な鍵になるが、従来、ミセル内核がどのよう

な状態になると安定な薬物封入が得られるかについての情報を得る手段はなかった。今回、レチノ

イドの薬物２種、Am80 と LE540 を高分子ミセルキャリアーに封入した。両薬物は共に封入率高く 

（ほぼ 100％）封入されるが、Am80 は薬物放出が速い（24 時間で 80%以上）のに対し、LE540

では 24 時間で 5％以下と徐放が得られて

いる。この高分子ミセル両者の放射光小角

散乱測定の結果を示したのが、図 4.1 であ

る。左側の LE540 の場合で高分子鎖の結

晶性に基づく 3.7nm-1 のピークが薬物の封

入に従って（図中の水色の矢印）消失して

いることがわかる。一方、薬物封入が不安

定な Am80 の場合には、薬物を封入しても

このピークの消失は伴わない。このことから、

安定な薬物封入のためには、薬物分子が

単にミセル内核に封入されるのみでは不十

分で、高分子鎖の結晶性が消失する程に

薬物が高分子鎖と絡み合う必要があることを意味する。LE540 のみが高分子鎖とよく絡みう理由は

不明である。単純にミセル内核の疎水性が高いのみでは徐放は得られないこと（T. Yamamoto, M. 

Yokoyama, et al., J. Controlled Release, 123, 11–18 (2007), 及び T. Satoh, M. Yokoyama, 

et al., J. Controlled Release, 136, 187-195 (2009))が判明しているため、LE540 分子の形が高

分子鎖と立体的に適合したためというのが一つの推定である。これは、薬物を封入している高分

子ミセル内核の解析がなされた最初の例であり、ターゲティングに適した高分子ミセルキャリ

アーへの薬物封入最適化、さらには高分子ミセル製剤の規格の重要な要素として、放射光小角散

乱測定が重要な役割を果たすことを示すものである。 

 

 

図 4.1  2 種類のレチノイドを封入した 
高分子ミセル内核の放射光小角散乱 
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２．ミセル界面での PEG密度の測定 

高分子ミセルキャリアー設計の重要

な点は、薬物封入する内核と外殻を相

分離することで、封入薬物の物理化学

的性質に左右されずに、外殻と生体の

相互作用によってのみターゲティングを

決めることが可能となる。ミセル外殻とし

ては本研究でも用いている，ポリエチレ

ングリコール（PEG)鎖を用いることが多

い。薬物ターゲティングのためには、肝

臓などの細網内皮系での捕捉抑制（い

わゆるステルス性の獲得）の必要ある場

合がほとんどであるため、生体との相互 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作用しにくい PEG がよく用いられるのである。ただし、PEG を用いた高分子ミセルならば全て細網

内皮系での捕捉を抑制できるわけではなく高分子化学構造と鎖長、薬物封入量などの要素が適

切に設計されることにかかっている。これらの要素が、ミセルの内核と外殻の界面で、PEG 鎖がど

れ位の密度で存在しているかを決定し、その密度が高いほど細網内皮系捕捉を良好に抑制できる

と考えられる。しかし、従来の方法では、界面の PEG 密度を正確に求めることができなかった。放

射光小角散乱法によって、ミセル内核とミセル全体の粒径を測定することで、界面での PEG 密度

σを正確に求めることを可能とした。PEG の分子量を 5,000 と 12,000 の２つの系列で、疎水性高

分子鎖（部分ベンジル化ポリアスパラギン酸）の鎖長を変化させたブロックコポリマーからなる高分

子ミセルのσ値を図 4.2 の横軸に示す。様々な σ 値を有するミセルが，特に 12,000 の PEG 分子

量の系列では 30 程度と非常に大きな σ値を示すミセルをも含んで作製できた。図 4.2 の縦軸は、

水系 GPC におけるミセルの流出量を示す。流出量が小さいことは、カラムに導入したミセルの多く

が内核の疎水性相互作用によってカラムに吸着したことを示す。図から、σ 値が大きいほど、GPC

電御流出量が大きくなっていることがわかる。in vitro のマクロファージによる取込も、σ 値が大きい

ほど低く、σ＞5 ではほぼ一定の低水準に安定する。以上のように、キャリアーのステルス性獲得

に最も関連深い PEG 密度の実測により、ターゲティングに適するキャリアーの精密な設計・

作製が可能となると共に、ステルス性の本質解明のための方法を一つ得たことになる。 

 

３．薬物分子の分布 

従来、薬物分子の高分子ミセル内分布は未知であった。今回、臭素原子を含むモデル薬物分子

の分布を、Br 原子を特異的に測定する小角散乱を組み合わせることで、初めて高分子ミセル内で

の分布を実測することに成功した。 図 4.3 は Br 特異散乱(ASAXS)と通常の SAXS の結果を示

す。前者はモデル薬物が分布する粒径を、後者はミセル内核の粒径を与える。両方の粒径を比べ

ると前者が大きいことが判明した。すなわち、薬物分子の一部はミセル内核から外殻に浸み出して

いたのである。このような浸み出した薬物の存在が薬物放出やキャリアーのステルス性に及ぼす影

響などは重要な検討項目であり、浸み出しの程度は薬剤としての規格の１項目となる可能性があ

る。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2  値（PEGm密度）と GPCでの流出挙動 
 

図 4.3 薬物分布とミセル内核の比較 
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高分子ミセルキャリアーの ABC 現象解析 

１．Gd イオン含有 MRI 造影剤高分子ミセル 

結果を図4.4に示す。第１回目に生理食塩水を

投与したものは ABC 現象を起こさない negative 

control（グレー）であり、１・２回とも PEG-リポソー

ムを投与したのは positive control（白色）であ

る。 

PEG-リポソームで ABC 現象を起こしているマ

ウスに PEG-リポソームと Gd-ミセルを同時投与し

てそれぞれを検出すると、オレンジ色の PEG-リポ

ソームで ABC 現象が観られる同一個体で、Gd-ミ

セルで検出すると（水色）ABC 現象は観察されな

い。つまり、MRI 造影剤の Gd-高分子ミセルは、

PEG 鎖を有しながら、PEG-リポソームと違って

ABC 現象を起こさないことが判明した。１・２回目

とも Gd-ミセルを、投与量を変化させて投与しても

ABC 現象は全く観察されなかった。この事実は、

この MRI 造影剤高分子ミセルが医療現場で繰り

返し使用できる長所を有することを意味する。 

２．薬物封入用内核が疎水性の高分子ミセル  

疎水性薬物を封入するための疎水性内核を有

する高分子ミセルでは、ポリマーの組成のよって明確に ABC 現象を起こすもの、起こすが程度の

低いもの、起こさないものがある。現在までの検討では粒径の大きなものほど ABC 現象を起こしや

すいことがわかっている。粒径約 80nm の PEG-PBLA（ポリエチレングリコール-b-ポリ（β-ベン

ジル Ｌ-アスパルテ-ト）ブロックコポリマ-）から成る高分子ミセルは明確に ABC 現象を引き起こす。

PEG-PBLA ミセルによって ABC 現象を起こしたマウスの血液を ELISA 法によって特異 IgM を

測定したのが図 4.5 である。A はプレートに PEG-PBLA をコートした結果である。（抗

PEG-PBLA IgM を検出している）１回目の PEG-PBLA ミセル投与によって特異抗体が誘起さ

れている。一方、B では PEG-リポソームの構成脂質である PEG-DSPE をコートしている。こちら

でもＡと同様な抗体価が観測された。この事実は、PEG-PBLA によって誘起された抗体は、 

 

PEG-DSPE にも結合することを示す。すなわち、この誘起された抗体の認識は化学構造に厳密

ではなく、PEG-疎水部を認識すると考えられる。従来の ABC 現象に関する報告では、明確な実

験事実は示されていないものの、「ABC 現象は，誘導される抗 PEG 抗体によって起こる」とされて

きた。これに対し、以上の１及び２の実験事実から、ABC 現象に関して以下の新しい知見を得た。 

図 4.4 Gd-ミセルの ABC現象  

 
図 4.6  PEG-PBLAミセル投与 2回目の血中循環

 

図 4.5  ELISA 測定による特異 IgM の検

出 
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・ABC 現象を引き起こすためには PEG 鎖のみでは不十分で、PEG 鎖に疎水性部分（脂質または

高分子鎖）が結合していることが必要である。 

・ABC 現象によって誘起される特異 IgM の抗原結合特異性は高くなく、PEG-疎水性部分という

曖昧な認識である。 

 さらに、PEG-PBLA について興味深い事実が判明した。PEG-PBLA ミセルは ABC 現象を引

き起こす。このことは、２回目投与する PEG-リポソームの血中濃度を減少させること、および図 4.5

の ELISA 測定によって、特異抗体の産生が確認されたことによって判明した。しかし、図 4.6 に示

すように、２回目に投与した PEG-PBLA ミセルは、その血中濃度を減少させることがないことがわ

かった。（PEG-PBLA ミセルの検出は FITC ラベルすることによった。）血液中で誘起された特異

抗体は PEG-PBLA ミセルに結合はするが、PEG-リポソームに比べて PEG 密度が高いので、さ

らに補体が結合することが困難で、血中濃度減少を起こさない等が推定されるが、現時点ではこの

理由は不明である。しかし、血中濃度減少を起こさないことは，薬物キャリアーとしては好ましい性

質であり、臨床での連続使用が可能となる。 

    

 

以上をまとめると高分子ミセルは PEG 鎖を外殻にしているにも関わらず、 

・親水性内核を有する Gd 含有 MRI 造影剤高分子ミセルは，ABC 現象を全く起こさない。 

・疎水性内核を有する薬物運搬用高分子ミセルは、ABC 現象を引き起こすものもあるが、２回目の

投与でも PEG-リポソームのように血中濃度が減少することがない。よって、実質的には ABC 現

象によって複数回の投与を妨げられることがない。 

という好ましい性質が明らかとなった。造影剤の複数回投与や、造影剤と薬物治療システムの併用

を可能とすると共に、細胞障害性の無い／低い薬物の複数回治療も可能にすることで、高分子ミ

セルの造影剤及び薬物キャリアーとしての可能性が大きく拡大した。 
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４．５ 「ナノ DDS粒子を用いた新規ワクチン開発研究」（医薬基盤研 G）  

（１） 研究実施内容及び成果 

自然免疫受容体である Toll-like receptor (TLR)のリガンドはワクチンのアジュバントや、免疫療

法薬として働く事が明らかとなっており、TLR9 のリガンドである CpG DNA 

(oligodeoxynucleotide)は、臨床への応用が期待されている。実際に、CpG DNA は強く自然免

疫応答を活性化し、I 型インターフェロン (IFN)産生を誘導する事がマウスとヒトの細胞を用いた実

験から明らかとされている。しかしながら、強く IFN 産生を惹起する CpG DNA は溶液中で凝集し

てしまい、臨床への応用は困難であった。また、これまで報告されている CpG DNA はそれぞれ特

徴を有しており、万能な CpG DNA の開発は困難であった。本研究では、ヒト型 CpG DNA (K3)と

SPG を用いて、溶液中で凝集する事無く、DDS 機能を付加させた万能な新規ワクチンアジュバン

トの開発を目的とした。 

まず初めに、今回作製し

た CpG DNA -SPG 複合

体 (K3-SPG)の形状と粒

子径を測定した(図 5.1A, 

1B)。結果として、

K3-SPG は棒状の形体で

あり、また粒子径は SPG

のみと同様に約 30 nm で

あった。次に、ヒト抹消血

単核球 (PBMCs)を用い

て、K3-SPG 刺激後の

IFN-を測定したところ、

IFN を産生する事が知ら  

れている D 型 CpG DNA (D35)に比べ強く IFN-の産生が、確認された（図 5.1C)。これらの結果

から、新規 TLR9 アゴニストである、K3-SPG はナノサイズの分散した粒子状となり、強く自

然免疫応答、特に IFN-の産生を惹起する事が明らかとなった。 

 

 

 

図 5.2  K3-SPGは強力なワクチンアジュバントとして働く 
A. マウスに 2 回抗原（OVA）と共に免疫し、その後の抗原特異的抗体、T細胞からの IFN-を測定 
B. Tetramer assayにより、抗原特異的 CD8T細胞の数を測定 
C. in vivo CTL assayにより、機能的な CTLの活性を測定 

図 5.1 ナノ粒子状の K3-SPGは、 
強く I型 IFN産生を誘導 

A. 電子顕微鏡によるK3-SPGの観察 

B. DLSによるK3-SPGの粒子径の測定 

C. K3-SPG による I 型 IFN 産生 
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 次に、K3-SPG のアジュバント活性を明らかとするために、マウスにモデル抗原として

オバルブミン(OVA)と K3 または K3-SPG を免疫し、その後の抗原特異的抗体価と細胞性

免疫を評価した (図 5.2A, 2B)。その結果、K3-SPG は強く抗原特異的抗体および、細胞性

免疫を誘導する事が確認された。CpG DNA は細胞傷害性 T 細胞 (CTL)を強く誘導する事

が知られているが、抗原との結合が重要である事が過去に報告されている。今回作製した

K3-SPG は抗原と混ぜるのみで、強く CTL を誘導する事が確認された (図 5.2C)。これら

の結果から、K3-SPG は従来の CpG DNA よりも強いアジュバント活性を有しており、タ

ンパク抗原と単純に混ぜるのみで、強い CTL 活性が確認された。SPG の受容体である

Dectin-1 はマクロファージや樹状細胞などの抗原提示細胞に強く発現している事が明らか

となっており、今回作製した K3-SPG と Dectin-1 との結合、Dectin-1 を介した自然免疫

応答に関して検討した。結果として、K3-SPG は Dectin-1 発現細胞に強く取り込まれる事

が示された (図 5.3A)。一方で、Dectin-1 を発現していない細胞にも取り込まれる事が明ら

かとされた。このことは、K3-SPG は Dectin-1 依存的、非依存的の取り込みによって細胞

内に取り込まれている事が示唆された。近年の報告で、可溶性のグルカンでは Dectin-1

を介した自然免疫応答を惹起しない事が報告された。実際に、今回使用している SPG は可

溶性グルカンであり、自然免疫応答は確認されなかった(図 5.3B)。また、Dectin-1 を介し

た自然免疫応答は、TLR9 を介した自然免疫応答を抑制する事が報告された。実際に、

Dectin-1 アゴニストである、Zymosen Depleted は CpG DNA による自然免疫応答を抑制

する事を示した (図 5.3C)。一方で、SPG 刺激では抑制は確認されなかった(図 5.3D)。この

ことは、SPG は Dectin-1 アゴニストではないが、リガンドとして働く事が示唆された。 

次に、CpG DNA と SPG のそれぞれの受容体欠損マウスを用いて、K3-SPG のアジュバ

ント活性を検討した。その結果、K3-SPG のアジュバント効果は完全に TLR9 依存的であ

る事が明らかとなった(図 5.3E, F)。低容量での K3-SPG のアジュバント活性に関しては一

部 Dectin-1 による依存性が示された(図 5.3G, H)。これらの事は、低容量では主に Dectin-1

による取り込みが関与しているが、高容量では Dectin-1 非依存性の取り込みが関与してい

る事が示唆している。新規ワクチンやアジュバントを開発するためには、その効果のみな

らず、安全性を保つ事も重要である。それゆえ、生体内での挙動を明らかにする事が重要

である。 
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次に我々は、生体内での局在を明らかにするために、二光子顕微鏡を用いて実験を行っ

た。マウスに抗原やアジュバントを投与すると、リンパ節へ移行し、そこが獲得免疫誘導

の場となっている事が報告されている。実際に、マウスに蛍光ラベルした抗原と K3-SPG

を投与する事で、リンパ節への取り込みが確認された。 

 
図 5.3 K3-SPG のアジュバント効果は、一部 Dectin-1に依存 

A. HEK293 細胞に Dectin-1 または Dectin-2 を発現させ、その後の K3-SPGの取り込みを解析した。 
B. マウス脾細胞を SPGで刺激し、その後の TNF-を測定した。 
C. CpG ODN と Zymosan Depleted (ZD)で刺激を行い、その後の IFN-産生を測定した。 
D. CpG ODN と SPGで刺激を行い、その後の IFN-産生を測定した。 
E, F. 野生型または TLR9 欠損マウスに抗原と K3-SPGを免疫しその後の獲得免疫応答を測定した。 
G, H. 野生型または Dectin-1欠損マウスに抗原と K3-SPGを免疫しその後の獲得免疫応答を測定した。 
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 K3 を投与した時に比べ、K3-SPG を投与すると強く MARCO+マクロファージに取り込

まれている事が確認された（図 5.4B）。抗原もこの MARCO+マクロファージに強く取り込

まれている事が確認された（図 5.4A）。これら結果から、K3-SPG は抗原と同じ抗原提示

細胞 (マクロファージ)に取り込まれている事が明らかとなった。しかしながら、クロドロ

ネートリポソームを用いてマクロファージを枯渇させたマウスに免疫を行った結果、

K3-SPG のアジュバント活性には変化が見られなかった。一方で、樹状細胞を枯渇させた

マウスに免疫を行った結果、細胞性免疫が減弱していた（図 5.4C）。これらの結果から、樹

状細胞が K3-SPG のアジュバント効果の発揮には重要である事が示唆された。実際に、マ

ウスに K3-SPG を投与する事で、リンパ節内の樹状細胞が従来の K3 に比べ著しく活性し

ている事が明らかとなった (図 5.4D)。これらの結果から K3-SPG は抗原と同様の細胞に取

り込まれる事で、樹状細胞を活性化しアジュバント活性を発揮している事が示唆された。 

 これまでに、マウス CpG DNA と SPG の複合体がインフルエンザワクチンのアジュバン

トとして働く事を見いだしている。また、アジュバント含有の不活化全粒子ワクチン(WIV)

と比べても同程度のインフルエンザウイルス感染防御効果を発揮した。今回新たに作製し

た K3-SPG は全粒子ワクチンよりも強い抗原特異的抗体を誘導し (図 5.5A)、全粒子ワクチ

ン投与のマウスにおいても約 10%の生存率を示すインフルエンザウイルス感染に対して、

100%の生存率を示した (図 5.5B)。これらの結果は、SPG 化した CpG DNA は強いアジュ

バント活性を有しており、インフルエンザワクチンのアジュバントとして有用である事を

示している。 

 最後に、カニクイザルを用いて K3-SPG のアジュバント活性を検討した。カニクイザル

に 2 回インフルエンザスプリットワクチンと共に、K3 または K3-SPG を免疫した結果、

K3-SPG 免疫群では強い抗原特異的抗体の誘導が確認された (図 5.5C)。約 2 年後の抗体測

定においても、K3-SPG 免疫群では抗体価が高い状態であった(図 5.5D)。これらの結果か

ら、K3-SPG はマウスのみならず少なくともヒトに近いカニクイザルでも強い免疫応答を

誘導する事が示唆された。 

本研究により、新たに強力なワクチンアジュバントとして K3-SPG の開発に成功した。従

来の CpG DNA に比べ、強い自然免疫活性能を有しており、懸念されていた溶液中での安

定性も、SPG との複合体化する事で凝集を作ら無い事が示された。これらの事は今後、

K3-SPG を臨床で応用するために重要であり、臨床応用を実現するために更なる機能解析、

他の用途への応用を行って行く必要がある。 

図 5.4 リンパ節のMARCO+マクロファージは 

抗原と K3-SPG を取り込む 

A. 二光子顕微鏡を用いて、抗原（OVA）のマクロファージへの取り込みを
解析した。B. A同様に K3または K3-SPGのマクロファージへの取り込み
を解析した。C. クロドロネートリポソームを用いて、マクロファージと樹状
細胞のアジュバント活性への関与を検討した。D. マウスに K3-SPG を投

与し、24時間後の樹状細胞の活性を解析した。 
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４．６ 「多糖-核酸複合体の計算化学」（有明高専 G）  

（１） 研究実施内容及び成果 

 哺乳類の自然免疫系は、CpG モチーフ（非メチル化シトシン-リン酸-グアニン（CpG）ジヌクレオ

チド）を認識し、TLR9 含む Toll 様受容体（TLR）の連結を介して活性化することができることは広

く知られている。近年、CpG モチーフを有する様々な構造の DNA が開発されており、その中でも

多足型の構造を有するものは高い活性を示すことが報告されている。しかし、これら多足型 DNA

の構造は、原子間力顕微鏡（AFM）像により確認されているのみで、実際に溶液中でどのような構

造をとっているかは明らかになっていない。溶液中での３次元構造を明らかにすることは、高い活

性を示す要因等を明らかにするために必要不可欠である。本研究では、溶液中の構造が強く反映

される小角 X 線散乱（SAXS）にて多足型 DNA を測定し、その測定データを元に、計算化学的手

法にて予測されるモデルを作成することで、SAXS 測定によって得られたデータから多足型 DNA

の３次元構造を可視化、つまり溶液中における多足型 DNA の３次元構造を決定することを目的と

した。 

 本研究では、京都大学の西川らによって報告されている図 6.1 に示す塩基配列を有する多足型

DNA（Mohri et al., ACS Nano, 2012, 6 (7), 5931–5940）について、まず検討を行うこととした。 

 

Tetra18’-1: 5'-TCGCTGACGTTGCAGACA TCACGTTGACGCTGTCGA-3' 

Tetra18’-2: 5'-TCGACAGCGTCAACGTGA AACGTGAAGCGTCTGCGA-3' 

Tetra18’-3: 5'-TCGCAGACGCTTCACGTT GCAGACAGACGTTGACGA-3' 

Tetra18’-4: 5'-TCGTCAACGTCTGTCTGC TGTCTGCAACGTCAGCGA-3' 

 

図 1 本研究で検討を行った多足型 DNA の塩基配列 

西川らの報告によると、図 6.1 の塩基配列を有する多足型 DNA は、AFM 像の解析の結果、正

四面体（テトラポッド）型であることが示唆されている。そこで、まずは各々の塩基配列を有する B 型

DNA のモデルを 4 本作成して十字型に配置し、中心部で結合を作成した後、3 本の二重螺旋を

109.5°回転してから±120°回転することでテトラポッド型 DNA（Tetra18）のモデルを作成した。作

成した Tetra18 モデルを、分子力学（MM3）法により中央結合部位の構造を整え、これを初期構

造モデルとした（図 6.2 左）。続いて、溶液中での構造を検討するために分子動力学（MD）シミュ

レーションを実行した。作成した Tetra18 モデルをセルの中心部に配置し、続いてカンターカチオ

図６.１ 

図 5.5 K3-SPGはインフルエンザワクチンの 
アジュバントとして働く 

A. 野生型マウスにインフルエンザスプリットワク
チン（SV ）、全粒子ワクチン（WIV ）、SV と

K3-SPG を二回免疫し、その後の SV 特異的抗

体価を測定した。B. A で用いたマウスに致死量

のインフルエンザウイルスを感染させ、その後の

体重減少、生存率をモニタリングした。C, D. カ
ニクイザルに SVとK3またはK3-SPGを二回免
疫し、その後の SV 特異的抗体価を測定した。 
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図 4 SAXS 実測値と作成した 

モデルの CRYSOL 計算結果 

 

ンとしてリン酸基の数だけ Na+イオンを配置し、約 80000 個の水分子（TIP3P）を配置した。力場と

して Amber force field 99SB を用い、周期境界条件にて、まずは Tetra18 の原子座標を固定し

て 293K にて水分子の緩和を行った後、原子座標の固定を解除し、同じく 293K にて MD 計算を

2ns 実行した後、最終的に 333K になるように段階的に温度を上昇させ、333K に到達してから総

計算時間 40ns の MD 計算を実行した。MD 計算には Amber11 を使用した。図 6.2  に、初期

構造として用いた Tetra18 モデルと、MD 計算を 40ns 実行した後の Tetra18 モデルの構造を示

す。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図  左：初期構造として作成した Tetra18、 右：MD 計算を 40ns 実行後の Tetra18 モデル 

 

次に、図 6.2 に示した両モデルを SAXS 測定値と比

較するために、Svergun らによって開発された Crysol

を用いて SAXS プロファイルを算出した（図 6.3 ）。ここ

で、図中の赤線は SAXS 測定の実測値、青線は

CRYSOL（D. Svergun, C. Barberatoet al., J. Appl. 

Cryst. 1995, 28, 768-773）により計算した結果である。

これらを見ると、中角領域（0.5Å-1 付近）では初期構造モ

デルの方が実測値に近く、高角側（0.7Å-1 付近）では

MD 計算実行後のモデルの方が実測値に近い。前者は

リン酸基の距離、後者はモデル全体の大きさが反映され

ることから、初期

構造から二重螺

旋のピッチが若

干伸びたものが、

最も実測値と合

致することが示

唆された。また、

MD計算実行後

のモデルでは、

B 型 DNA が崩

れ、テトラポッド型ではなく平面に近い角度で直線的な構

造になっていた。この結果に関しては、水分子やポテンシ

ャルパラメータ等の影響が考えられるが、現段階において MD 計算による SAXS データの可視化

は困難であると判断し、まずは SAXS 実測値に最も合致するモデルを作成することを目標とした。

SAXS 実測値と上記の計算結果から、B 型 DNA の構造維持の重要性が示唆されたため、正四面

体の角度の変更しながら最も適切な角度を検討したが、正四面体が最も SAXS 実測値と合致した。

そこで、各々の二重螺旋を中央部から徐々に距離を離しながら CRYSOL 計算を実行し、最も適し

た距離にて中央部で結合を作成し、中央結合部位のみ MM3 にて構造を整えた結果、SAXS 実

測値により近い３次元構造を得ることに成功した。  

図 3 SAXS 実測値と CRYSOL 計

算結果の比較（上：初期構造、下：MD

計算を 40ns 実行した後の Tetra18

モデル） 

図６.３ 

図 6.2 

図６.４ 
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16. 青枝大貴、審良静男、石井 健「生体防御機構―Toll-like receptors ノックアウトマウス」マウス・

ラット疾患モデル活用ハンドブック（秋山徹、奥山隆平、河府和義編） 2011 年 1 月 1 日発行 

羊土社 
 
17. 小山正平、石井 健「粘膜アジュバント」臨床粘膜免疫学（清野宏編）2010 年 12 月 20 日発行 

シナジー社 
 
18. 鉄谷耕平、石井 健 「アジュヴァント小史」臨床とウイルス, 38(5), 367-378 (2010). 
 
19. 小山正平、石井 健 「ワクチンアジュバントの必要性と安全性」医学のあゆみ 234(3), 

217-221 (2010) 
 
20. 青枝大貴、石井 健 「ワクチンを考えるうえで必要な免疫の知識」臨床検査 54(11) 

2010.10.30 増刊号 
 
21. 小山正平、石井 健 「ウイルス感染予防に用いられるワクチンアジュバント」 次世代ワクチン

の産業応用技術（神谷 齊監修） シーエムシー出版 2010 年 9 月 30 日 p112-124  
 
22. 東岸任弘、石井 健、堀井俊宏 「マラリアワクチンの実現に向けて」次世代ワクチンの産業応

用技術（神谷 齊監修）シーエムシー出版 2010 年 9 月 30 日 p175-186  
 
23. 小檜山康司、石井 健 「DNA センサーとその生理的意義」 細胞工学 29(10), 1004-1013 

(2010). 
 
24. 小檜山康司、石井 健 「自然免疫とワクチン開発」 医学のあゆみ 234(5), 608-614 (2010). 
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25. 小檜山康司、石井 健 「アジュバントに関する最新の話題」臨床と微生物 37(3), 187-194 

(2010). 
 
26. 青枝大貴 「リステリア感染脾臓における宿主-病原体ダイナミクス」医学のあゆみ 232(13), 

1271-1276 (2010). 
 
27. 東岸 任弘, 石井 健, 堀井 俊宏「マラリアワクチンの臨床開発」Drug Delivery System Vol. 

25(1), 37-45 (2010). 
 
28. 小山正平、貫和敏博、石井 健 「インフルエンザウイルスワクチンの考え方と自然免疫」 分

子呼吸器病 14(1), 42-45 (2010). 
 
（平成 23 年度） 
1. 櫻井和朗 「歴史の転換点2011 年と繊維科学」繊維学会誌 FIBER 繊維と工業 7月号67(7), 

169 (2011). 
 

2. 望月慎一、櫻井和朗 「糖鎖を利用した核酸医薬の選択的デリバリー」 医学のあゆみ RNA
医学・医療-あらたな診断・治療を拓く 238(5), 441-446 (2011). 
 

3. 望月慎一、櫻井和朗 「アジュバント開発研究の新展開 第 3 章アジュバント各論 2.8 -β グル

カンを利用した次世代型アジュバント開発研究の新展開-」（2011.8.24）シーエムシー出版 
 

4. 櫻井和朗 「放射光を用いた界面活性剤の構造解析」フレグランスジャーナル 3 月号 特集”レ
オロジー研究の進歩と化粧品開発への応用”(2012.3.15) 
 

5. 篠原佑也 「X 線光子相関分光法を用いたダイナミックスの研究」高分子、vol.60, 178-181 
(2011). 
 

6. 篠原佑也、岸本浩通、雨宮慶幸 「放射光が解き明かす驚異のナノ世界」分担執筆、ブルー

バックス（放射光学会 編） 
 

7. 篠原佑也 「X-ray Diffraction Limit Workshop Series Workshop 6 報告」 放射光、vol. 24, 
278-279 (2011). 
 

8. Masayuki Yokoyama, Clinical applications of polymeric micelle carrier systems in 
chemotherapy and image diagnosis of solid tumors, Journal of Experimental and Clinical 
Medicine, 3(4), 151-158 (2011). 
 

9. 石井健、山西弘一（編） 「アジュバント開発研究の新展開」CMC 出版 2011 年 
 

10. 岡田 潔，堀井俊宏，石井 健，鉄谷耕平 「トラベラーズマラリアワクチンの臨床試験」臨床評

価 39(2), 281-6 (2011). 
 

11. 津久井利広、(他 8 名)石井健 「マラリアヘモゾインに対するＴＬＲ９での反応と免疫増強効果」

臨床免疫・アレルギー科 55(1), 28-34 (2011). 
 

12. 鉄谷耕平、石井健「アジュバント」感染症のワクチン新戦略 Bioclinica  26(13), 34－39 
(2011). 
 

13. 鉄谷耕平、石井健「新たなアジュバントの臨床応用へむけて」ファーマメディカ 29(4), 9-16 
(2011). 
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14. 鉄谷耕平、石井健「ワクチンアジュバントの現状と今後」医薬品医療機器レギュラトリーサイエン

ス 42(8), 650-658 (2011). 
 

15. 鉄谷耕平、石井健「アジュバント開発研究の現状と課題」綜合臨牀 60(11), 2184-2191 (2011). 
 

16. 青枝大貴、石井健 「ワクチン基礎研究の最新動向と展望；ワクチンアジュバント」日本臨床
69(9), 1547-53 (2011). 
 

17. 小檜山康司、石井健 「バイオ医薬品における新規アジュバントの開発」次世代バイオ医薬品

の製剤設計と開発戦略 森下真莉子監修 CMC 出版 2011 年 
 

18. 小檜山康司、石井健「インフルエンザワクチン」ドラッグデリバリーシステムの新展開 II 永井恒

司、岡田弘晃監修 CMC 出版 2011 年 
 

19. 城内直、小檜山康司、石井健、武下文彦 「NLRP4 による autophagy の抑制」 臨床免疫・アレ

ルギー科 第５７巻 第１号 2011 
 

20. 青枝大貴、審良静男、石井健 「生体防御機構―Toll-like receptors ノックアウトマウス」完全版

マウス・ラット疾患モデル活用ハンドブック 羊土社、2011 年 
 

21. 青枝大貴、石井健  「自然免疫と次世代ワクチン開発」Drug Delivery System 27(1), 19-27 
(2012). 
 

22. Jounai N, Kobiyama K and Takeshita F. Intracellular Inflammatory Sensors for Foreign Invaders 
and Substances of Self-Origin. “Self and non self” Edited by Carlos López-Larrea, 738, 60-78 
(2012). 

 
（平成 24 年度） 
1. 宮本寛子, 望月慎一, 櫻井和朗 「多糖 β-1,3-グルカンの受容体を利用したオリゴ核酸の選択

的デリバリー」Cellulose Commun. Research Trends 3 Vol.19(1), 12-16 (2012). 
 
2. 櫻井和朗、望月慎一 「β-1,3-グルカン/DNA 複合体の性質と核酸医薬 DDS への応用」先端バ

イオマテリアルハンドブック p378-384  2012 年 6 月 15 日 株式会社エヌ・ティー・エス刊 
 

3. 望月慎一、櫻井和朗 「核酸デリバリー」 月刊バイオインダストリー 7, 24-29 (2012). 
 
4. 櫻井和朗「自己組織化した分子会合体の溶液物性：分子描像の可視化へのこころみ」高分子

61 巻 10 月号 高分子科学最近の進歩 P787-790（2012 年） 
 
5. 篠原佑也、岸本浩通、雨宮慶幸、「フィラー充填ゴムの放射光Ｘ線を用いた時空間構造解析」 

PolyFile, 49(10), 16-19 (2012). 
 
6. 篠原佑也、白澤徹郎、矢代航（訳）、雨宮慶幸、高橋敏男、百生敦（共訳）「Ｘ線物理学の基礎」

講談社（2012）. 
 
7. 青木裕之、横山昌幸、連載“DDS 研究のための最新機器”No. 8 光音響イメージング装置 

Drug Delivery System 27(3), 213-217 (2012) 

8. Kuroda E, Coban C, Ishii KJ Particulate adjuvant and innate immunity:past achievements, 
present findings and future prospects. Int. Rev. Immunol. 32(2), 209-220 (2013). 
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9. Jounai N, Kobiyama K, Takeshita F, Ishii KJ. Recognition of damage-associated molecular 
patterns related to nucleic acids during inflammation and vaccination. Front Cell Infect 

Microbiol. 2 (168), 1-13 (2012). 
 
10. Tetsutani K, Ishii KJ. Adjuvants in influenza vaccines. Vaccine. 2012 Oct 19. 
 
11. Desmet CJ, Ishii KJ. Nucleic acid sensing at the interface between innate and adaptive immunity 

in vaccination. Nat Rev Immunol. 12(7), 479-91 (2012).  
 
12. 石井 健. 「宿主の生体バリア -腸管、肺、皮膚における新たな免疫細胞とその機能.」 実験

医学増刊 30(20), 134(3292)-137(3295) (2012).  
 
13. 石井 健. 「感染・共生・生体防御研究から生まれる新たな疾患予防、治療法ターゲット.」 実

験医学増刊  30(20), 172(3330)-175(3333) (2012). 
 
14. 城内 直、 石井 健. 「細胞外核酸の生物学的意義と臨床応用.」 実験医学増刊 30(20), 

209(3367)-216(3374) (2012).  
 
15. 小檜山康司、 石井 健. 「自然免疫メカニズムを利用するワクチンアジュバント開発.」 THE 

LUNG 20(4), 54-61 (2012). 
 
16. 城内 直、石井 健.「感染と免疫」 Medicina,50(3), 406-411 (2013). 

 
17. 大西 元康、石井 健.「ワクチン（アジュバント）デザインの新展開」医薬ジャーナル, 49(2), 

699-705 (2013). 
 

18. 石井 健.「トップランナーに聞く 核酸による自然免疫および獲得免疫の制御機構の研究と核

酸アジュバントのワクチンへの応用研究」 最新医学 68(2), 107-111 (2013). 
 

19. 鉄谷耕平、石井 健. 「ワクチンアジュバントの現状と展望.」 レギュラトリーサイエンス学会誌, 
2(2), 149-158 (2012). 
 

20. 鉄谷耕平、石井 健. 「アジュバント開発研究の新展開：自然免疫から審査行政.」ファームテク
ジャパン 28(4), 45-52 (2012).  
 

（平成 25 年度） 
1. 青木裕之、横山昌幸、連載“DDS 研究のための最新機器”No. 8 光音響イメージング装置  

Drug Delivery System 27(3), 213-217 (2012). 
 

2. 横山昌幸、高分子ミセルにおける薬物封入・放出制御、遺伝子医学 MOOK 別冊 ここまで

広がるドラッグ徐放技術の最前線-古くて新しいドラッグデリバリーシステム-，90-95、(株)メデ

ィカルドゥ (2013). 
 

3. 櫻井和朗、秋葉 勇、眞田雄介「散乱法による薬物送達用高分子ミセルの精密構造解

析」ブロック共重合体の自己組織化技術の基礎と応用 シーエムシー出版 p187-200 

2013 年 7 月 19 日第 1 刷発行, ISBN978-4-7813-0803-6 
 

4. 櫻井 和朗「ソフトマテリアル研究における異常 X 線小角散乱の最新動向」Recent 

Trend of Anomalous Small Angle X-ray Scattering in Soft Material Research           

放射光 Vol.27 No.2, JSR14 企画講演報告 
 

5. 櫻井 和朗「放射光が拓く化学の現在と未来 物質科学にイノベーションをもたらす
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光」日本化学会編「7 章 水溶液中でのバイオソフトマテリアルの放射光を用いた形態

観察」 (株 )化学同人発行 p74-79, 2014 年 1 月 30 日第 1 版第１刷発行 

ISBN978-4-7598-1374-6 
 

 

(３)国際学会発表及び主要な国内学会発表 

①招待講演 （国内会議 94 件、国際会議 81 件）  

（平成 20 年度） 

1. 発表者：櫻井和朗（北九大） 
「SＰring-8 放射光で見た遺伝子導入剤の構造と機能の関係」 
高分子学会九州支部フォーラム「光とバイオマス」(琉球大学・沖縄) 
平成 20 年 11 月 7 日 
 

2.  発表者：石井 健 （阪大） 
「感染症に対する自然免疫の発現と炎症性疾患の考え方」 
第７回医学セミナー講演会 （横浜市立大学医学部） 
平成 20 年 11 月 25 日  
 

3.  発表者：石井 健 （阪大） 
「ワクチンとアジュバント研究の新たな展開；自然免疫センサーの役割」 
第４回霊長類医科学フォーラム（文部科学省研究交流センター） 
平成 20 年 11 月 27 日 
 

4.  発表者：石井 健 （阪大） 
「ＴＬＲを標的とした分子アジュバントの開発」 
彩都・医薬基盤研究所連携フォーラム （大阪・ よみうり文化ホール） 
平成 20 年 12 月 5 日（金） 
 

5. 発表者：櫻井和朗（北九大） 
「Synchrotron Small-Angle X-ray Scattering from Ultra-Dilute Solutions of pDNA/Cationic 
Lipid complexes」 
ＩＵＭＲＳアジア国際会議 2008（名古屋市国際会議場）平成 20 年 12 月 11 日  
 

6.  発表者：石井 健 （阪大） 
「 Pivotal role of innate immune recognition and signaling pathways in vaccine 
immunogenicity」 Symposium, Annual meeting of Japanese society of Biochemistry and 
Molecular Biology (BMB2008), Kobe, Japan, Dec. 2008 

 

  7.  発表者：櫻井和朗（北九大） 
「SPG/DNA Complex Technology as Gene Carrier」 
ＪＳＴ米国シーズ発表会（アメリカ ニューヨーク） 
平成 21 年 1 月 13 日 
 

8.  発表者：櫻井和朗（北九大） 
 「カチオン性脂質とＤＮＡからなる遺伝子導入剤の構造と機能の相関」 

  SPring-8 ワークショップ「高分子・ソフトマター系の小角 X 線散乱（SAXS)測定とデータ解析」  
(日本科学未来館・東京) 平成 21 年 1 月 23 日 

 
9.  発表者：石井 健 （阪大） 

「Manipulation of vaccine immunogenicity by innate immune mechanisms」 
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CVRDC-RIMD Symposium, Korea, Jan 2009  
 

10. 発表者： 石井 健 （阪大） 
 「自然免疫とワクチン開発研究の新展開」  

東北免疫研究会 平成 21 年 3 月 13 日  
 
（平成 21 年度）  

1. 発表者：櫻井和朗（北九大） 
特別講演「放射光 X 線小角散乱を用いた溶液中の分子集合体の構造解析：構造と機能の

相関をめざして」前田瑞夫ソフト界面領域会議(九州大学・西新プラザ) 
平成 21 年 5 月 16 日(土) 
 

2.  発表者：櫻井和朗（北九大） 
教育講演「A Novel Polysaccharide Carrier for Functional Oligonucleotides: APS Targeting 

DDS with Dectin-1」 
  MIF 国際シンポジウム -International Symposium of MIF- (北海道情報大学・札幌サテライト) 
  平成 21 年 5 月 20 日（水） 
 

3.  発表者：櫻井和朗（北九大） 
    招待講演「X 線小角散乱におけるコントラスト変調法：みみず鎖ミセルの断面構造と持続長」 

  高分子基礎物性研究会 -高分子基礎研究の最前線- （大阪大学中之島センター） 
   平成 21 年 6 月 25 日（木） 

 
4.  発表者：櫻井和朗（北九大） 
   「A novel triple helix of beta-1,3-polysaccharide and DNA and its application to DDS」 

UK Japan Joint Symposium-Chirality and Supramolecular Chemical Synthesis（CSCS09）-（キ

ラリティと超分子化学合成） （イギリス バーミンガム大学） 
平成 21 年 7 月 27 日 

 
5.  発表者：櫻井和朗（北九大） 

招待講演「「Nanostructures of drug delivery system explored with synchrotron small angle 
x-ray scattering and its relation to biological effects」 
Polytechnic University  教授寺岡教授訪問（アメリカ ブルックリン） 

   平成 21 年 8 月 22 日 
 
6 発表者：櫻井和朗（北九大） 

招待講演「Micelle Explored with Contrast Variation Technique of Small-Angle X-ray 
Scattering」マサチューセッツ大学アマースト校 教授 William J. MacKnight 先生訪問 

 （アメリカ アマースト） 
平成 21 年 8 月 25 日  
 

7  発表者：櫻井和朗（北九大） 
  「遺伝子導入用 DDS 粒子のナノ構造と機能の相関」 
  第 13 回 SPring-8 シンポジウム（東京ステーションコンファレンス） 
  平成 21 年 9 月 4 日 
 
8  発表者：櫻井和朗（北九大） 

招待講演 「 Micelle Explored with Contrast Variation Technique of Small-Angle X-ray 
Scattering」 バース大学教授 Tony D James 先生訪問（イギリス バース大学） 
平成 21 年 9 月 6 日 
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9  発表者：横山昌幸（慈恵医大） 

招待講演「薬物及び造影剤キャリヤーとしての高分子ミセル」 

第 58回高分子討論会(熊本大学) 平成 21年 9月 16 日 

 
10 発表者：櫻井和朗（北九大） 

招待講演「放射光 X 線小角散乱を用いた溶液中の分子集合体の構造解析：構造と機能の

相関をめざして」筑波大学セミナー（筑波大学総合研究棟 B ０１１２教室） 
    平成 21 年 10 月 19 日（月） 
 

11 発表者：櫻井和朗（北九大） 
依頼講演「Synchrotron Small-Angle X-Ray Scattering from Drug Delivering Nano-Particles 
in Solutions: Pharmacological Efficiency and Particle-Inner Structures」 
2009 九州・西部-釜山・慶南 高分子（第 14 回）繊維（第 12 回）合同シンポジウム 
（鹿児島大学 稲盛会館） 
平成 21 年 10 月 26 日（月） 
 

12  発表者：櫻井和朗（北九大） 
招待講演「放射光を用いたＸ線小角散乱法と有機材料，有機物，バイオ試料などへの応用」 
２００９年応用物理学会九州支部学術講演会「九州におけるシンクロトロン放射光利用の新

展開」(熊本大学 工学部) 
平成 21 年 11 月 21 日（土） 
 

13  発表者：櫻井和朗（北九大） 
招待講演「A novel triple helix of beta-1,3-polysaccharide and DNA and its application to 
control immunological response」 

     高分子国際シンポジウム（OUMS‘09）(大阪大学大学院理学研究科) 
    平成 21 年 12 月 13 日（日） 
 

14 発表者：櫻井和朗（北九大） 
招待講演「DDS ナノ粒子の界面と内部構造と薬理効果の相関」 

第 23回日本放射光学会年会放射光科学合同シンポジウム（イーグレひめじ） 

平成 22 年 1 月 9 日（土） 

 

15 発表者：櫻井和朗（北九大） 
招待講演「超分子化学における放射光 X 線小角散乱の役割」 
（九州シンクロトロン光研究センター） 

   九州大学シンクロトロン光利用研究センター設立記念講演会 
   平成 22 年 3 月 15 日（月） 
 

    16. 雨宮慶幸 「放射光でみるソフトマターの時空間階層構造」第４回関西学院大学 SPring-8 シ

ンポジウム（東京大学先端知ビル）平成 21 年 11 月 16 日 
 

17. 篠原佑也 「ソフトマターの時空間階層構造と ERL への期待」第２回 ERL サイエンスサーク 
ショップ（KEK）、平成 21 年 7 月 10 日 

 
18 Y. Amemiya and Y. Shinohara, “Small-Angle X-ray Scattering, Basics and Applications”,  

Cheiron School 2009 (SPring-8) November 2009. 
 
19 N. Yagi and T. Matsuo. Ca-induced structural changes of regulatory proteins in skeletal muscles.  
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XXXVI International Conference of Physiological Sciences. Kyoto, 2009/7/27-8/1 
 
20. Ishii KJ “Innate immune control of influenza vaccine immunogenicity” Symposist, 39th annual  

meeting for Japanese Society for Immunology (JSI), Osaka Dec. 2009 
 

21 Ishii KJ “Innate immune control of influenza vaccine immunogenicity” A distinguished 
speaker, National University of Singapore, Nov. 2009 

 
22 Ishii KJ “Innate immune control of influenza vaccine immunogenicity” Symposist, 59th 

Annual meeting for Japanese Society of Allergology, Akita, Japan Oct. 2009 
 

23 Ishii KJ “Innate immune control of vaccine immunogenicity” Symposist, 82th Annual 
meeting for Japanese Biochemical Society, Kobe, Japan Oct. 2009 

 
24. Ishii, KJ “Innate immune control of influenza vaccine immunogenicity” Invited speaker, 3rd 

Vaccine global congress, Singapore, Oct 2009 
 

25 Ishii KJ  “Innate immune control of influenza vaccine immunogenicity” Japan-France 
Vaccine Research forum, Osaka,  Japan Oct. 2009 

 
26 Ishii KJ “Immune recognition and signaling essential for Flu vaccines” Symposist, Awaji 

International Forum on Infection and Immunity.  Awaji, Hyogo Pref. Japan, Sep. 2009 
 

27 Ishii KJ “Innate immune recognition of nucleic acids” Lecturer, Bogazici University, Istanbul, 
Turkey, Aug. 2009 

 
28 Ishii KJ “Innate immune control of influenza vaccine immunogenicity” Symposist, 20th 

Japanese Society for Host Defense Research (JSHDR) meeting, Tokyo, July 2009 
 
（平成 22 年度）  
〈国内〉 

1. 櫻井和朗「核酸医薬 DDS の開発における GPC-MALS の活用と将来展望」昭光サイエンティ

フィック㈱多角度光散乱検出器セミナー（日石横浜ビル内、日石横浜ホール）平成 22 年 4 月

14 日 
 
2. 櫻井和朗「放射光 X 線小角散乱と GPC/MALS を用いた β-1,3 グルカン/DNA 複合体の分子

形状の決定」高分子分析化学会 第 353 回例会（ラフォーレ修善寺、伊豆）平成 22 年 7 月 9
日 

 
3. 櫻井和朗「抗原提示細胞上の Dectin-1 を標的にした核酸医薬の選択的デリバリーシステム

の構築」（独）医薬基盤研究所セミナー（医薬基盤研究所、大阪府茨木市）平成 22 年 7 月 13
日 

 
4. 櫻井和朗「抗原提示細胞上の β-1,3 グルカン認識レセプターを介した核酸医薬の選択的送

達」第 20 回アンチセンスシンポジウム（甲南大学ポートアイランドキャンパス）平成 22 年 12 月

3 日 
 

5. 櫻井和朗「X 線小角散乱と GPC/MALS を用いた β-1,3-グルカン/DNA 複合体の分子形状の

決定」繊維学会西部支部・セルロース学会西部支部共催講演会（ニューウェルシティ宮崎）

平成 22 年 12 月 10 日 
 

6. 櫻井和朗「溶液散乱法を用いた高分子ミセルの内部構造の精密解析と薬理効果の相関」日

本バイオマテリアル学会九州ブロック キックオフシンポジウム（九州大学医学部百年講堂）
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平成 23 年 3 月 23 日 
 
7. 篠原佑也「Ｘ線散乱を用いたゴムの構造とダイナミクスの解析」、日本ゴム協会 エラストマー

の補強研究分科会、東京、2010 年 12 月 
 
8. 横山昌幸「薬物標的治療に求められる合成高分子」平成２３年１月２７日〜２８日 平成２２年

度東海シンポジウム「健康、安全な社会のための高分子」（名古屋国際会議場） 
 

9. 横山昌幸、白石貢一「高分子ミセルキャリヤーの免疫原性制御のためのインターフェース設

計」平成２３年２月３日〜４日「ソフトインターフェースの分子科学」第５回公開シンポジウム（東

京理科大学森戸記念館） 
 

10. 石井 健「自然免疫による核酸認識機構とその生理的意義」平成 22 年６月 2 日～3 日 遺伝

子・デリバリー研究会 第 10 回シンポジウム（北海道大学 学術交流会館） 
 

11. 石井 健「ワクチンのメカニズムとアジュバント開発研究の新展開」6 月 17 日～18 日 DDS 学

会学術集会（大阪国際交流センター） 
 

12. 石井 健「自然免疫とワクチン、アジュバント開発研究の新展開」7 月 22 日 彩都バイオサイ

エンスセミナー（彩都バイオヒルズセンター） 
 

13. 石井 健「核酸医薬による自然免疫を利用したワクチン開発研究」7 月 29 日 第 2 回開発研

究交流会（非公開）（医薬基盤研究所）テーマ「免疫細胞制御によるワクチン開発」 
 

14. 石井 健「自然免疫とワクチン、アジュバント開発研究の新展開」9 月 10 日 フォーラム 2010
衛生薬学・環境トキシコロジー（星薬科大学） 

 
15. 石井 健 ワークショップ「アジュバント開発研究とその審査行政の現状と未来」9 月 14 日 ワ

クチンフォーラム 2010～日本発のワクチン開発をめざして～（新宿明治安田生命ホール） 
 

16. 石井 健 シンポジウム「インフルエンザワクチン：有効なインフルエンザワクチンを求めて」11
月 2 日～3 日 第 37 回日本小児臨床薬理学会（東京国際フォーラム） 

 
17. 石井 健「アジュバント開発研究の新展開」11 月 24 日～25 日 第 13 回ヒューマンサイエンス

総合研究ワークショップ（国際研究交流会館 3 階 国際会議場 国立がんセンター内） 
 

18. 石井 健 セッション「アジュバント総論および新アジュバントの開発」11 月 26 日 第 11 回医

薬品等ウイルス安全性シンポジウム（北里大学薬学部コンベンションホール） 
 

19. 石井 健シンポジウム「自然免疫と予防戦略」「Innate Immune Mechanisms of Vaccines」12 月

3 日 2010 年日本免疫学会シンポジウム「免疫学の最先端より：自然眼ね気と免疫制御」（一

橋記念講堂） 
 

20. 石井 健 ワークショップ「体表面バリアにおける感染とワクチン開発戦略-Ⅱ：新規ワクチンに

開発に向けて」12 月 11 日～12 日 第 14 回日本ワクチン学会学術集会（九段会館） 
 
〈国際〉 
1. Kazuo Sakurai 「 Small angle X-ray scattering from selfassembled supermolecular 

objects.Application to durg delivery system.」JST ERATO and CREST Joint Symposium
（SPring-8）2010 年 9 月 3 日 
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2. Kazuo Sakurai「A novel polysaccharide carrier for functional oligonucleotides: APS targeting 
DDS with Dectin-1」“BIT Life Sciences’ 8th Annual Congress of International Drug Discovery 
Science and Technology (IDDST)” Beijing International Convention Center (BICC), Beijing, 
China, October 25, 2010 

 
3. Kazuo Sakurai「Small Angle X-ray Scattering from Self-Assembled Supermolecules to 

Visualize Their Inner-Structures:Buck to the real space」九州大学 第 15 回 G-COE 国際ワーク

ショップ（九州大学 伊都キャンパス 稲盛財団記念館ホール C）平成 22 年 11 月 26 日 
 

4. Yuya Shinohara, “Dynamics of Nanocomposite revealed by X-ray Photon Correlation 
Spectroscopy” IMSS Symposium, Tsukuba, Japan, December, invited. 

 
5. Yuya Shinohara, “Structure and Dynamics of Nano-Composites revealed by X-ray Scattering 

and XPCS” JST ERATO and CREST Joint Symposium, SPring-8, September, invited. 
 

6. Yuya Shinohara, “Small-Angle X-ray Scattering and Its Application to Soft Materials” 
SESAME-JSPS-Sabanci School, March, Antalya, Turkey. invited lecture. 

 
7. Yoshiyuki Amemiya, “Small-Angle X-ray Scattering”, Cheiron School, SPring-8, October 

2010, invited lecture. 
 

8. N. Yagi, Biomedical Applications of Small-Angle X-ray Scattering at SPring-8. 5th 
Asia-Oceania Forum for Synchrotron Radiation Research. 2010/07/08, Pohang, Korea. 

 
9.  N. Yagi. Application of Small-Angle Scattering on Dynamics of Biological and Material 

Samples at SPring-8. The 7th SAXS Interest Group Meeting: Structural Evolution/Dynamics. 
2010/10/20, Hsinchu, Taiwan. 

 
10. N. Yagi. Time resolved biological SAXS at SPring-8. EMBO Practical Course on Solution 

Scattering from Biological Macromolecules. 2010/10/31, Hamburg, Germany. 
 

11. 横山昌幸、台湾工業技術研究院でのセミナー、 2010 年 10 月 14 日、新竹市、台湾、

「Synthetic polymers for drug targeting carriers」 
 

12. 横山昌幸、PACIFICHEM2010, Advances in Nanomedicine 2010 Symposium, 2010 年 12 月１

16 日、Honolulu, Hawaii, USA,「Combined diagnosis and chemotherapy of solid tumors using 
polymeric micelle carriers」 

 
13. Ishii KJ “Innate immune mechanisms of vaccines”  Invited speaker, Joint symposium of 

Convergent Research Consortium for Immunologic Disease and POSTECH-Catholic Biotech 
Medical Institute, Seoul, Korea Nov 20 2010 

 
14. Ishii KJ “Innate immune mechanisms of vaccines”  Invited speaker, The 2010 fall conference 

of the Korean Association of Immunologists, Seoul, Korea Nov 19 2010 
 

15. Ishii KJ “Innate control of vaccine immunogenicity by nucleic acid adjuvants” Invited lecturer, 
Institut Pasteur of Shanghai, Shanghai, China Nov 10 2010 

 
16. Ishii KJ “Innate control of vaccine immunogenicity by nucleic acid adjuvants.”  Cold Spring 

Harbor Asia conference: Frontiers of Immunology in Health and Diseases. Suzhou, China 
November 9, 2010 

 
17. Ishii KJ “Innate immune mechanisms of vaccines” Invited speaker and session chair, IFReC 
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and CSI (Chinese Society for Immunology) joint symposium, Hangzhou, China November 4, 
2010 

 
18. Ishii KJ “Innate Immune Signaling Pathways Essential for DNA and Viral Vaccines” Keystone 

Symposia on ‘Immunological Mechanism of Vaccination’ Short talk and session chair, Seattle, 
USA, Oct 29, 2010 

 
19. Ishii KJ “Innate immune mechanisms of vaccines” Invited speaker, Fall International 

Convention of the pharmaceutical Society of Korea. Cheongju, Korea Oct 21, 2010 
 

20. Ishii KJ “Innate immune mechanisms of vaccines” Lecturer, IVI seminar, International Vaccine 
Institute, Seoul, Korea Oct 20, 2010 

 
21. Ishii KJ “Plasmacytoid dendritic cells in influenza vaccine response” Invited speaker, 4th 

European Congress of Virology, Como, Italy April 2010 
 

22. Ishii KJ “DNA sensors: opportunities to develop novel DNA vaccines” Lecturer, Winter School 
on Frontiers in Nanomedicine and Nanobiotechnology, Bilkent University, Ankara, Turkey Jan 
13. 2010 

 
23. Ishii KJ “Innate Immune mechanism of flu vaccine” Invited speaker, Workshop on Current 

Trends in Molecular Nanobiosciences, Ankara, Turkey Jan 10. 2010 
 
（平成 23 年度）  
1. 櫻井和朗「放射光を利用した界面活性剤の構造解析－ミセルの粘弾性の分子描像的理解

に向けて－」SPring-8 利用推進協議会第 11 回ヘルスケア研究会（新梅田研修センター、

大阪市福島区）平成 23 年 4 月 12 日 
 
2. 櫻井和朗「β-1,3-グルカンに関する研究の最新情報」β グルカン研究会（ダイソー株式会

社研究所、兵庫県尼崎市）平成 23 年 4 月 20 日 
 
3. 櫻井和朗「抗原提示細胞上の多糖認識受容体 Dectin-1 を経由した核酸医薬の DDS」千里

ライフサイエンス振興財団セミナー「新しい先端医薬品としての核酸医薬品の戦略」（千

里ライフサイエンスビル５階 ライフホール、大阪府豊中市）平成 23 年 7 月 8 日 
 
4. 櫻井和朗「高分子材料における散乱現象を理解するための数学と物理の基礎」、「高分子

材料における透過型小角散乱」第 2 回基礎先端高分子・繊維研究会（九州大学箱崎地区）

平成 23 年 8 月 8 日 
  

5. 櫻井和朗「「抗原提示細胞上の β-1,3-グルカン認識レセプターを介した核酸医薬の選択的

送達」遺伝子・デリバリー研究会 第 11 回夏期セミナー（高知 三翠園ホテル）平成 23
年 8 月 9 日 

 
6. 櫻井和朗「実用的なアクティブ・ターゲティング核酸医薬 DDS 技術の開発」核酸医薬

品の製品化に向けた最新の研究動向と技術応用（きゅりあん４階 第１グループ活動室、

東京・大井町）平成 23 年 9 月 30 日 
 

7. 櫻井和朗「-グルカン/核酸複合体の溶液物性解析」 -1,3 グルカンと dectin-1 の化学生

物医学の基礎と応用に関する研究会(北九州市立大学サテライトキャンパス、小倉)平成

23 年 10 月 16 日 
 

8. 櫻井和朗「多糖-核酸からなる三重らせんによる DDS」第 9 回糖鎖科学コンソーシアム
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シンポジウム（名古屋大学 豊田講堂 東山キャンパス）平成 23 年 11 月 24 日 
 

9. 望月慎一「多糖を利用した細胞特異的薬物デリバリー」九州地区高分子若手研究会・冬

の講演会（大分 ホテル山水館）平成 23 年 12 月 8 日 
 

10. 櫻井和朗「水溶液中の超分子集合体の構造解析とその可視化へのこころみ」先導物質化

学研究所 先端放射光科学講演会 2012（九州大学伊都キャンパス、福岡市元岡 744）平

成 24 年 1 月 12 日 
 
11. 櫻井和朗「SPring-8 の放射光で見えてきた DDS ナノ粒子のナノ界面の水と薬剤」JST 公

開ワークショップ「水と界面」平成 24 年 1 月 25 日（Ks5 番町ビル 東京都千代田区） 
 

12. 櫻井和朗「高分子ミセルからの光散乱と X 線小角散乱」大阪大学 OK セミナー（大阪大

学理学研究科、大阪府豊中市）平成 24 年 2 月 18 日 
 

13. 篠原佑也 「フィラー充填ゴムの放射光 X 線を用いた時空間構造解析」、高分子基礎物性・高

分子計算機科学合同研究会、東工大大岡山キャンパス、2012 年 3 月 
 

14. 篠原佑也 「コヒーレントＸ線を用いた GI-SAXS」 PF 研究会「GISAS の最前線」 KEK、2011
年 9 月 
 

15. 篠原佑也 「新ビームラインでの SAXS 展開：どのような先端的 SAXS が利用可能なのか？」 
PF 研究会「PF におけるマイクロビームを利用した XAFS, XRF, SAXS 実験の展望」 KEK、

2011 年 9 月 
 

16. 雨宮慶幸 「進化する放射光とソフトマテリアルへの応用」 日本ゴム協会第３２回サタデーセミ

ナー、大阪、2011 年 4 月 
 

17. 石井 健、「アジュバント開発研究の新展開：自然免疫から審査行政まで」第７回北海道癌免

疫制御研究会（札幌）平成 23 年 6 月 11 日 
 

18. 石井 健、教育講演「ウイルス感染・ワクチンと固体の免疫応答」第 52 回日本臨床ウイルス学

会（三重県津市）平成 23 年 6 月 12 日 
 

19. 石井 健、「New mechanisms of vaccine adjuvant: innate immunity and beyond 第 59 回日本ウ

イルス学会学術集会（札幌）平成 23 年 9 月 15 日 
 

20. 石井 健、「細胞外核酸とその代謝産物による免疫制御機構とその生理的意義」第 84 回日本

生化学会（京都）平成 23 年 9 月 24 日 
 

21. 石井 健、「ワクチンアジュバント開発研究の新たな展開」Bio JAPAN2011（横浜）平成 23 年 10
月 6 日 
 

22. 石井 健、「自然免疫による核酸認識機構とワクチンアジュバントへの応用」第 24 回日本バイ

オセラピィ学会学術集会総会（和歌山市）平成 23 年 12 月 2 日 
 

23. 石井 健、「ワクチンアジュバント効果とバイオマーカーを探る」第 15 回ワクチン学会 （東京）

平成 23 年 12 月 10 日 
 

24. 石井 健、「アジュバント開発研究の新展開：自然免疫から審査行政まで」バイオロジクスフォ

ーラム第 9 回学術集会（東京）平成 24 年 2 月 22 日 
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25. 石井 健、「自然免疫を切り口としたワクチン、アジュバント開発研究の新展開」第 153 回日本

獣医学会学術集会 （大宮） 平成 24 年 3 月 27 日 
 
〈国際〉 
1. 櫻井和朗「An attempt to mimic virus-like polyhedron shape for drug delivery」Interdisciplinary 

Researches of Biotechnology and Soft Materials in United Kingdom and Kitakyushu（北九州学

術研究都市メディアセンター会議室）平成 23 年 4 月 14 日 
 

2. 雨宮慶幸 "Small-Angle X-ray Scattering" Cheiron School 2011, SPring-8, 2011 年 10 月 
 

3. 篠原佑也 "Dynamics in Nanocomposite and Opportunities at Japanese Future Light Source," 
XDL 2011 Workshop 6, @ Cornell University, USA, 2011 年 6 月 
 

4. 篠原佑也 "X-ray Photon Correlation Spectroscopy of Rubber filled with Nanoparticles," 
JAEA Symposium on Synchrotron Radiation Research 2012, @ SPring-8, 2012 年 3 月 
 

5.  篠原佑也 "X-ray Photon Correlation Spectroscopy of Nanoparticles in Rubber," Gordon 
Conference "X-ray Sciences," Poster Award Talk at Colby College, USA, 2011 年 8 月 
 

6. N. Yagi. Beamline and Detector for XPCS Experiments. 17th NSRRC Users' Meeting & 
Workshop. Hsinchu, Taiwan. 2011/10/19-21 
 

7. Masayuki Yokoyama, Koichi Shiraishi, Kumi Kawano, and Yoshie Maitani, Targeted diagnosis 
and therapy using polymeric micelle carriers, The 14th Asian Chemical Congress, バンコク、タ

イ、2011 年 9 月７日  
 

8. Ken J Ishii “Mechanism,Manipulation and Application of Nucleic Acids s Vaccine 
Adjuvant”  FP7 International Workshop for Advances in Immunology and Cancer Biology, 
Istanbul Turkey, April 17, 2011 
 

9. Ken J Ishii “Endo-and Exogenous Adjuvant for Influenza Vaccination” Keystone Symposia 
Pathogenesis of Influenza: Virus-Host Interactions, Hong Kong, May 26, 2011 
 

10. Ken J Ishii “Immune recognition of, and regulation by, vaccine adjuvants” The 79th Meeting of 
the Japanese Society for Interferon and Cytokine Research and The 19th International 
Symposium of Macrophage Molecular and Cellular Biology (JSICR-MMCB2011), Osaka, 
Japan, May 27, 2011 
 

11. Ken J Ishii “New mechanisms of vaccine adjuvants: innate immunity and beyond” Current 
Topics of Human Vaccines, International Union of Microbiological Societies 2011 Congress 
(IUMS 2011), Sapporo, Japan, Sep. 9, 2011 
 

12. Ken J Ishii “Key innate immunity, delivery system and metabolism for future adjuvants” 
Phacilitate Vaccine Forum, Singapore, Sep 20, 2011 

 
13. Ken J Ishii “Extracellular nucleic acids as an exo- and endo-genous vaccine adjuvant” World 

Immune regulation Meeting-VI (WIRM-VI ), Davos, Switzerland, 18 - 21 March 2012,  
 

（平成 24 年度）  
〈国内〉 

1. 櫻井和朗「放射光を用いた薬物送達用ナノ粒子の構造解析と薬理効果の相関」第 49 回化学

関連支部合同九州大会（北九州国際会議場、北九州市小倉北区）平成 24 年 6 月 30 日 
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2. 櫻井和朗「DDS ナノ粒子の精密なキャラクタリゼーション− FFF/MALS と放射光を組み合わ

せて−」第 28 回日本 DDS 学会学術集会（札幌コンベンションセンター）平成 24 年 7 月 5 日 
 
3. ＜依頼講演＞櫻井和朗「抗原提示細胞上の多糖認識受容体 Dectin-1 を経由した核酸医薬の

DDS」アンチセンス・遺伝子・デリバリーシンポジウム 2012（仙台市民会館）平成 24 年 9 月 24
～26 日 

 
4. 櫻井和朗「インフルエンザウイルスの効率的で安全なアジュバント開発に向けた DDS 」

JST/CREST 第２回公開シンポジウム「ナノ界面が生み出す次世代機能」（科学技術振興機構

東京本部別館）平成 24 年 12 月 10 日 
 

5. 櫻井和朗「放射光を用いて見えてくる高分子の構造とダイナミクス」第 22 回繊維学会

西部支部セミナー（長崎大学 文教キャンパス）平成 25 年 1 月 17 日 
 

6. ＜依頼講演＞櫻井和朗「高分子材料研究における放射光の利用」平成 24 年度 東海シ

ンポジウム～高分子の更なる可能性を目指して～（名古屋国際会議場）平成 25 年 1 月

18 日 
 

7. 櫻井和朗「抗原提示細胞上の Dectin-1 を標的とした核酸医薬のデリバリー」日本化学会

第 93 春季年会(2013) （日立命館大学びわこ・くさつキャンパス）2013 年 3 月 23 日 
 
8. 雨宮慶幸、篠原佑也、「高輝度放射光を用いた先端的小角Ｘ線散乱で見るソフトマターの階

層構造とダイナミクス」、高分子討論会、名古屋工業大学、９月 
 
9. 篠原佑也、「コヒーレンスを用いた非晶質試料のダイナミクス解析」、放射光将来光源利用サイ

エンス若手シンポジウム、東京大学本郷キャンパス、８月 
 
10. 篠原佑也、「コヒーレントＸ線を用いた時空間階層構造の解析」、「コヒーレント放射光を利用し

た新しい高圧力科学」研究会、東京大学本郷キャンパス、６月９日 
 
11. 横山昌幸、ナノサイズを利用した診断・治療、日本学術振興会産学協力研究委員会分子ナノ

テクノロジー第 174 委員会 第 41 回研究会、東京、平成２４年１２月１４日 
 

12. 白石貢一、川野久美、米谷芳枝、真田雄介、櫻井和朗、青枝大貴、石井健、横山昌幸、ABC
現象における PEG IgM 抗体とキャリア設計における PEG の重要性、第 12 回遺伝子デリ

バリー研究会・夏季セミナー、北九州市、2012 年 7 月 31 日 
 
〈国際〉 
1. Kazuo Sakurai「Synchrotron Small-Angle X-ray Scattering to Explore the Inner Structures of 

DDS Nanoparticles」University of Massachusetts Amherst MA Departmental Seminar (アメリカ・

マサチューセッツ) Wednesday, April 4th, 2012 
 
2. Kazuo Sakurai「A Novel Polysaccharide DDS Carrier for Functional Oligonucleotides: APS 

Targeting DDS with Dectin-1」POSTECH(浦項工科大学)セミナー（韓国、釜山）平成 24 年 5
月 10 日（大学院と教員向けの講演） 

 
3. Kazuo Sakurai「Synchrotrons Small-Angle X-ray Scattering to Explore the Inner Structures of 

DDS Nanoparticles」POSTECH(浦項工科大学)セミナー（韓国、釜山）平成 24 年 5 月 10 日

（POSTEC の放射光施設での講演） 
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4.  Kazuo Sakurai「A Novel Polysaccharide Carrier for Functional Oligonucleotides : APS 
Targeting DDS with Dectin-1」9th World Biomaterials Congress（WBC）2012（中国、北京）June 
3,2012（Sun） 

 
5. Kazuo Sakurai「Shape Persistence Micelles Made from Aromatic Macrocycles」International 

Mini Symposium on Sensing and Drug Delivery Systems(SDDS12)（イギリス・バース大）August 
6, 2012 

 
6. Kazuo Sakurai「Novel Polysaccharide Carrier for Functional Oligonucleotides: APS Targeting 

DDS with Dectin-1」The 1st International Symposium on Polymer Ecomaterials PEM 2012, 

Changchun, China, August 21, 2012 
 
7.  Kazuo Sakurai 「Characterizing Self-assembled Nanopaticles Employed in Drug Delivery」15th 

International Small-Angle Scattering conference (SAS 2012), Sydney Australia, Monday – 19 
November 2012 

 
8. Kazuo Sakurai「Characterizing Self-assembled Nanopaticles Employed in Drug Delivery」2nd 

Soft-interfaces Mini-symposium 2013 」 -Physical Chemistry and Characterization of 
Soft-interfaces -(SIMS2013) March 13 (Wed)-15(Fri); Fukuoka, Japan 

 
9.  Yuya Shinohara, “Dynamics of Nanoparticles in Rubber Observed with Coherent X-rays,” 

SAS2012, Sydney, November.  
 
10. Yuya Shinohara, “Dynamics of silica nanoparticles in styrene-butadiene rubber,” The 5th 

Japan-Taiwan Joint Meeting on Neutron and X-ray Scattering, 東海村（日本）、Feb. 24-27, 
2013. 

 
11. Masayuki Yokoyama and Koichi Shiraishi, Polymeric micelle carriers for theranostics of 

various diseases, 2012 International Conference of The Korean Society of Pharmaceutical 
Sciences and Technology, 光州（韓国）、平成２４年１１月２９日 

 
12. Masayuki Yokoyama and Koichi Shiraishi, Chemistry and Targeting Therapies, Chemistry 

Seminar in Pohang University of Science and Technology, 浦項（韓国）、平成２４年１２月１日 
 

（平成 25 年度）  
〈国内〉 
1. 篠原佑也（東大院新領域）、「小角散乱を用いたタイヤゴム中でのナノ粒子構造・ダイナミクス

の観察」、SPring-8 利用推進協議会、神戸クリスタルタワー、2013 年 4 月 16 日 
 

2. 石井健「ワクチン、アジュバント開発研究の新展開」第 9 回皮膚免疫疾患研究会 2013
年 4 月 11 日 
 

3. 石井健「インフルエンザワクチンの免疫機序とバイオマーカー」第 54 回日本臨床ウ

イルス学会 2013 年 6 月 8、9 日 
 

4. 石井健「核酸の免疫認識機構とその応用研究の新展開」DDS 学会 2013 年 7 月 4、5
日 

5. 石井健「米国におけるワクチンの安全性監視（Pharmacovigilance）について」第 139
回レギュラトリ―サイエンス エキスパート研修会 2013 年 7 月 9 日  
 

6. 石井健「アジュバントの基礎から臨床」第 6 回小児感染症専門医育成フォーラム学術

集会 2013 年 7 月 27、28 日 
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7. 石井健「ワクチン、アジュバントの開発研究の新展開；自然免疫の次は？」藤田保健

衛生大学医学研究科大学院セミナー 2013 年 11 月 15 日 
 

8. 石井健「よく効く、安全なインフルエンザワクチンを目指して」第 17 回日本ワクチ

ン学会学術集会 2013 年 11 月 30 日、12 月 1 日  
 

9. Ken Ishii 「Seeking biomarkers and mechanism of vaccine adjuvants;for more effective and 
safer vaccination」2013 年 12 月 11～13 日 Annual Meeting of the Japanise Society for 
Immunology,2013（第 42 回日本免疫学会学術集会） 

 
10. 櫻井和朗「多糖高分子複合体の基礎的性質と核酸医薬 DDS への応用 Delivering 

Therapeutic DNA to APC with Polysaccharide/Oligonucleotide Complex」ソフト界面の精密

構造制御による新規バイオマテリアルの創成－Design of Novel Biomaterials through 
Precise Structure Control of Soft-Interfaces－（九大伊都キャンパス）2013 年 8 月 9 日 
 

11. 櫻井 和朗「シンクロトロン放射光を用いた単分散ミセルの構造解析ープラトニック

ミセルの提案ー」光ナノサイエンス特別講議 奈良先端技術大学 物質創成科学研究

科 大講義室平成 25 年 12 月 2 日 
 

12. 櫻井 和朗「ソフトマテリアル研究における異常 X 線小角散乱の最新動向」放射光学

会 企画講演３ 広島国際会議場 平成 26 年 1 月 11 日 
 

13. 櫻井 和朗「DDS ナノ粒子の精密なキャラクタリゼーション～放射光、SAX を用いて

～」リガク／X 線小角散乱セミナー～最新の X 線小角散乱測定装置とアプリケーショ

ンの紹介～ TKP 大阪梅田ビジネスセンター (大阪市) 平成 26 年 2 月 27 日 
 

14. 櫻井 和朗「散乱法による水溶液中の DDS 用高分子ミセルの精密構造解析」高分子基

礎物性研究会 －ブロックコポリマーの応用展開と基礎物性－ 東京大学本郷キャ

ンパス山上会館 2 階大会議室 平成 26 年 3 月 3 日 
 

15. 櫻井和朗「β-グルカンと核酸の複合体の発見とその DDS への応用」糖鎖の構造と機

能シンポジウム 東京工業大学 平成 26 年 3 月 11 日  
 

16. 雨宮慶幸（東大院新領域）、「コヒーレントＸ線を用いたナノコンポジットのダイナミ

クス研究」、第３回ソフトマター中性子散乱研究会、2014 年 3 月 14 日 
 
 
〈国際〉 

1. Naoto Yagi (JASRI), “Bioimaging using Synchrotron Radiation: Phase-contrast X-ray 
imaging at SPring-8”, International Workshop on Biointerface and Biomedical Engineering. 
Okayama, 2013/03/13 
 

2.  Naoto Yagi (JASRI), “Time-resolved Small-Angle Scattering Experiments at SPring-8”, 
NSRRC Annual Users' Meeting and 20th Anniversary of Operation, Hsinchu, Taiwan, 
2013/09/20 
 

3. Naoto Yagi (JASRI), “Time-resolved Small-Angle Scattering Experiments in 
Sub-millisecond Range”, 11th International Conference: Biology and Synchrotron Radiation, 
Hamburg, Germany, 2013/09/08 
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4. Naoto Yagi (JASRI), "Myosin layer-line intensity as an indicator of chemical states of 

myosin", STINT meeting, Uppsala, Sweden, 2013/09/10 
 

5. 篠原佑也（東大院新領域）、Observation of Translational and Rotational Motion of 
Nanocrystals with Coherent X-rays、Light and Particle Beams in Materials Science 2013、つ

くば国際会議場、８月３０日 
 

6. Masayuki Yokoyama and Kouichi Shiraishi, Chemistry and Targeting Therapies with 
Polymeric micelle carriers, The 1st KAST International Frontier Scientists Symposium in 
The Korean Chemical Society Meeting, ソウル（韓国）, 2012 年 4 月 17 日 
 

7.  Ken Ishii 「Seeking biomarkers and mechanism of vaccine adjuvants;for more effective and 
safer vaccination」22th.National Congress of Immunology 2013 年 4 月 27～30 日 
 

8. Ken Ishii 「Immune recognition of nucleic acids and their metabolites」ENFEKSIYON 
HASTALIKLARININ IMMUNOROJISI Symposium 2013 年 5 月 3 日 
 

9. Ken Ishii 「Biomarkers and mechanism of vaccine adjuvants」第 78 回日本インタ

ーフェロン・サイトカイン学会総会第 21 回マクロファージ分子細胞生物学国際シン

ポジウム 2013 年 5 月 20 日～21 日  
 

10. Ken Ishii「Mechanisms and Biomarkers for Adjuvanted Vaccines」5th International 

Conference on Crossroads between Innate and Adaptibe Immunity 2013 年 9 月 21

日~26 日（ギリシャ コルフ島） 
 

11. Ken Ishii「TBA」 7th Annual Vaccine Renaissance Conference 2013 年 10 月 16 日

～18日（アメリカ プロヴィデンス） 
 

12. Ken Ishii「Seeking biomarkers and mechanism of vaccine adjuvants;for more 

effective and safer vaccination」The 7th Vaccine & ISV Congress 2013 年 10

月 27 日～29 日  
 

13. Ken Ishii「Can we predict Immmunogenicity and Adverse event of Adjuvanted Vaccines 

by serum mirna array?」Complex Biodynamics & Networks 2013 年 11 月 12 日～13

日 （山形） 
 

14. 「Mechanisms and biomarkers of vaccine adjuvant」Key Lab Medical Molecular 

virology shanghai Medical College 2013 年 12 月 3，4日  
 

15. Ken Ishii「Understanding developments and opportunities」The World Vaccine 

Congress & Expo, Washington D.C.,US  2014 年 3月 24 日～26 日  
 

16. 篠原佑也（東大院新領域）、”Observation of Rotational and Translational Motion of 
Nanocrystals Using Pink-beam X-rays,” 6th Taiwan-Japan Meeting on X-ray and Neutron 
Scattering,台北、台湾、2014 年 3 月 10 日. 

 
 
 

②口頭発表 （国内会議 100 件、国際会議 37 件） 

（平成 20 年度）   
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〈国内〉 

1. 櫻木美菜（北九大） 「SAXS 測定における真空チャンバー装置の開発」 第 22 回日本放射光

学会年会 放射光科学合同シンポジウム（東京大学本郷キャンパス） 平成 21 年 1 月 11 日 
  
〈国際〉 
1. 櫻井和朗（北九大）「Immunostimulatory CpG Sequence to Enhance Cytokine Secretion Owing 

to the Cluster Effect and its Receptor Specific DDS to APCs」 2008 MRS fall meeting（アメリカ 
ボストン）平成 20 年 12 月 1 日  

 
（平成 21 年度）  
〈国内〉 
1. 櫻井和朗（北九大）「Micelle Explored with Contrast Variation Technique of Small-Angle X-ray 

Scattering」 第 58 回高分子学会年次大会（神戸国際会議場） 平成 21 年 5 月 28 日 （木） 
 
2. 櫻井和朗（北九大）「Structural Transition Induced by Addition of Polypropylene Glycol to 

Wormlike Micelles Explored with SAXS」 第 58 回高分子学会年次大会（神戸国際会議場） 
平成 21 年 5 月 28 日 （木） 

 
3. 望月慎一（北九大） 「多糖を利用した抗原提示細胞特異的な核酸送達システムの開発」 第

58 回高分子討論会（熊本大学） 平成 21 年 9 月 16-18 日 
 
4. 上川由美（北九大 M1） 「カチオン性脂質を用いた遺伝子導入剤の構造と遺伝子導入効率

の関係」 第 58 回高分子討論会（熊本大学） 平成 21 年 9 月 16-18 日 
 
5.  望月慎一（北九大）「多糖を利用した抗原提示細胞特異的な核酸送達システムの開発」

高分子学会九州支部フォーラム 博士課程学生共同発表会（沖縄健康文化村） 平成

22 年 3 月 20 日 
 
6.  西村智貴（北九大・D2）「ヒスチジン含有脂質と金属イオンの錯形成による分子集合体

の構造転移」 高分子学会九州支部フォーラム 博士課程学生共同発表会（沖縄健康文

化）平成 22 年 3 月 21 日 
 

〈国際〉 
1. 櫻井和朗（北九大） 「Structural and thermodynamic study for interaction between DNA and a 

cationic vesicle 」 国際学会「Fall 2009 ACS National Meeting & Exposition」 ワシントン コン

ベンションセンター（アメリカ） 平成 21 年 8 月 17 日 
 

2. 櫻井和朗（北九大） 「Contrast Variation Technique in SAXS to Explore Wormlike Micelles」 
国際学会「Synchrotron Radiation in Polymer Science(SRPS4)」 Rolduc Abbey, Kerkrade（オラ

ンダ） 平成 21 年 9 月 11 日(金) 
 
3. 櫻井和朗（北九大） 「Flexibility and Cross-Sectional Structure of an Anionic Dual-Surfactant 

Wormlike Micelle Explored with Small-Angle X-Ray Scattering Coupled with Contrast 
Variation Technique」 国際学会「XIV International Conference on Small-Angle Scattering
（SAS2009）」 オックスフォード大学（イギリス） 平成 21 年 9 月 16 日（水） 
 

4 Yagi, N., N. Ohta, T. Matsuo, T. Tanaka, Y. Terada, H. Kamasaka, T. Kometani. A Microbeam 
Small-Angle X-ray Scattering Study on Enamel Crystallites in Subsurface Lesion. XIV 
International Conference on Small-Angle Scattering. Oxford UK, 2009/9/13-18 

 
5 T. Matsuo and N. Yagi.  The effect of the change of the intracellular Ca2+ concentration and 
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myosin crossbridges on the behavior of troponin during skeletal muscle contraction studied by 
x-ray fiber diffraction and Ca2+-indicator.  10th International Conference on Biology and 
Synchrotron Radiation. 2010/2/15-18, Melbourne. 
 

6 N. Yagi, N. Ohta, T. Matsuo, T. Tanaka, Y. Terada, H. Kamasaka, T. Kometani.  A Microbeam 
Small- and Wide-angle X-ray Diffraction Study on Enamel Crystallites in Caries Lesion.  10th 
International Conference on Biology and Synchrotron Radiation. 2010/2/15-18, Melbourne. 

 
（平成 22 年度） 11,7 
〈国内〉 

1. 櫻井和朗（北九大）「ウイルス由来 β-環式ペプチド集合体の溶液物性」 第 59 回高分子学会

年次大会（パシフィコ横浜）平成 22 年 5 月 28 日  
 
2. 藤井翔太（北九大・M1）「4 級アミンを有するカチオン性脂質が形成するミセルと DNA の複合

体の構造解析及び熱力学的解析」第 59 回高分子学会年次大会(パシフィコ横浜会議センタ

ー)平成 22 年 5 月 26-28 日 
 
3. 望月慎一（北九大・特任講師）「β-1,3-グルカンを利用した抗原提示細胞特異的な核酸送達

システムの開発」第 59 回高分子学会年次大会(パシフィコ横浜会議センター)平成 22 年 5 月

27 日 
 
4. 望月慎一（北九大・特任講師）「多糖を利用した抗原提示細胞特異的な核酸送達による炎症

治療効果の検討」第 59 回高分子討論会（北海道大学）平成 22 年 9 月 17 日 
 
5. 発表者：望月慎一（北九大・特任講師）「多糖を利用した抗原提示細胞特異的な核酸送達シ

ステムの開発」第 20 回アンチセンスシンポジウム（甲南大学ポートアイランドキャンパス）平成

22 年 12 月 2 日 
 
6. 発表者：飯野智絵（北九大・M1）「カチオン性脂質と DNA が形成する超分子構造~DNA 鎖

長・塩基依存性~」第 59 回高分子学会年次大会(パシフィコ横浜会議センター)平成 22 年 5
月 26-28 日 

 
7. 上川由美（北九大・M2）「カチオン性脂質のアルキル鎖位と親水基の構造が与える遺伝子発

現への影響」第 20 回アンチセンスシンポジウム（甲南大学ポートアイランドキャンパス）平成

22 年 12 月 2-3 日 
 
8. 西村智貴(北九大・学振特別研究員)「ヒスチジン含有脂質と金属イオンの錯形成による分子

集合体の構造転移」第 59回高分子学会年次大会(パシフィコ横浜会議センター)平成 22 年 5
月 27 日 

 
9. 西村智貴(北九大・学振特別研究員)「金属配位によるカチオン性両親媒性化合物集合体の

高次構造転移」第 59 回高分子討論会（北海道大学）平成 22 年 9 月 17 日 
 
10. 篠原佑也（東大）「Ｘ線光子相関分光を用いたナノスケールのダイナミクス解析」埋もれた界

面ワークショップ 2010、名古屋大学、2010 年 7 月（依頼講演） 
 
11. 篠原佑也（東大）、岸本浩通、八木直人、雨宮慶幸「Ｘ線光子相関分光法を用いたフィラー

充填ゴムにおける Aging 観察」高分子討論会、北海道大学、2010 年 9 月 
 
〈国際〉 
1. Kazuo Sakurai「A Novel polysaccharide carrier for immuno stimulating CpG DNA to targeting 
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with dectin-1」6th Annual Meeting of the Oligonucleotide Therapeutics SocietyFour Seasons 
Biltmore Resort, USA, October 20, 2010 

 
2. 望月慎一（北九大・特任講師）「 Targeting delivery of antisense ODNs by recognizing 

β-1,3-glucan with dectin-1」PACIFICHEM2010 (Honolulu, Hawaii, USA)平成 22 年 12 月 17
日 

 
3. Kazuo Sakurai 「 Small angle X-ray scattering from polymeric micelles encapsulating 

hydrophobic drugs」PACIFICHEM2010 (Honolulu, Hawaii, USA)平成 22 年 12 月 17 日 
 
4. Kazuo Sakurai「Novel triple helical complex made from β-1,3-polysaccharide and single strande 

DNA and its application to DDS」PACIFICHEM2010 (Honolulu, Hawaii, USA)平成 22 年 12 月

18 日 
 
5. Kazuo Sakurai「Dilute solution properties of schizophyllan/polynucleotide complexes explored 

with GPC/MALS and synchrotron small angle X-ray scattering」PACIFICHEM2010 (Honolulu, 
Hawaii, USA)平成 22 年 12 月 19 日 

 
6. Isamu Akiba 「 Drug incorporation into an amphiphilic polymer micelle explored with 

synchrotron SAXS」PACIFICHEM2010 (Honolulu, Hawaii, USA)平成 22 年 12 月 19 日 
 
7. N. Yagi, N. Ohta, T. Matsuo, T. Tanaka, Y. Terada, H. Kamasaka, T. Kometani.  A Microbeam 

Small- and Wide-angle X-ray Diffraction Study on Enamel Crystallites in Caries Lesion.  10th 
International Conference on Biology and Synchrotron Radiation and 6th International 
Conference on Medical Applications of Synchrotron Radiation. 2010/02/15-18, Melbourne 

 

（平成 23 年度）  
〈国内〉 
1. 李 文静「アルギニンを有する脂質と生体高分子複合体の構造解析」第 60回高分子学会年次

大会（大阪国際会議場、大阪市北区）平成 23 年 5 月 25 日 
 
2. 櫻井和朗「GPC/MALS,SAXS を用いた多糖-核酸複合体の溶液物性解析」第 60 回高分子学

会年次大会（大阪国際会議場、大阪市北区）平成 23 年 5 月 25 日 
 
3. 眞田雄介「SAXS、FFF-MALS を用いたブロック共重合体ミセルの精密構造解析」第 60 回高

分子学会年次大会（大阪国際会議場、大阪市北区）平成 23 年 5 月 26 日 
 
4. 飯野智絵「異常小角Ｘ線散乱法を用いたカチオン性脂質分子集合体の構造解析」第 60 回高

分子学会年次大会（大阪国際会議場、大阪市北区）平成 23 年 5 月 26 日 
 
5. 藤井翔太「calix[4]arene 骨格を有する両親媒性化合物が形成する自己集合体の pH 応答性に

よる構造転移」第 60 回高分子学会年次大会（大阪国際会議場、大阪市北区）平成 23 年 5 月

26 日 
 
6. 松尾拓馬「芳香族カチオン性脂質の構造異性体におけるミセル構造の違い」第 60 回高分子

学会年次大会（大阪国際会議場、大阪市北区）平成 23 年 5 月 27 日 
 
7. 望月慎一「Influence of the Alkyl Chain Position and Hydrophilic Structure of Cationic Lipids 

for Transfection Efficiency」第 60 回高分子学会年次大会（大阪国際会議場、大阪市北区）平

成 23 年 5 月 26 日 
 



 

 - ６５ - 

8. 眞田雄介「SAXS、FFF-MALS を用いた共重合体ミセルの解析」2011 年度 九州地区高分子

若手研究会・夏の講演会（小倉リーセントホテル、福岡県北九州市）平成 23 年 7 月 8 日 
 
9. 眞田雄介「高分子ミセルに内包された臭素修飾化合物の小角 X 線異常散乱を用いた位置決

定」平成 23 年度繊維学会秋季研究発表会（徳島文理大学、香川県さぬき市）平成 23 年 9 月

8 日 
 
10. 眞田雄介「光学活性ポリフルオレンの相分離溶液中でのキラリティ誘起と濃厚溶液中の構造」

平成 23 年度繊維学会秋季研究発表会（徳島文理大学、香川県さぬき市）平成 23 年 9 月 9
日 

 
11. 櫻井和朗「放射光と光散乱を用いた SPG/ DNA 複合体の分子形態の解析」平成 23 年度繊維

学会秋季研究発表会（徳島文理大学、香川県さぬき市）平成 23 年 9 月 8 日 
 
12. 櫻井和朗「Calix[4]arene ミセルの可視化」平成 23 年度繊維学会秋季研究発表会（徳島文理

大学、香川県さぬき市）平成 23 年 9 月 8 日 
 
13. 藤井翔太「4 級アミンを有するカチオン性脂質が形成するミセルと DNA の複合体の構造解析

および熱力学的解析」平成 23 年度繊維学会秋季研究発表会（徳島文理大学、香川県さぬき

市）平成 23 年 9 月 8 日 
 
14. 藤井翔太「calix[4]arene 骨格を有する両親媒性化合物が形成する自己集合体の pH 応答性に

よる構造転移」平成 23 年度繊維学会秋季研究発表会（徳島文理大学、香川県さぬき市）平成

23 年 9 月 9 日 
 
15. 眞田雄介「小角 X 線異常散乱を用いた高分子ミセル中の臭素化合物の位置決定」第 60 回高

分子討論会（岡山大学、岡山県岡山市）平成 23 年 9 月 28 日 
 
16. 眞田雄介「光学活性ポリフルオレンの相分離溶液中でのキラリティ誘起と濃厚溶液構造」第 60

回高分子討論会（岡山大学、岡山県岡山市）平成 23 年 9 月 29 日 
 
17. 松尾拓馬「親水部に糖アルコールを有するカチオン性脂質が形成するミセルの構造解析」第

60 回高分子討論会（岡山大学、岡山県岡山市）平成 23 年 9 月 29 日 
 
18. 李文静「カチオン性アミノ酸脂質を用いた LPS ミセルの構造制御と無毒化」第 60 回高分子討

論会（岡山大学、岡山県岡山市）平成 23 年 9 月 30 日 
 
19. 望月慎一「多糖を利用した細胞特異的核酸送達システムの設計と炎症治療効果」第 60 回高

分子討論会（岡山大学、岡山県岡山市）平成 23 年 9 月 29 日 
 
20. 櫻井和朗「Calix[4]arene ミセルの可視化」第 25 回日本放射光学会年会放射光科学合同シン

ポジウム（鳥栖市民文化会館・中央公民館）平成 24 年 1 月 8 日 
 
21. 眞田雄介「小角 X 線異常散乱を用いた高分子ミセル中の臭素化合物の位置決定」第 25 回日

本放射光学会年会放射光科学合同シンポジウム（鳥栖市民文化会館・中央公民館）平成 24
年 1 月 8 日 

 
22. 仁科孝一「カチオン性脂質のアルキル鎖位と親水基の構造が与える遺伝子発現への影響」平

成 23 年度繊維学会秋季研究発表会（徳島文理大学、香川県さぬき市）平成 23 年 9 月 9 日 
 

23. 篠原佑也 「Ｘ線光子相関分光法を用いた加硫過程におけるナノ粒子ダイナミクス変化の観察」
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日本放射光学会年会、鳥栖市民文化会館、2012 年 1 月 
 

24. 篠原佑也 「Ｘ線光子相関分光法を用いたゴム加硫過程のダイナミクス解析」高分子学会年会、

大阪国際会議場、2011 年 5 月 
 

25. E. Mylonas, S. F.ujii, T. Okobira, K. Uezu, N. Yagi and K. Sakurai. “Structure of the 
monodisperse micelles of an amphiphilic calixarene molecule” 第 60 回高分子学会年次大会 
大阪国際会議場 2011 年 5 月 25～ 27 日 
 

26. T. Matsuo, H. Iwamoto and N. Yagi.  “Time-resolved measurements of troponin behaviors and 
intracellular Ca2+ concentrations during twitch contraction of frog skeletal muscle”. 生物物理

学会第 49 回年会、兵庫県立大学姫路書写キャンパス、2011 年 9 月 18 日 
 

27. Y. Yamada, T. Matsuo, H. Iwamoto and N. Yagi.  “Ca2+-induced conformational changes of 
calmodulin studied with a submillisecond time-resolved small-angle X-ray scattering”. 生物物

理学会第 49 回年会、兵庫県立大学姫路書写キャンパス、2011 年 9 月 18 日 
 

28. H. Iwamoto and N. Yagi. “Locating the stretch sensor in insect flight muscle”. 生物物理学会第

49 回年会、兵庫県立大学姫路書写キャンパス、2011 年 9 月 18 日 
 

29. E. Mylonas. “Structure of the Monodisperse Micelles of an Amphiphilic Calixarene Molecule”. 
The 3rd Asian Symposium on Advanced Materials: Chemistry & Physics of Functional 
Materials. Kyushu University, Fukuoka. 2011/9/19-22. 
 

30. 遠藤 怜子，白石 貢一，王 作軍，齋藤 茂芳，青木 伊知男，横山 昌幸、高分子ミセル MRI 
造影剤を使った脳梗塞の rtPA 治療による出血リスクの検出、第 27 回日本 DDS 学会、東京、

2011 年 6 月 9 日 
 

31. 山口 美智子，内藤 陽子，青枝 大貴，石井 健，白石 貢一，横山 昌幸，米谷 芳枝、

Rhodamine 標識 PEG 修飾リポソームによる ABC 現象誘導の解明、第 27 回日本 DDS
学会、東京、2011 年 6 月 9 日 
 

32. 白石貢一・真田雄介・櫻井和朗・横山昌幸、薬物封入高分子ミセルの詳細な構造解析と薬物

と高分子の相互作用、第 60 回高分子討論会、岡山、2011 年 9 月 28 日  
 

33. 濱中洋平、権田幸祐、武田元博、白石貢一、横山昌幸、大内憲明、パクリタキセル内包

高分子ミセルの新たな抗腫瘍効果評価法、第 70 回日本癌学会、名古屋、2011 年 10 月 3
日 
 

34. 山口美智子，内藤陽子，青枝大貴，石井健，白石貢一，横山昌幸，米谷芳枝 「Rhodamine 
標識 PEG 修飾リポソームによる ABC 現象誘導の解明」 第 27 回日本 DDS 学会学術集会 

東京 2011 年 6 月 9-10 日 
 

35. A. Kawashima, F. Takeshita, K. Ishii, K. Suzuki. 「Fragments of genomic DNA released by 
injured cells activate innate immunity and suppress endocrine function in the thyroid.」 幕張 第

40 回日本免疫学会学術集会 2011 年 11 月 27-29 日 
 

36. 浜野幹子，川野久美，白石貢一，横山昌幸，青枝大貴，石井健，米谷芳枝 「PEG 修飾リポソ

ームの ABC 現象における PEG 脂質アンカーの影響」 日本薬学会 第 132 年会 北海道 

2012 年 3 月 28 - 31 日 
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〈国際〉 
1. 櫻井和朗「Shape-Persistent Micelles Bearing Calix[4]arene Building Block」The International 

Symposium on Macrocyclic and Supramolecular Chemistry (ISMSC)」（イギリス・ブライトン）平

成 23 年 7 月 3-6 日 
 

2. 秋葉 勇「Explorationof Structure of Polymer Micelle with Anomalous Small-angle X-ray 
Scattering」10th International Conference of Materials Chemistry (MC10)（イギリス・マンチェス

ター）平成 23 年 7 月 4－7 日 
 
3. 櫻井 和朗「Shape-Persistent Micelles Bearing Calix[4]arene Building Block」The 3rd Asian 

Symposium on Advanced Materials （九州大大学筑紫キャンパス）平成 23 年 9 月 21 日 
 

4. 櫻井 和朗「Shape-Persistent Micelles Bearing Calix[4]arene Building Block」RSC Macrocyclic 
and Supramolecular Chemistry Meeting (MASC11)（イギリス・バース大学）平成 23 年 12 月 19
日 

 
5. 眞田 雄介「Distribution of Br-Bearing Hydrophobic Molecules in the Polymeric Micelle Core 

Studied with ASAXS」The 3rd Asian Symposium on Advanced Materials（九州大学筑紫キャン

パス）平成 23 年 9 月 21 日 
 
6. 櫻井和朗「Shape-Persistent Micelles Bearing Calix[4]arene Building Block」ACS Spring2012 

National Meeting & Exposition（アメリカ、サンディエゴ）平成 24 年 3 月 25～29 日 
 

7. 櫻井和朗「Novel Polysaccharide Carrier for Functional Oligonucleotides:  APS Targeting DDS 
with Dectin-1」ACS Spring2012 National Meeting & Exposition（アメリカ、サンディエゴ）平成

24 年 3 月 25～29 日 
 
（平成 24 年度）  
〈国内〉 
1. Kazuo Sakurai「Structural Analysis for Micelle of Cationic Lipid Bromine Modified with 

Anomalous Small X-ray Scattering」第 61 回高分子学会年次大会（パシフィコ横浜）Thu. May 
31, 2012 

 
2. 望月慎一「-1,3-グルカン特異的認識を利用した核酸送達システムの開発」第 61 回高分子学

会年次大会（パシフィコ横浜）Wed. May 30, 2012 
 
3. 仁科孝一「カリクサレン脂質のアルキル鎖長が遺伝子導入効率に与える影響」第 61 回高分子

年次大会（パシフィコ横浜）平成 24 年 5 月 30 日 
 
4. 坂下瑞葉「ガラクトースを有する脂質を用いた DNA の選択的送達」第 61 回高分子年

次大会（パシフィコ横浜）平成 24 年 5 月 30 日 
 

5. 坂本俊介「超分子の光学活性発現メカニズムの解明と DDS 粒子としての応用」第 61
回高分子年次大会（パシフィコ横浜）平成 24 年 5 月 30 日 

 
6. 望月慎一「多糖を用いた抗原提示細胞特異的な核酸送達システムの開発」第 16 回日本がん

分子標的治療学会学術集会（西日本総合展示場）Fri. June 29, 2012 
 
7. 望月慎一「多糖を用いた抗原提示細胞特異的な核酸送達システムの開発」第 28回日本 DDS

学会学術集会（札幌コンベンションセンター）Thu. July 5, 2012 
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8. 櫻井和朗「溶液散乱法を用いた高分子ミセルの内部構造の精密解析と薬理効果の相関」第

28 回日本 DDS 学会学術集会（札幌コンベンションセンター）Thu. July 4, 2012 
 

9. 坂下瑞葉「糖鎖認識を利用した肝細胞への DNA の選択的送達」第 28 回日本 DDS 学会

学術集会（札幌コンベンションセンター）Thu. July 5, 2012 
 
10. 櫻井和朗「Calix [4] arene 誘導体における円偏光二色性と糖鎖の関係」第 61 回高分子討論

会（名古屋工業大学）平成 24 年 9 月 21 日 
 
11. 望月慎一「 グルカンを利用した抗原提示細胞特異的な核酸キャリアの創製」第 61 回高分子

討論会（名古屋工業大学）平成 24 年 9 月 21 日 
 

12. 前田和也「糖鎖架橋を用いた核酸医薬キャリアの創製」第 61 回高分子討論会（名古屋

工業大学）平成 24 年 9 月 21 日 
 

13. 坂本俊介「超分子の光学活性発現メカニズムの解明と DDS 粒子としての応用」第 61
回高分子討論会（名古屋工業大学）平成 24 年 9 月 21 日 
 

14. 宮本寛子「細胞特異的な核酸送達を目指した高認識多糖キャリアの設計」第 61 回高分子討

論会（名古屋工業大学）平成 24 年 9 月 21 日 P787-790 
 

15. 眞田雄介「Structural Analysis of Polyion Complex with SAXS and FFF-MALS」第 61 回高分

子討論会（名古屋工業大学）平成 24 年 9 月 20 日 
 
16. 眞田雄介「SAXS、FFF-MALS を用いたポリエチレン/ポリエチレングリコールハイブリッド素材

の構造解析」平 24 年度 繊維学会秋季研究発表会（福井大学）平成 24 年 9 月 26 日 
 

17. 眞田雄介「ASAXS を用いた高分子ミセルのコア中の疎水性化合物の分布の決定」高分

子基礎研究会 2013（広島県福山市 国民宿舎仙酔島）平成 25 年 1 月 26 日 
 
18. 清家はるか（Ｍ２）、「異常小角Ｘ線散乱による加硫スチレンブタジエンゴムにおける硫黄分散

性の評価」、高分子討論会、名古屋工業大学、９月 
 
19. 井上伊知郎（Ｍ２）、「コヒーレントＸ線を用いたコロイド分散系のダイナミクス測定」、高分子討

論会、名古屋工業大学、９月 
 
20. 篠原佑也、「ＸＰＣＳを用いたゴム中のダイナミクスの研究」、フロンティアソフトマター開発専用

ビームライン産学連合体第１回成果報告会、SPring-8、５月 
 
21. 白石貢一、真田雄介、櫻井和朗、横山昌幸、高分子ミセルの構造解析・特性により明らかにさ

れるブロックコポリマー組成が高分子ミセル表面PEG 密度へ与える影響、第61回高分子学会､

横浜、平成２４年５月２９日 
 
22. 白石貢一、濱野幹子、川野久美、米谷芳枝、青枝大貴、石井健、横山昌幸、ABC 現象を担う

IgM 抗体と PEG の認識領域の検証、第 28 回日本 DDS 学会学術集会､札幌、平成２４年７月

５日 
 
23. 白石貢一、濱野幹子、川野久美、米谷芳枝、青枝大貴、石井健、横山昌幸、粒子径依存的

な ABC 現象解明に向けた光内核架橋可能な高分子ミセルの作製、第 28 回日本 DDS 学会

学術集会､札幌、平成２４年７月５日 
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24. 白石貢一、川野久美、米谷芳枝、真田雄介、櫻井和朗、青枝大貴、石井健、横山昌幸、ABC
現象における PEG IgM 抗体とキャリア設計における PEG の重要性、第 12 回遺伝子デリバリ

ー研究会・夏季セミナー､北九州市、平成２４年７月３１日 
 
25. 横山昌幸、白石貢一、川野久美、米谷芳枝、遊佐真一，光架橋高分子ミセルの DDS 研究に

おける意義第 12 回遺伝子デリバリー研究会・夏季セミナー､北九州市、平成２４年７月３１日 
 
26. 白石貢一、川野久美、米谷芳枝、真田雄介、櫻井和朗、青枝大貴、石井健、横山昌幸、高分

子ミセルの構造制御と PEG を介する免疫現象の誘導と認識との関係、第 61 回高分子討論会､

名古屋、平成２４年９月１９日 
 
27. 白石貢一、中井啓太、遊佐真一、横山昌幸、Preparation of photo cross-linkable polymeric 

micelles for elucidation of size dependent PEG-related immune response、第 61 回高分子討論

会､名古屋、平成２４年９月１９日 
 
〈国際〉 
1. 櫻井和朗「Architecture of Polymeric Micelles for Drug Delivery」2012 Synchrotron Radiation 

in Polymer Science(アメリカ・サンフランシスコ)Sunday, April 1st, 2012 
 
2. 秋葉 勇「Double Anomalous Small-angle X-ray Scattering Characterization of Polymer 

Micelles」2012 Synchrotron Radiation in Polymer Science(アメリカ・サンフランシスコ)Sunday, 
April 1st, 2012 

 
3. Yuya Shinohara, “Observation of Dynamics of Nanoparticles with X-ray Photon Correlation 

Spectroscopy,” Coherence 2012 International Workshop on Phase Retrieval and Coherent 
Scattering, @ Fukuoka, June 20. 
 

4. Yuya Shinohara, “X-ray Photon Correlation Spectroscopy of Filled Rubber,” SRPS5, San 
Francisco, USA, April.  

 
5. Yagi, N.  Light-induced structural changes in retinal rod outer segments of frog and mouse.  

2012 International Small-Angle Scattering Conference.  Sydney Convention & Exhibition 
Centre.  2012/11/18-23. 

 
（平成 25 年度）  
〈国内〉 
1. 白石貢一、真田雄介、櫻井和朗、横山昌幸、高分子ミセルの構造解析・特性により明らかにさ

れるブロックコポリマー組成が高分子ミセル表面PEG密度へ与える影響、第61回高分子学会、

横浜、2012 年 5 月 29 日 
 
2. 白石貢一、濱野幹子、川野久美、米谷芳枝、青枝大貴、石井健、横山昌幸、ABC 現象を担う

IgM 抗体と PEG の認識領域の検証、第 28 回日本 DDS 学会学術集会、札幌、2012 年 7 月 5
日 

 
3. 白石貢一、濱野幹子、川野久美、米谷芳枝、青枝大貴、石井健、横山昌幸、粒子径依存的な

ABC 現象解明に向けた光内核架橋可能な高分子ミセルの作製、第 28 回日本 DDS 学会学

術集会、札幌、2012 年 7 月 5 日 
 
4. 横山昌幸、白石貢一、川野久美、米谷芳枝、遊佐真一、光架橋高分子ミセルの DDS 研究に

おける意義、第 12 回遺伝子デリバリー研究会・夏季セミナー、北九州市、2012 年 7 月

31 日 
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5. 白石貢一、川野久美、米谷芳枝、真田雄介、櫻井和朗、青枝大貴、石井健、横山昌幸、高分

子ミセルの構造制御と PEG を介する免疫現象の誘導と認識との関係，第 61 回高分子討

論会，名古屋，2012 年 9 月 19 日 
 
6. 白石貢一、中井啓太、遊佐真一、横山昌幸、Preparation of photo cross-linkable polymeric 

micelles for elucidation of size dependent PEG-related immune response，第 61 回高分子討論

会，名古屋，2012 年 9 月 19 日 
 
7. 白石貢一、川野久美、米谷芳枝、青枝大貴、石井健、横山昌幸、PEG を認識する抗体の界面

認識領域に関する検証、第 29 回日本 DDS 学会、京都，2013 年 7 月 5 日 
 
8. 篠原佑也（東大院新領域）、「準単色コヒーレントＸ線を用いたナノ結晶の並進・回転運動の観

察」、高分子討論会、金沢大学、9 月 12 日 
 
9. 八木直人（JASRI）、位相差 X 線イメージング、 第１３回表面力セミナー、仙台、2013/03/02 
 
10. 眞田雄介「SAXS、FFF-MALS を用いたブロック共重合体ミセルの精密構造解析」第 62

回高分子年次大会（国立京都国際会館）平成 25 年 5 月 31 日 
 

11. 櫻井和朗「Calix[4]arene を骨格として有する両親媒性化合物が形成する単分散会合体」

第 62 回高分子年次大会（国立京都国際会館）平成 25 年 5 月 31 日 
 

12. 望月慎一「Development of cell specific nucleic acid carrier using -glucan」第 62 回高分子年

次大会（国立京都国際会館）平成 25 年 5 月 31 日 
 

13. 櫻井和朗「高分子ミセルの精密構造解析と生理活性との相関」第 29 回日本 DDS 学会（京

都テルサ）2013 年 7 月 5 日 
 

14. 望月慎一「-グルカンを利用した抗原提示細胞特異的な核酸送達システムの開発」第 29
回日本 DDS 学会（京都テルサ）2013 年 7 月 4 日 
 

15. 櫻井和朗「APC 上の Dectin-1 を標的とした核酸医薬による免疫系疾患の治療」第 62 回

高分子討論会（金沢大学角間キャンパス）9 月 13 日 
 

16. 真田雄介「小角 X 線散乱を用いたテトラポッド DNA の精密構造解析」第 62 回高分子

討論会（金沢大学角間キャンパス）2013 年 9 月 11 日 
 

17. 南拓磨「抗原配列を有する疑似アミロイド線維の構造解析」第 62 回高分子討論会（金

沢大学角間キャンパス）2013 年 9 月 11 日 
 

18. 真田雄介「高分子ミセルの精密構造解析と生理活性との相関」第 35 回バイオマテリア

ル学会（タワーホール舟堀）2013 年 11 月 25 日 
19. 篠原佑也（東大院新領域）、「放射光小角Ｘ線散乱に及ぼす多重散乱の影響」、日本放射

光学会年会、広島国際会議場、2014 年１月 11 日. 
 
〈国際〉  
1. Kouichi Shiraishi, Kumi Kawano, Yoshie Maitani, Taiki Aoshi, Ken J Ishii and Masayuki 

Yokoyama, Mechanistic study on antibody recognition to PEG conjugates、第 62 回高分子学

会・年次大会、京都、2013 年 5 月 31 日 
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2. 井上伊知郎（東大院新領域）、Development of X-ray speckle visibility spectroscopy for 
improving time resolution of X-ray photon correlation spectroscopy, Light and Particle Beams 
in Materials Science 2013、つくば国際会議場、8 月 30 日 
 

3. Kazuo Sakurai「Hydrophobic molecules infiltrating into the PEG domain of the core/shell 
interface of a polymeric micelle.」,「Shape-persistent micelles bearing calix[4]arene building 
block.」245th ACS National Meeting & Exposition, April 7-11, 2013 (New Orleans, Louisiana, 
USA) 
 

4. Isamu Akiba「Characterization of molecular assembly in amphiphilic polymers with anomalous 
small-angle X-ray scattering」245th ACS National Meeting & Exposition, April 11, 2013 (New 
Orleans, Louisiana, USA 
 

5. Yusuke Sanada「Structural Analysis of the DDS Materials with Small-Angle X-ray Scattering - 
Polymeric Micelles and Tetrapod DNAs -」Synchrotron Radiation in Nano-medicine and 
Advanced Health Care, January 9, 2014 (Konan University, Kobe, Hyogo, Japan)  
 

6. Yusuke Sanada「What is the major structural aspect to determine the blood circulation time for 
polymeric micelles」247th American Chemical Society National Meeting & Exposition, March 
20, 2014 (Dallas conventional center, Dallas, Texas, USA) 
 

7. Kazuo Sakurai「Shape-persistent micelles bearing calix[4]arene building block」247th American 
Chemical Society National Meeting & Exposition, March 20, 2014 (Dallas conventional center, 
Dallas, Texas, USA) 
 

8. Kazuo Sakurai「Novel polysaccharide carrier for unctional oligonucleotides: APS targeting 
DDS with Dectin-1l Meeting & Exposition, March 20, 2014 (Hyatt Regency Dallas, Dallas, 
Texas, USA) 
 

9. 篠原佑也（東大院新領域）、”Translational and Rotational Motion of Nanocrystals in Rubber”, 

APS March Meeting 2014、Denver, USA, 2014 年 3 月 6 日. 
 

 
③ポスター発表 （国内会議 96 件、国際会議 103 件） 

（平成 20 年度）   

〈国内〉  

1. 三成寿作（北九大） 「Dectin-1 を介した CpG ODN のデリバリー」 第 18 回アンチセンスシン

ポジウム（岐阜大学） 平成 20 年１１月１７日 
 

（平成 21 年度）  

〈国内〉 
1. 山添康介、辻重幸、半田昌史、篠原佑也、桜井孝至、丸山俊哉、雨宮慶幸、「マイクロビーム

Ｘ線散乱による 射出成形ポリプロピレンの階層構造の解析」第 23 回日本放射光学会年会放

射光科学合同シンポジウム（イーグレ姫路）2010 年 1 月 9 日 
 
2. 半田昌史、篠原佑也、為則雄祐、岸本浩通、八木直人、雨宮慶幸、「硫黄 K 吸収端での異常

小角 X 散乱法の研究」第 23 回日本放射光学会年会放射光科学合同シンポジウム（イーグレ

姫路）2010 年 1 月 9 日 
 
3. 今井亮 1 篠原佑也 2 岸本浩通 3 上杉健太朗 4 雨宮慶幸、「Near-field SAXS をもちいた X

線光子相関法の評価」第 23 回日本放射光学会年会放射光科学合同シンポジウム（イーグレ
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姫路）2010 年 1 月 9 日 
 
4. 田村豪主 1，2、橋田智史 3、細木直樹 4，5、永山國昭 4，5、櫻井和朗 2，3、雨宮慶幸、「脂質

／DNA 複合体の放射光を用いた散乱実験と位相差電子顕微鏡を用いた観察の比較」第 23
回日本放射光学会年会放射光科学合同シンポジウム（イーグレ姫路） 
2010 年 1 月 9 日 
 

5. 八木直人、松尾龍人、佐々木裕次、上杉健太朗、星野真人、世良俊博 CMOS カメラを用い

た高速Ｘ線実験 第 23 回日本放射光学会年会放射光科学合同シンポジウム 姫路 

2010/1/6-9 
 
6. 八木直人、増永啓康、引間孝明、山本雅貴 大型 CCD 検出器を用いた SAXS/WAXS 同時測

定の試み 第 23 回日本放射光学会年会放射光科学合同シンポジウム 姫路 2010/1/6-9 
 
7. 白石貢一（神奈川科学技術アカデミー）馬会利, 箕輪卓也, 川野久美, 横山昌幸, 服部喜

之, 米谷芳枝「Accelerated blood clearance phenomenon was not induced by repeated injections 
of Gadrinium-containing polymeric micell」第 25 回日本 DDS 学会（東京ドームホテル） 平
成 21 年７月３日 

 
8. 白石貢一（神奈川科学技術アカデミー）川野久美, 箕輪卓也, 米谷芳枝, 堀勝義, 横山昌

幸「腫瘍血流遮断薬による変性領域形成と高分子ミセル集積挙動の MRI による観察」

第 25 回日本 DDS 学会（東京ドームホテル） 平成 21 年７月３日 
 

9. 白石貢一（神奈川科学技術アカデミー）白石貢一, 川野久美, 箕輪卓也, 馬会利, 米谷芳

枝, 横山昌幸「ポリエチレングリコール－ポリリシンからなる高分子ミセルの MRI 造
影剤への展開」第 58 回高分子討論会（熊本大学） 平成 21 年 9 月 16 日 
 

10. T. Matsuo and N. Yagi. Simultaneous measurements of the troponin structural change and the 
intracellular Ca2+ concentration during skeletal muscle activation. 日本生物物理学会第 47 回

年会、徳島、2009.10.30-11/1 
 

〈国際〉 

1. 望月慎一（北九大） 「Development of New Delivery System for Nucleic Acids for Targeting 
Antigen Presenting Cells」 36th Annual Meeting and Exposition of the Controlled Release 
Society 2009 年 7 月 18-22 日 
 

2 三成寿作（北九大 D3） 「Immunostimulatory CpG ODN delivery with beta-1,3-glucan 
receptor of Dectin-1」 36th Annual Meeting and Exposition of the Controlled Release Society   
2009 年 7 月 18-22 日 
 

3 三成寿作（北九大 D3） 「Immunostimulatory CpG ODN delivery with beta-1,3-glucan 
receptor of Dectin-1」 UK Japan Joint Symposium-Chirality and Supramolecular Chemical 
Synthesis（CSCS09）-（キラリティと超分子化学合成） （イギリス バーミンガム大学） 平成 21
年 7 月 27 日 

 
4 櫻木美菜(北九大 D2) 「DNA Chain Length Dependence of the Supermolecular Structures 

Formed with Benzyl Amine Derivates」 Synchrotron Radiation in Polymer Science (SRPS4)、
Kerkrade, The Netherlands 平成 21 年 9 月 9 日(水) 
 

5 西村智貴（北九大 D2） 「SAXS Study of a Metal-induced Phase Transition by a Cationic 
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Lipid」 Synchrotron Radiation in Polymer Science (SRPS4)、Kerkrade, The Netherlands 平

成 21 年 9 月 9 日(水) 
 

6 西村智貴（北九大 D2） 「Structural and Thermodynamic Study for Interaction between 
DNA and a Cationic Vesicle」 XIV International Conference on Small-Angle Scattering 
(SAS 2009) 平成 21 年 9 月 16 日(水) 

 
7 櫻 木 美 菜 ( 北 九 大  D2) 「 Supramolecular Structures of Benzyl Amine Derivate/DNA 

Complexes Explored with Synchrotron Small Angle X-ray Scattering at SPring-8」 XIV 
International Conference on Small-Angle Scattering (SAS 2009) 平成 21 年 9 月 16 日(水) 
 

8 西村智貴（北九大 D2） 「Structural and Thermodynamic Studies of a Metal-Induced Phase 
Transition by a Cationic lipid」 2009 九州・西部-釜山・慶南 高分子（第 14 回）繊維（第 12
回）合同シンポジウム （鹿児島大学） 平成 21 年 10 月 26 日（月） 
 

9 上川由美（北九大 M1） 「pH induced structural Transition of DA / DOPE Lipoplex and 
Relationship to their Transfection Efficiency」 2009 九州・西部-釜山・慶南 高分子（第 14
回）繊維（第 12 回）合同シンポジウム （鹿児島大学） 平成 21 年 10 月 26 日（月） 

 
10 筬島正子（北九大 M1） 「Synthesis of β-1,3-Glucan Nanogels and Application to Drug 

Delivery System」 2009 九州・西部-釜山・慶南 高分子（第 14 回）繊維（第 12 回）合同シン

ポジウム （鹿児島大学） 平成 21 年 10 月 26 日（月） 
 

11 櫻井和朗（北九大） 「A NOVEL POLYSACCHARIDE CARRIER FOR FUNCTIONAL 
OLIGONUCLEOTIDES: APS TARGETING DDS WITH DECTIN-1」 国際核酸医薬シン

ポジウム第 5 回 OTS(Oligonucleotide Therapeutics Society)年会- 第 19 回アンチセンスシ

ンポジウム合同シンポジウム（九州大学百年講堂） 平成 21 年 11 月 4 日(水) 
 

12 三成寿作（北九大 D3） 「Immunostimulatory CpG ODN delivery with beta-1,3-glucan 
receptor of Dectin-1 」  国 際 核 酸 医 薬 シ ン ポ ジ ウ ム 第 5 回 OTS(Oligonucleotide 
Therapeutics Society)年会-第 19 回アンチセンスシンポジウム合同シンポジウム (九州大学

百年講堂) 平成 21 年 11 月 4 日(水) 
 

13. Y. Shinohara, H. Kishimoto, T. Maejima, M. Takata, H. Nishikawa, and Y. Amemiya, “Study  
on dynamics of nanoparticles in rubber using X-ray Photon Correlation Spectroscopy”, 
SAS2009 (Oxford, UK) Septermber 2009 

 
14. M. Handa, Y. Shinohara, Y. Tamenori, H. Kishimoto, N. Yagi, and Y. Amemiya, “Feasibility 

Study on Anomalous Small-Angle X-ray Scattering near Sulphur K-edge”, SAS2009 (Oxford, 
UK), Septermber 2009 

 
15. K. Yamazoe, S. Tsuji, Y. Shinohara, T. Maruyama, T. Sakurai, and Y. Amemiya, “Hierarchical  

Structure of Injection-molded Polypropylene Studied with Microbeam X-ray Diffraction” 
SAS2009 (Oxford, UK), Septermber 2009 
 

16. N. Yagi and T. Matsuo. Structural Changes Of Myofilaments In Live Frog Skeletal Muscle 
Caused By Double Pulse Stimulation.  XXXVI International Conference of Physiological 
Sciences.  Kyoto, 2009/7/27-8/1 
 

17. N. Yagi and N. Ohta. SAXS/WAXS Experiments with a Single Detector. Joint Conference of 
the Asian Crystallographic Association and Chinese Crystallography Society. Beijing, 
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2009/10/22-25. 
 

（平成 22 年度）  
〈国内〉 

1. 松尾拓馬（北九大・B4）「パッキングパラメーター理論を用いたミセルの構造制御」第４７回化

学関連支部合同九州大会（北九州国際会議場）2010 年 7 月 10 日 
 
2. 藤井翔太（北九大・M1）「Calix[4]arene 骨格を有する両親媒性化合物が形成する自己集合

体の pH 応答性による構造転移」第４７回化学関連支部合同九州大会（北九州国際会議場）

2010 年 7 月 10 日 
 

3. 望月慎一（北九大・特任講師）「多糖を利用した抗原提示細胞特異的な核酸送達システム

の開発」第 10 回遺伝子デリバリー研究会シンポジウム（北海道大学 学術交流会館）2010
年 6 月 2-3 日 

 
4. 望月慎一（北九大・特任講師）「多糖を利用した抗原提示細胞特異的な核酸送達システム

の開発」第 20 回アンチセンスシンポジウム（甲南大学ポートアイランドキャンパス）平成 22 年

12 月 2-3 日 
 

5. 飯野智絵（北九大・M1）「カチオン性脂質/DNA 複合体における超分子構造~DNA 塩基種・

塩基数依存性~」第４７回化学関連支部合同九州大会（北九州国際会議場）2010 年 7 月 10
日 

 
6. 松崎翼（北九大・M2）「多糖 β-1,3 グルカン/核酸複合体の溶液物性」第４７回化学関連支部

合同九州大会（北九州国際会議場）2010 年 7 月 10 日 
 

7. 上川由美（北九大 M2）「カチオン性脂質を用いた遺伝子導入剤の構造と導入効率の関係」

第４７回化学関連支部合同九州大会（北九州国際会議場）2010 年 7 月 10 日 
 

8. 上川由美（北九大）「カチオン性脂質のアルキル鎖位と親水基の構造が与える遺伝子発現

への影響」第 20 回アンチセンスシンポジウム（甲南大学ポートアイランドキャンパス）平成 22
年 12 月 2-3 日 

 
9. 篠原佑也（東大）、岸本浩通、八木直人、雨宮慶幸「Ｘ線光子相関分光法によるナノ粒子充

填ゴムにおける Aging 挙動の観察」、日本放射光学会、エポカルつくば、2011 年 1 月 9 日 
 
10. 半田昌史（東大Ｍ２）、篠原佑也、為則雄祐、岸本浩通、八木直人、雨宮慶幸「硫黄高充填

ゴムにおける異常小角Ｘ線散乱法の研究」、日本放射光学会、エポカルつくば、2011年1月

9 日 
 

11. 田村豪主（東大特任研究員）、篠原佑也、雨宮慶幸、真田雄介、秋葉勇、櫻井和朗、長崎

幸夫、「SAXS と FFF-MALS を併用した pH 応答性 PEG 化ナノゲルへの水の流入量の見積

り」、日本放射光学会、エポカルつくば、2011 年 1 月 9 日 
 

12. 仲旭（東大Ｍ２）、井上伊知郎、篠原佑也、雨宮慶幸「液晶-コロイド分散系の構造およびダ

イナミクスの測定」日本放射光学会、エポカルつくば、2011 年 1 月 9 日 
 

13. 八木直人、増永啓康、引間孝明、山本雅貴 大型 CCD 検出器を用いた SAXS/WAXS 同時

測定の試み （第 23 回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム、2010 年 1 月 6
日～9 日、姫路） 
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14. 松尾龍人、八木直人 高速 CMOS カメラを用いたバンチ観察 第 24 回日本放射光学会年 

会・放射光科学合同シンポジウム 2011/1/7-10 つくば国際会議場（ポスター） 
 

15. 八木直人 ラット大脳の部位による脂質成分の違い 第 24 回日本放射光学会年会・放 
射光科学合同シンポジウム 2011/1/7-10 つくば国際会議場（ポスター） 

 
〈国際〉 

1. 松尾拓馬（北九大・B4）「Structural Analysis of Aromatic Cationic Micelles with Different 
Substituent Position」JST ERATO and CREST Joint Symposium（SPring-8）2010 年 9 月 2-3
日 
 

2. 藤 井翔太 （北 九大 ・ M1 ）「 Sphere to Cylinder Transition induced by pH Dependent 
Conformational Change of Amphiphilic calix[4]arene」5th International Symposium on 
Macrocyclic and Supramolecular Chemistry (奈良県新公会堂)2010 年 6 月 6-10 日 

 
3. 藤 井翔太 （ 北 九大 ・ M1 ）「 Sphere to Cylinder Transition induced by pH Dependent 

Conformational Change of Amphiphilic calix[4]arene 」 JST ERATO and CREST Joint 
Symposium（SPring-8）2010 年 9 月 2-3 日 

 
4. 藤 井翔太 （北 九大 ・ M1 ）「 Sphere to Cylinder Transition induced by pH Dependent 

Conformational Change of Amphiphilic calix[4]arene」2010 環太平洋国際化学会議(ハワイ

コンベンションセンター)2010 年 12 月 15-20 日 
 

5. 望月慎一（北九大・特任講師）「Targeting delivery of antisense ODNs by recognizing 
β-1,3-glucan with dectin-1」The 9th China-Japan-Korea Foresight Joint Symposium on Gene 
Delivery and the International Workshop on Biomaterials 2010 (長春, China)2010 年 6 月

20-23 日 
 

6. 望月慎一（北九大・特任講師）「Dectin-1 Targeting Delivery of TNF-α Antisense ODNs 
Complexed with β-1,3-Glucan」JST ERATO and CREST Joint Symposium（SPring-8）2010 年

9 月 2-3 日 
 

7. 望月慎一（北九大・特任講師）「Dilute Solution Properties of Schizophyllan/Polynucleotide 
Complexes Explored with GPC/MALS 」 21st Annual International Light Scattering 
Colloquium (Santa Barbara, CA, USA)2010 年 10 月 18-19 日 

 
8. Kazuo Sakurai 「 Molecular characterization of Polymer Micelles for DDS combining 

FFF/MALS and Synchrotron SAXS」21st Annual International Light Scattering Colloquium 
(Santa Barbara, CA, USA)2010 年 10 月 18-19 日 

 
9. 望月慎一（北九大・特任講師）「Dectin-1 Targeting Delivery of TNF-α Antisense ODNs 

Complexed with β-1,3-Glucan」6th Annual Meeting of the Oligonucleotide Therapeutics 
Society (Dana Point, CA, USA)2010 年 10 月 20-22 日 

 
10. 望月慎一（北九大・特任講師）「Gene suppression by Complex Consisting of β-1,3-glucan 

and Antisense Oligonucleotides stabilized with Phosphorothioate Backbone 」

PACIFICHEM2010 (Honolulu, Hawaii, USA)2010 年 12 月 17 日 
 

11. Kazuo Sakurai 「 X-ray fluorescence imaging of growing chemical patterns 」
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PACIFICHEM2010 (Honolulu, Hawaii, USA)2010 年 12 月 19 日 
 

12. 望月慎一（北九大・特任講師）「Dectin-1 Targeting Delivery of TNF- Antisense ODNs 
Complexed with β-1,3-Glucan」 International Conference on Biomaterials Science 2011 
(Tsukuba, Japan)2011 年 3 月 15-18 日 

 
13. 飯野智絵（北九大・M1）「DNA Chain Length and Base Dependence of the Supramolecular 

Structures Formed by Benzyl Amine Derivates」PACIFICHEM2010 (Honolulu, Hawaii, 
USA) 2010 年 12 月 15-20 日 

 
14. 上川由美（北九大・M2）「Influence of the Alkyl Chain Position and Hydrophilic Structure of 

Cationic Lipid for Transfection Efficiency」JST ERATO and CREST Joint Symposium
（SPring-8）2010 年 9 月 2-3 日 

 
15. 上川由美（北九大・M2）「Influence of the Alkyl Chain Position and Hydrophilic Structure of 

Cationic Lipid for Transfection Efficiency 」 PACIFICHEM2010 (Honolulu, Hawaii, 
USA)2010 年 12 月 15-20 日 

 
16. 上川由美（北九大・M2）「Influence of the Alkyl Chain Position and Hydrophilic Structure of 

Cationic Lipid for Transfection Efficiency」International Conference on Biomaterials Science 
2011 (Tsukuba, Japan)2011 年 3 月 15-18 日 

 
17. 松崎翼（北九大・M2）「Polysaccharide and nucleic acid complex’s solution property from 

GPC/MALS and small-angle X-ray scattering」JST ERATO and CREST Joint Symposium
（SPring-8）2010 年 9 月 2-3 日 

 
18. 松崎翼（北九大・M2）「Relationship between SPG molecular morphology and dectin-1 

recognition ability.」PACIFICHEM2010 (Honolulu, Hawaii, USA) 2010 年 12 月 15-20 日 
 

19. 櫻木美菜（北九大・D3）「Supramolecular Structures of PEG-Liposome Explored with 
Synchrotron Small Angle X-ray Scattering Coupled with Contrast Variation Technique」JST 
ERATO and CREST Joint Symposium（SPring-8） 2010 年 9 月 2-3 日 

 
20. 櫻木美菜（北九大・D3）「β-1,3-Glucan Nanogels and Application to Drug Delivery System」

PACIFICHEM2010 (Honolulu, Hawaii, USA) 2010 年 12 月 16 日 
 

21. 西村智貴（北九大・学振特別研究員）「Metal cation-specific Transition from vesicle to 
lamella for an aromatic diamine lipid in aqueous solutions」JST ERATO and CREST Joint 
Symposium（SPring-8）2010 年 9 月 2-3 日 

 
22. 西村智貴（北九大・学振特別研究員）「Cation-specific Transition from vesicle to lamella for 

an aromatic diamine lipid in aqueous solutions」PACIFICHEM2010 (Honolulu, Hawaii, USA) 
2010 年 12 月 17 日 

 
23. 西村智貴(北九大・学振特別研究員)「Nanotubes based on self-assembly of a cationic lipid 

having a histidine and their application to immobilize metal nanocrystals」PACIFICHEM2010 
(Honolulu, Hawaii, USA)2010 年 12 月 17 日 

 
24. 眞田雄介（北九大・特任研究員）「Structural Analysis for of Polymer Micelles with SAXS 

and  MALS Combined with Af-FFF」JST ERATO and CREST Joint Symposium（SPring-8）
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2010 年 9 月 2、3 日 
 

25. 酒匂 恵（北九大・M2）「Anomalous Small-angle X-ray Scattering Study on Aggregation of a 
Block Copolymer in a Selective Solvent」 JST ERATO and CREST Joint Symposium
（SPring-8）2010 年 9 月 1-3 日 

 
26. 半田昌史、 “Study of Anomalous Small-Angle X-ray Scattering near Sulfur K-edge”, JST 

ERATO & CREST Joint Symposium、SPring-8、September 2010. 
 

27. 田村豪主、 “Direct Observation of Water Transport in pH-responsive Nanogel with SAXS 
and FFF-MALS”, JST ERATO & CREST Joint Symposium、SPring-8、September 2010. 

 

（平成 23 年度）  
〈国内〉 
1. 李文静「アルギニンを有する脂質と生体高分子複合体の構造解析」第 60 回高分子学会年次

大会（大阪国際会議場、大阪市北区）平成 23 年 5 月 25 日 
 
2. 飯野智絵「異常小角Ｘ線散乱法を用いたカチオン性脂質分子集合体の構造解析」第 48 回化

学関連支部合同九州大会（北九州国際会議場、北九州市小倉北区）平成 23 年 7 月 9 日 
 
3. 松尾拓馬「頭部に 4 級アミンを有するカチオン性脂質の構造異性体におけるミセル構造の違

い」第 48 回化学関連支部合同九州大会（北九州国際会議場、北九州市小倉北区）平成 23
年 7 月 9 日 

 
4. 藤井翔太「calix[4]arene 骨格を有する両親媒性化合物が形成する自己集合体の pH 応答性

による構造転移」第 48 回化学関連支部合同九州大会（北九州国際会議場、北九州市小倉北

区）平成 23 年 7 月 9 日 
 
5. 李文静「カチオン性アミノ酸脂質を用いて LPS ミセルの構造制御と無毒化」第 48 回化学関連

支部合同九州大会（北九州国際会議場、北九州市小倉北区）平成 23 年 7 月 9 日 
 
6. 眞田雄介「小角 X 線異常散乱測定による高分子ミセルに内包された薬剤の分布」フロンティ

アソフトマター開発専用ビームライン産学連合体第 1 回研究発表会（大阪国際会議場、大阪

市中ノ島）平成 23 年 11 月 8 日 
 
7. 櫻井和朗「放射光と光散乱法をもちいた SPG/DNA の分子形態の解析」第 25 回日本放射光

学会年会放射光科学合同シンポジウム（鳥栖市民文化会館・中央公民館）平成 24 年 1 月 8
日 
 

8. 坂下瑞葉 「頭部に単糖を有する非イオン性脂質が形成するミセルの構造解析」第 48 回化学

関連支部合同九州大会(北九州国際会議場、北九州市小倉北区) 平成 23 年 7 月 9 日 
 

9. 坂下瑞葉 「頭部に単糖を有する非イオン性脂質から成るミセルの被認識能評価」第 60 回高

分子討論会（岡山大学、岡山県岡山市）平成 23 年 9 月 30 日 
 

10. 坂本俊介「親水基に糖を有する Calix[4]arene 脂質が形成するミセルの機能と構造解析」第 48
回化学関連支部合同九州大会(北九州国際会議場、北九州市小倉北区) 平成 23 年 7 月 9
日 
 

11. 坂本俊介「親水基に糖を有する Calixarene 脂質が形成するミセルの構造解析とキラリティー誘
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起」第 60 回高分子討論会（岡山大学、岡山県岡山市）平成 23 年 9 月 30 日 
 

12. 望月慎一「ホスホロチオエート骨格を有するアンチセンス DNA と -1,3 グルカンから成る複合

体による遺伝子抑制効果」」第 60 回高分子討論会（岡山大学、岡山県岡山市）平成 23 年 9
月 30 日 
 

13. 仁科 孝一「カチオン性脂質の頭部の違いによる遺伝子導入効率の相関」第 48 回化学関連

支部合同九州大会（北九州国際会議場、北九州市小倉北区）平成 23 年 7 月 9 日 
 

14. 井上伊知郎（東大修士１年） 「Ｘ線光子相関分光法（XPCS）による加硫ゴムにおけるナノ粒

子ダイナミクスの観察」 日本放射光学会年会、鳥栖市民文化会館、2012 年 1 月 
 

15. 井上伊知郎（東大修士１年） 「小角Ｘ線散乱における２次元デスメアリングアルゴリズムの検

討」 日本放射光学会年会、鳥栖市民文化会館、2012 年 1 月 
 

16. 清家はるか（東大修士１年） 「硫黄Ｋ吸収端における異常小角Ｘ線散乱法を用いた加硫ゴム

中の硫黄不均一構造解明の研究」 日本放射光学会年会、鳥栖市民文化会館、2012 年 1 月 
 

17. 山田好輝、八木直人 複数の構造状態が混在する溶液試料の高速液体クロマトグラフィーを

用いたＸ線小角散乱測定 第 25 回日本放射光学会年会放射光科学合同シンポジウム 鳥栖

市民文化会館・中央公民館 2012/1/6-9 
 

18. 山田好輝、松尾龍人、岩本裕之、八木直人 サブミリ秒時分割 SAXS による Ca2+イオン結合

に伴うカルモジュリンの構造変化とリガンド結合過程 第 25 回日本放射光学会年会放射光科

学合同シンポジウム 鳥栖市民文化会館・中央公民館 2012/1/6-9 
 

19. 八木直人 P46Ｘ線イメージインテンシファイアの残光特性 第 25 回日本放射光学会年会放

射光科学合同シンポジウム 鳥栖市民文化会館・中央公民館 2012/1/6-9 
 

20. 加藤順一, 白石貢一, 遊佐真一, 伊東聖訓, 橋本和彦, 大川春樹, 横山昌幸、光架橋可能

なカルコン誘導体を用いる内核架橋高分子ミセルの作製、第 60 回高分子学会年次大会、大

阪、2011 年 5 月 25 日  
 

21. 白石貢一・遠藤怜子・王作軍・青木伊知男・横山昌幸、急性脳梗塞 tPA 治療時における出血

リスクの高分子ミセル MRI 造影剤による評価、第 6 回日本分子イメージング学会学術集会、

神戸、2011 年 5 月 26 日 
 

22. 白石貢一, 増田昌子, 眞田 雄介, 櫻井 和朗, 橋本 和彦, 横山 昌幸、薬物封入高分子ミ

セルの構造解析と放出挙動、第 27 回日本 DDS 学会、東京、2011 年 6 月 9 日 
 
〈国際〉 
1. 望月慎一「Dectin-1 targeting delivery of TNF-α antisense ODNs complexed with β-1,3-glucan」 

The 10th China-Japan-Korea Foresight Joint Symposium on Gene Delivery and the 
International Workshop on Biomaterials 2011 (桂林, China) 2011 年 5 月 30-6 月 1 日 
 

2. 李文静「Supermolecular Complex of Lipopolysaccharide and Cationic Micelles to Control 
Cytokine Response」The 10th China-Japan-Korea Foresight Joint Symposium on Gene Delivery 
and the International Workshop on Biomaterials 2011 (桂林, China) 2011 年 5 月 30-6 月 1
日 
 

3. 藤井翔太「Sphere to Cylinder Transition Induced by pH Dependent Conformational Change of 
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Amphiphilic Calix[4]arene 」 The 6th International Symposium on Macrocyclic and 
Supramolecular Chemistry (6-ISMSC) 2011 年 7 月 3-7 日 

 
4. 望月慎一「Dectin-1 targeting delivery of TNF-α antisense ODNs complexed with β-1,3-glucan 

protects mice from LPS-induced hepatitis」38th Annual Meeting & Exposition of the Controlled 
Release Society (ワシントンD.C., アメリカ) 2011年7月30-8月3日 
 

5. 藤井翔太「Sphere to Cylinder Transition Induced by pH Dependent Conformational Change of 
Amphiphilic Calix[4]arene」2011 The 3rd Asian Symposium on Advanced Materials ,(九大) 
2011 年 9 月 20 日 
 

6. 飯野智絵「Anomalous Small-Angle X-ray Scattering from the Micelles Made of a Br-bearing 
Lipid」2011 The 3rd Asian Symposium on Advanced Materials ,(九大) 2011 年 9 月 20 日 
 

7. 李文静「Supermolecular Complex of Lipopolysaccharide and Cationic Micelles to Control 
Cytokine Response」2011 The 3rd Asian Symposium on Advanced Materials ,(九大) 2011 年 9
月 20 日 
 

8. 松尾拓馬「Structural Analysis of the Cationic Micelles Made from a Sugar-Bearing and 
Bromide Cationic Lipid with ASAXS」2011 The 3rd Asian Symposium on Advanced 
Materials ,(九大) 2011年9月21日 
 

9. 坂本俊介「Sugar-Bearing Calixarene Lipids to Induce Circular Dichroism and its Structures」
2011 The 3rd Asian Symposium on Advanced Materials ,(九大) 2011 年 9 月 21 日 
 

10. 10．坂下瑞葉「Sugar-Bearing Micelle for Targeting DDS and its Structure」2011 The 3rd Asian 
Symposium on Advanced Materials ,(九大) 2011 年 9 月 21 日 
 

11. 眞田雄介「Distribution of Br-Bearing Hydrophobic Molecules in the Polymeric Micelle Core 
Studied with ASAXS」2011 Pusan-Gyeongnam/Kyushu-Seibu Joint Symposium on High 
Polymers (15th) and Fiber (13th), (釜山, Korea), 2011 年 10 月 28 日 
 

12. 望月慎一「Dectin-1 targeting delivery of TNF-a antisense ODNs complexed with b-1,3-glucan 
protects mice from LPS-induced hepatitis」 2011 Pusan-Gyeongnam/Kyushu-Seibu Joint 
Symposium on High Polymers (15th) and Fiber (13th), (釜山, Korea), 2011 年 10 月 28 日 

 
13. 松尾拓馬「Structural Analysis of Micelles constituted from a Sugar-Bearing and Bromide 

Cationic Lipid with ASAXS」2011 Pusan-Gyeongnam/Kyushu-Seibu Joint Symposium on High 
Polymers (15th) and Fiber (13th), (釜山, Korea), 2011 年 10 月 28 日 
 

14. 藤井翔太「A Stimulus-Responsive Shape-Persistent Micelle Bearing a Calix[4]arene Building 
Block」2011 Pusan-Gyeongnam/Kyushu-Seibu Joint Symposium on High Polymers (15th) and 
Fiber (13th), (釜山, Korea), 2011 年 10 月 28 日 
 

15. 飯野智絵「Anomalous Small Angle X-ray Scattering from the Micelles made of Br-bearing 
Lipid」2011 Pusan-Gyeongnam/Kyushu-Seibu Joint Symposium on High Polymers (15th) and 
Fiber (13th), (釜山, Korea), 2011 年 10 月 28 日 
 

16. 李文静「Supermolecular Complex of Lipopolysaccharide and Cationic Micells to Control 
Cytokine Response 」 2011 Pusan-Gyeongnam/Kyushu-Seibu Joint Symposium on High 
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Polymers (15th) and Fiber (13th), (釜山, Korea), 2011 年 10 月 28 日 
 
17. 坂本俊介「Induced Circular Dichroism of Sugar-Bearing Calixarene Lipids and its Structural 

Analysis」2011 Pusan-Gyeongnam/Kyushu-Seibu Joint Symposium on High Polymers (15th) 
and Fiber (13th), (釜山, Korea), 2011 年 10 月 28 日 

 
18. 坂 下 瑞 葉 「 Sugar-Bearing Micelle for Targeting DDS and its Structure 」 2011 

Pusan-Gyeongnam/Kyushu-Seibu Joint Symposium on High Polymers (15th) and Fiber (13th), 
(釜山, Korea), 2011 年 10 月 28 日 

 
19. 前田和也「Research Sequence of The siRNA Which Isn’t Degraded by Enzyme」2011 

Pusan-Gyeongnam/Kyushu-Seibu Joint Symposium on High Polymers (15th) and Fiber (13th), 
(釜山, Korea), 2011 年 10 月 28 日 

 
20. 鐘江奈穂「Evaluation og gene transfection efficiency by lipoplexes made from the cationic lipid 

with ethylenediamine, L-a-dioleoyl phosphatidyl ethanolamine and plasmid DNA」2011 
Pusan-Gyeongnam/Kyushu-Seibu Joint Symposium on High Polymers (15th) and Fiber (13th), 
(釜山, Korea), 2011 年 10 月 28 日 

 
21. 宮本寛子「 Preparation for nanogel made from crosslinking of b-1,3-glucan 」 2011 

Pusan-Gyeongnam/Kyushu-Seibu Joint Symposium on High Polymers (15th) and Fiber (13th), 
(釜山, Korea), 2011 年 10 月 28 日 
 

22. 仁科孝一「Influence of cell transplantation efficiency and head group of cationic lipid」2011 
Pusan-Gyeongnam/Kyushu-Seibu Joint Symposium on High Polymers (15th) and Fiber (13th), 
(釜山, Korea), 2011 年 10 月 28 日 

 
23. 眞田雄介「Distribution of Br-Bearing Hydrophobic Molecules in the Polymeric Micelle Core 

Studied with ASAXS」Korea-Japan Joint Symposium Recent Trends of Polymeric and 
Selfassembling Materials and their Application to Biotechnology, (北九州市立大学ひびきの

キャンパス), 2012 年 2 月 8 日 
 
24. 松尾拓馬「Structural Analysis of Micelles Constituted from a Sugar-Bearing and Bromide 

Cationic Lipid with ASAXS」Korea-Japan Joint Symposium Recent Trends of Polymeric and 
Selfassembling Materials and their Application to Biotechnology,（北九州市立大学ひびきの

キャンパス）,2012 年 2 月 8 日 
 

25. 松尾拓馬「 pH Sensitive Structural Transition of a Cationic Micelles Made from a 
Sugar-Bearing Lipid Explored with SAXS」SYNCHROTRON RADIATION IN POLYMER 
SCIENCE , (SAN FRANCISCO, CA) , 2012 年 3 月 31 日 
 

26. 藤井翔太「A Novel Shape-Persistent Cubic Micelle Comprising Calix[4]arene Derivatives」
SYNCHROTRON RADIATION IN POLYMER SCIENCE , (SAN FRANCISCO, CA) , 2012
年 3 月 31 日 
 

27. 眞田雄介「Distribution of Br-Bearing Hydrophobic Molecules in the core of Polymeric Micelle 
Studied with ASAXS」SYNCHROTRON RADIATION IN POLYMER SCIENCE , (SAN 
FRANCISCO, CA) , 2012 年 3 月 31 日 
 

28. 篠原佑也 "X-ray Photon Correlation Spectroscopy of Nanoparticles in Rubber," Gordon 
Conference "X-ray Sciences," at Colby College, USA, 2011 年 8 月 
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29. K. Shiraishi, H. Ma, K. Kawano, Y. Maitani, M. Yokoyama, Effect of Inner Core Character of 

Polymeric Micelles on ABC Phenomenon, 38th Annual Meeting and Exposition of the 
Controlled Release Society, ポートランド、アメリカ、2011 年 7 月 31 日 
 

30. R. Endoh, K. Shiraishi, Z. Wang, I. Aoki, M. Yokoyama, A Novel Method for Detecting t-PA 
leakage Risks of Thrombolytic Therapy using a Polymeric Micelle of a MR Contrast Agent, 
38th Annual Meeting and Exposition of the Controlled Release Society, ポートランド、アメリカ、

2011 年 7 月 31 日 
31. K. Shiraishi, R. Endo, Z. Wang, I. Aoki, M. Yokoyama, Polymeric micelle MRI contrast agent 

detects hemorrhage risk of t-PA leakage in acute ischemic stroke, 2011 World Molecular 
Imaging Congress, サンディエゴ、アメリカ、2011 年 9 月 8 日 
 

32. Kobiyama K, Jounai N, Takeshita F, and Ishii KJ. “NLRP4 negatively regulates autophagic 
process through an association with Beclin1” Keystone Symposia ‘Innate Immunity: Sensing 
the Microbes and Damage Signals’ Keystone, CO, USA, March 4 - 9, 2012 
 

33. Jounai N, Kobiyama K, Ishii KJ, Takeshita F. “Characterization of STING phosphorylation 
mediated by cytosolic double stranded DNA” Keystone Symposia ‘Ubiquitin Signaling’ British 
Columbia, Canada, March 20, 2012  

 

（平成 24 年度）  
〈国内〉 
1. 眞田雄介「小角 X 線異常散乱測定による高分子ミセルに内包された薬剤の分布」FSBL 第 1

回成果報告会（SPring-8）平成 24 年 5 月 19 日 
 

2. 宮本寛子「細胞特異的な核酸送達を目指した高認識多糖キャリアの設計」第 49 回化学

関連支部合同九州大会 （北九州国際会議場）平成 24 年 6 月 30 日 
 
3. 仁科孝一「カリクサレン脂質のアルキル鎖長による遺伝子導入効率の相関」第 49 回化学関連

支部合同九州大会 2012,6/30 
 
4. 松尾拓馬「頭部に糖アルコールを有する両親媒性化合物が形成するミセルの pH 応答性によ

る構造転移」第 49 回化学関連支部合同九州大会（北九州国際会議場）平成 24 年 6 月 30 日 
 
5. 前川 喜哉「抗原と CpG-DNA を内包した糖鎖ナノゲルの作製」 第 49 回化学関連支部合同

九州大会（北九州国際会議場） 平成 24 年 6 月 30 日 
 

6. 前田和也「糖鎖を架橋した高機能核酸医薬キャリアの創製」第 49 回化学関連支部合同

九州大会（北九州国際会議場）平成 24 年 6 月 30 日 
 

7. 坂下瑞葉「糖鎖認識を利用した肝細胞への DNA の選択的送達」 第 49 回化学関連支

部合同九州大会（北九州国際会議場） 平成 24 年 6 月 30 日 
 

8. 南拓磨「単分散カチオン性デンドリマーと薬剤の複合化挙動の解明」第 49 回化学関連

支部合同九州大会（北九州国際会議場） 平成 24 年 6 月 30 日 
 

9. 坂本俊介「超分子の光学活性発現メカニズムの解明と DDS 粒子としての応用」第 49
回化学関連支部合同九州大会（北九州国際会議場） 平成 24 年 6 月 30 日 
 

10. 前川喜哉「抗原と CpG-DNA を内包した糖鎖ナノゲルの作製」日本バイオマテリアル学会 九

州地区講演会（九州大学伊都キャンパス）平成 24 年 9 月 14 日 
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11. 坂下瑞葉「糖鎖認識を利用した肝細胞への DNA の選択的送達」日本バイオマテリアル

学会 九州地区講演会（九州大学伊都キャンパス）平成 24 年 9 月 14 日 
  
12. 南拓磨「単分散カチオン性デンドリマーと薬剤の複合化挙動の解明」日本バイオマテ

リアル学会 九州地区講演会（九州大学伊都キャンパス）平成 24 年 9 月 14 日 
 

13. 仁科孝一「Influence of alkyl chain length of calix[4]arene-based cationic lipid for transfection 
efficiency」第五回バイオセンシング技術に関する日韓合同シンポジウム（九州工業大学戸畑

キャンパス）2012,10/26 
 

14. 前 田 和 也 「 Preparation of hydrophobic medical agents’ carrier using cross-linked 
polysaccharide」第五回バイオセンシング技術に関する日韓合同シンポジウム（九州工

業大学 戸畑キャンパス）2012,10/26 
 

15. 宮本 寛子「To develop a CpG carrier using a polysaccharide called schizophyllan(SPG)」第

五回バイオセンシング技術に関する日韓合同シンポジウム（九州工業大学 戸畑キャン

パス）2012,10/26 
 

16. 坂下瑞葉「Selective delivery of DNA using galactose-bearing micelle」第五回バイオセンシ

ング技術に関する日韓合同シンポジウム（九州工業大学 戸畑キャンパス）2012,10/26 
 
17. 前川喜哉「Preparation of a Novel Polysaccharide Nanogel Included Antigen and CpG-DNA」

第五回バイオセンシング技術に関する日韓合同シンポジウム（九州工業大学 戸畑キャンパス）

平成 24 年 10 月 26 日 
 
18. 眞田雄介「ASAXS を用いた高分子ミセルのコア中の疎水性化合物の分布の決定」第 21 回ポ

リマー材料フォーラム（北九州国際会議場）平成 24 年 11 月 2 日 
 
19. 松尾拓馬「糖アルコールを有するカチオン性ミセルの pH 応答性による構造転移」第 21 回ポリ

マー材料フォーラム（北九州国際会議場）平成 24 年 11 月 1 日 
 

20. 前田和也「糖鎖架橋を用いた核酸医薬キャリアの創製」第 21 回ポリマー材料フォーラ

ム（北九州国際会議場）平成 24 年 11 月 1 日 
 

21. 宮本寛子「抗原提示細胞特異的な核酸送達を目指した高認識多糖キャリアの設計」第

21 回ポリマー材料フォーラム（北九州国際会議場）平成 24 年 11 月 1 日 
 

22. 坂下瑞葉「ガラクトースを有する脂質を用いた肝細胞への DNA の選択的デリバリー」

第 21 回ポリマー材料フォーラム（北九州国際会議場）平成 24 年 11 月 2 日 
 

23. 坂本俊介「超分子の光学活性発現メカニズムの解明と DDS 粒子としての応用」第 21
回ポリマー材料フォーラム（北九州国際会議場）平成 24 年 11 月 2 日 
 

24. 南拓磨「カチオン性デンドリマーと薬剤の複合化挙動の解明」第 21 回ポリマー材料フ

ォーラム（北九州国際会議場）平成 24 年 11 月 2 日 
 
25. 前川喜哉「抗原と CpG-DNA を内包した糖鎖ナノゲルの作製」第 21 回ポリマー材料フォーラ

ム（北九州国際会議場）平成 24 年 11 月 2 日 
 

26. 坂本俊介「超分子の光学活性発現メカニズムの解明と DDS 粒子としての応用」日本化



 

 - ８３ - 

学会第 03 春季年会（立命館大学びわこ・くさつキャンパス）平成 25 年 3 月 22 日 
 
27. 篠原佑也、「コヒーレントＸ線を用いたナノ結晶の並進・回転運動の同時測定法」、高分子討

論会、名古屋工業大学、９月 
 

28. 清家はるか（M2）「硫黄 K 吸収端における異常小角 X 線散乱法の加硫ゴム材料への応用」、

第 26 回日本放射光学会年会放射光科学合同シンポジウム、名古屋大学、平成 25 年 1 月 
 

29. 白石貢一、濱野幹子、川野久美、米谷芳枝、横山昌幸、高分子ミセル MRI 造影剤の PEG に

対する免疫現象、第 7 回日本分子イメージング学会総会・学術集会､浜松、平成２４年５月２５

日 
 
30. 横山昌幸、白石貢一、川野久美、米谷芳枝、青枝大貴、石井健、PEG を有するキャリアにより

産生される抗PEG IgM 抗体の認識領域、日本バイオマテリアル学会シンポジウム 2012､仙台、

平成２４年１１月２７日 
 
31. 白石貢一、横山昌幸、中井啓太、遊佐真一、PEG に対する免疫現象である ABC 現象の解

明に向けた光内核架橋高分子ミセルの作製、日本バイオマテリアル学会シンポジウム 2012､

仙台、平成２４年１１月２７日 
 
32. Kobiyama K, Ishii KJ. A Dectin-1-assisted APC-targeting TLR9-agonist as an adjuvant. 日本

免疫学会総会・学術集会. 神戸. 2012.12.5-7. 
 
33. Kobiyama K, Aoshi T, Ishii KJ. A Dectin-1-assisted APC-targeting TLR9-agonist as an 

adjuvant. 日本ワクチン学会学術集会. 横浜. 2012.11.17-18. 
 
34. Kobiyama K, Aoshi T, Ishii KJ. A Dectin-1-assisted APC-targeting TLR9-agonist as an 

adjuvant. IEIIS2012 Homeostatic Inflammation Symposium. Tokyo. Oct 23-26, 2012 
 
35. Aoshi T, Ishii KJ. Requirements of the innate immune responses for CD8 T cell induction with 

infection and vaccination. THE 34th NAITO CONFERENCE on Infection, Immunity and their 
Control for Health: Mucosal Barrier, Pathogen and Vaccine. Sapporo. Oct 16 – 19, 2012 

 
36. Jounai N, Kobiyama K, Takeshita F, Ishii KJ. Characterization of STING phosphorylation 

mediated by cytosolic double stranded DNA. THE 34th NAITO CONFERENCE on Infection, 
Immunity and their Control for Health: Mucosal Barrier, Pathogen and Vaccine. Sapporo. Oct 
16 – 19, 2012 

 
37. Kobiyama K, Ishii KJ. A Dectin-1-assisted APC-targeting TLR9-agonist as an adjuvant. THE 

34th NAITO CONFERENCE on Infection, Immunity and their Control for Health: Mucosal 
Barrier, Pathogen and Vaccine. Sapporo. Oct 16 – 19, 2012 

 
〈国際〉 
1. 望月慎一「Dectin-1 targeting delivery of TNF- antisense ODNs complexed with -1,3-glucan 

protects mice from LPS-induced hepatitis 」  The 8th Annual Meeting Oligonucleotide 
Therapeutics Society (Boston, America) 2012 年 10 月 28-31 日 

 
2. 仁科孝一「Influence of alkyl chain length of calix[4]arene-based cationic lipid for transfection 

efficiency」」 The 8th Annual Meeting Oligonucleotide Therapeutics Society (Boston, America) 
2012,10/28-31 

 
3. 松 尾 拓 馬 「 pH Sensitive Structural Transition of a Cationic Micelles Made from a 
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Sugar-Bearing Lipid Explored with SAXS」 International Mini Symposium on Sensing and 
Drug Delivery Systems, Monday 6th August 2012, University of Bath 

 
4. 眞田雄介「Structural Study of Micellar Structure with Changing Containing Amount of a 

Hydrophobic Chemical by ASAXS」 15th International Small Angle Scattering Conference 
2012 (Sydney, Australia) 22nd Nov. 2012 

 
5. Haruka Seike (M2), “Anomalous Small-Angle X-ray Scattering near the Sulfur K-edge and its 

application to Rubber Materials,” SAS2012, @ Sydney, Australia, November 2012. 
 
6. Ichiro Inoue (M2), “Frozen Structures in Vulcanized Rubber Revealed by X-ray Photon 

Correlation Spectroscopy,” SAS2012, @ Sydney, Australia, November 2012. 
 
7. Ichiro Inoue (M2), “X-ray Cross Correlation Analysis of Colloidal Suspensions at SPring-8”, 

SAS2012, @ Sydney, Australia, November 2012. 
 
8. Akira Watanabe (M1), “Feasibility study of x-ray speckle visibility spectroscopy (XSVS),” 

SAS2012, @ Sydney, Australia, November 2012. 
 
9. Yuya Shinohara, “Combined Measurement of Translational-Rotational Motion of Nanocrystals 

with Coherent X-rays,” SAS2012, @ Sydney, Australia, November 2012. 
 
10. Yamada, Y., T. Matsuo, H. Iwamoto and N. Yagi. A Transient Compact Intermediate State of 

Calmodulin after Ca binding.  2012 International Small-Angle Scattering Conference.  
Sydney Convention & Exhibition Centre.  2012/11/18-23. 

 
11. K. Shiraishi, M. Hamano, K. Kawano, Y. Maitani, D. Aoshi, K. Ishi, M. Yokoyama, PEG-related 

nanocarriers, potential as diagnostic agent and its immune response, World Molecular Imaging 
Congress2012, ダブリン（アイルランド）、平成２４年９月１９日 

 
12. Kobiyama K, Aoshi T, Ishii KJ. A Dectin-1-assisted APC-targeting TLR9-agonist as an adjuvant. 

Keystone symposia on Molecular and Cellular Biology. Ottawa, Ontario, Canada. Dec 13-18, 
2012 

 
13. Onishi M, Kobiyama K, Aoshi T, Ishii KJ. Hydroxypropyl-beta-cyclodextrin (HP-b-CD), a 

common additive acts as a vaccine adjuvant via a unique mode of innate immune activation. 
Keystone symposia on Molecular and Cellular Biology. Ottawa, Ontario, Canada. Dec 13-18, 
2012 

 
14. Tang C, Ito J, Jounai N, Aoshi T, Ohata K, Kobiyama K, Dessaolly B, Akira S, Mizuguchi K, 

Coban C, Ishii KJ. The vascular disruptive agent DMXAA is an effective vaccine adjuvant. 
Keystone symposia on Molecular and Cellular Biology. Ottawa, Ontario, Canada. Dec 13-18, 
2012 

 
15. Tozuka M, Jounai N, Kobiyama K, Koyama S, Coban C, Ishii KJ. Differential Roles of Antigen 

Presentation and DNA Adjuvanticity in Immunogenicity of DNA vaccine. Keystone symposia 
on Molecular and Cellular Biology. Ottawa, Ontario, Canada. Dec 13-18, 2012 

 

（平成 25 年度）  
〈国内〉 
1. 白石貢一、川野久美、米谷芳枝、青枝大貴、石井健、横山昌幸、分子プローブ開発における

ナノ粒子の免疫現象、第 8 回日本分子イメージング学会総会・学術集会、横浜、2013 年 5 月

31 日 
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2. 眞田雄介「水溶液中におけるブロック共重合体ミセルの構造因子」第 62 回高分子年次

大会（国立京都国際会館）平成 25 年 5 月 31 日 
 

3. 前川喜哉「抗原と核酸医薬の内包を可能にする糖鎖ナノゲル作製の試み」第 62 回高分

子年次大会（国立京都国際会館）平成 25 年 5 月 29 - 31 日 
 

4. 南拓磨「カチオン性デンドリマーと薬剤の複合化挙動の解明」第 62 回高分子年次大会

（国立京都国際会館）平成 25 年 5 月 31 日 
 

5. 仁科孝一「カリクサレン脂質のアルキル鎖長が遺伝子発現効率に与える影響」第 50 回

化学関連支部合同九州大会 （北九州国際会議場）2013 年 7 月 6 日 
 

6. 福田一輝「親水基にマンノースを有する脂質の標的細胞への選択的送達」第 50 回化学

関連支部合同九州大会 （北九州国際会議場）2013 年 7 月 6 日 
 

7. 眞田雄介「小角 X 線散乱を用いたテトラポッド DNA の構造解析」第 27 回日本放射光

学会年会（広島国際会議場）平成 26 年 1 月 11 日 
 
8. 仁科孝一「カリクサレン骨格を有するカチオン性脂質のアルキル鎖長が遺伝子発現効

率に与える影響」第 27 回日本放射光学会年会（広島国際会議場）平成 26 年 1 月 11 日 
 
〈国際〉 
  
1. Kouichi Shiraishi, Kumi Kawano, Yoshie Maitani, Taiki Aoshi, Ken J Ishii and Masayuki 

Yokoyama, Mechanistic study of PEG-related IgM response and importance of an interface 
between PEG and hydrophobic blocks, 40th Annual Meeting & Exposition of the Controlled 
Release Society, ホノルル（アメリカ）、2013 年 7 月 23 日 
 

2. Kazuo Sakurai「Precise Structural Analysis of Polymeric Micelles and Their Relation to 
Biological Performance」2013 CRS Annual Meeting & Exposition (Hawaii Convention Center, 
U.S.A.) July 21-24, 2013 
 

3. Shinichi Mochizuki「Development of antigen presenting cell specific nucleic acid carrier using 
-1,3-glucan」2013 CRS Annual Meeting & Exposition (Hawaii Convention Center, U.S.A.) 
July 21-24, 2013 
 

4. Noriko Miyamoto「CpG delivery using antigen-presenting cell specific carrier polysaccharide 
for immunotherapy」 2013 CRS Annual Meeting & Exposition (Hawaii Convention Center, 
U.S.A.) July 21-24, 2013 
 

5. Kazuya Maeda「Preparation of hydrophobic carrier for medical agents using cross-linked 
polysaccharide」2013 CRS Annual Meeting & Exposition (Hawaii Convention Center, U.S.A.) 
July 21-24, 2013 
 

6. Koichi Nishina 「 Influence of alkyl chain length of multivalent cationic lipids based 
calix[4]arene back bone for transfection efficiency 」 Oligonucleotide Therapeutics 
Society(Naples, Italy) 6-8 October, 2013 
 

7. Koichi Nishina 「 Influence of alkyl chain length of multivalent cationic lipids with 
calix[4]arene backbone for transfection efficiency 」 7th International Symposium on 
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Nanomedicine(ISNM2013), 7-9 November, 2013, at Nakamura Centenary Hall, Kyushu 
Institute of Technology(Kitakyushu) 
 

8. Koichi Nishina 「Influence of alkyl chain length of calix[4]arene-based cationic lipid for 
transfection efficiency」 2013 Kyushu-Seibu/Pusan-Gyeongnam(Saga University, Japan) 8-10 
November, 2013 
 

9. Koichi Nishina 「Influence of alkyl chain length of calix[4]arene-based cationic lipid for 
transfection efficiency」Synchrotron Radiation in Nano-medicine and Advanced Health Care, 
9-10 January, 2014 (Konan University, Kobe, Hyogo, Japan) 
 

10. Ichiki Fukuda 「Mannose-bearing Micelles for Targeting DDS and its Structure」Synchrotron 
Radiation in Nano-medicine and Advanced Health Care, 9-10 January, 2014 (Konan University, 
Kobe, Hyogo, Japan) 

 

 

(４)知財出願 

国内出願 (2 件)  

 

(５)受賞・報道等  

 ①受賞 

（平成 20 年度） 

① 受賞 
櫻井和朗（北九大） 平成 20 年度高分子学会三菱化学賞  
石井 健（阪大）   日本免疫学会研究奨励賞 
石井 健（阪大）   大阪大学研究功労賞 

② 新聞報道 
③ その他の成果発表 

 ＊アジア地区の Material Reserach Society（MRS)の会議（2008.12.9-13、名古屋） のセッション X
（Applications of Synchrotron Radiation and Neutron Beam to Soft Matter Science) で櫻井和郎（櫻井チーム、北

九州市立大学）が招待講演を行ったところ、MRＳニュースに採り上げられ、 MRＳのホームページから世界

に向かって配信された。 薬物送達システムの構造を放射光をもちいて測定し、薬理効果と構造の関係を詳

細に調べる試みとして注目される発表であるとコメントされた。 
 

（平成 21 年度） 

①  受賞 
橋田 智史(修士 2 年) 
第46回化学関連支部合同九州大会 物理化学部門 ポスター賞受賞 

   「カチオン性脂質/ＤＮＡ複合体の構造解析」 
   平成 21 年 7 月 11 日 
 

上川 由美（修士1年） 
第46回化学関連支部合同九州大会 高分子部門 ポスター賞受賞 
「カチオン性脂質を用いた遺伝子導入剤の構造と遺伝子導入効率の関係」 

   平成 21 年 7 月 11 日 
 

松崎 翼（修士1年） 
第46回化学関連支部合同九州大会 繊維部門 ポスター賞受賞 

   「多糖-核酸複合体のＧＰＣ/ＭＡＬＳによる溶液物性」 
    平成 21 年 7 月 11 日 

http://www.iumrs-ica2008.jp/index.html
http://www.mrs.org/s_mrs/doc.asp?CID=17304&DID=221592
http://www.mrs.org/s_mrs/doc.asp?CID=17304&DID=221592
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三成 寿作 (博士後期課程 3 年) 
「UK Japan Joint Symposium-Chirality and Supramolecular Chemical Synthesis-（キラリティと超

分子化学合成）」 OBC Poster Prizes awarded at CSCS 09  ポスター賞受賞 
平成 21 年 7 月 31 日 （イギリス バーミンガム大学） 
 

② 新聞報道 
  阪大 G の論文にて報道あり 

平成 22 年 4 月 1 日に NHK テレビ、ラジオ(関西）で報道され、同日の日本経済新聞 
（http://www.nikkei.com/news/category/article/g=96958A9C93819695E1E3E2E6888DE1E3E2E1E

0E2E3E29180EAE2E2E2;at=ALL） 
 産経新聞（http://sankei.jp.msn.com/life/body/100401/bdy1004010302000-n1.html）、 
その他共同通信(東京新聞など）や 
Business week (http://www.businessweek.com/lifestyle/content/healthday/637535.html)でも紹 

介されました。 
 
③ その他の成果発表 

本研究課題に関連する、鳥インフルエンザ等のパンデミック等の効果的な予防薬の開発につ

ながると期待される研究内容（阪大 石井 G との共同研究）が、Science の姉妹誌である Science 
Translational Medicine で発表された。 

  S. Koyama, T. Aoshi, T. Tanimoto, Y. Kumagai, K. Kobiyama, T. Tougan, K. Sakurai, C. Coban, 
T. Horii, S. Akira, K. J. Ishii, Plasmacytoid dendritic cells delineate immunogenicity of influenza 
vaccine subtypes. Sci. Transl. Med. 2, 25ra24 (2010). 10.1126/scitranslmed.3000759 

 
（平成 22 年度） 

①  受賞 
1. 藤井 翔太(北九大 M1)JST ERATO and CREST Joint Symposium ポスター賞受賞

「Sphere to Cylinder Transition induced by pH Dependent Conformational Change of 
Amphiphilic calix[4]arene」平成 22 年 9 月 1-3 日 

 
2. 酒匂 恵(北九大 M1)JST ERATO and CREST Joint Symposium ポスター賞受賞

「Anomalous Small-angle X-ray Scattering Study on Aggregation of a Block Copolymer in a 
Selective Solvent」平成 22 年 9 月 1-3 日 

 
3. 望月 慎一（北九大 特任講師）第 10 回遺伝子デリバリー研究会シンポジウム 奨励賞 

第 10 回遺伝子デリバリー研究会シンポジウム（北海道大学 学術交流会館）2010 年 6 月

2-3 日 
 

4. 飯野 智絵（北九大 M1）第 47 回化学関連支部合同九州大会 高分子・繊維部門 ポス

ター賞受賞「カチオン性脂質/DNA 複合体における超分子構造~DNA 塩基種・塩基数依

存性~」第４７回化学関連支部合同九州大会（北九州国際会議場）2010 年 7 月 10 日 
 
②  新聞報道 

1. インフルエンザワクチンの作用機序解明に関する論文発表 (Koyama S et al  Science 
Translational Medicine 2010 2(25):25ra24.) に対し平成 22 年 4 月 1 日のＮＨＫニュース、

Business week（アメリカ）、ＭＳＮニュース英語版、日本語版、朝日新聞、日本経済新聞、

時事通信、共同通信で報道された。 

③  その他の成果発表 
なし 

http://www.nikkei.com/news/category/article/g=96958A9C93819695E1E3E2E6888D
http://www.businessweek.com/lifestyle/content/healthday/637535.html)でも紹
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（平成 23 年度） 

①  受賞 

1. 平成 23 年度高分子研究奨励賞、望月慎一(北九大特任講師)、多糖-複合体を利用した細胞

特異的薬物送達システムの開発「Design of Cell Specific Drug Delivery System Using 
Complexes Made from Polysaccharides and Drugs」 

 
2. 2011 Pusan-Gyeongnam/Kyushu-Seibu Joint Symposium on High Polymers (15th) and Fiber 

(13th) ポスター賞受賞、眞田 雄介(特任研究員)「Distribution of Br-Bearing Hydrophobic 
Molecules in the Polymeric Micelle Core Studied with ASAXS」平成23年10月28日 
 

3.  Korea-Japan Joint Symposium Recent Trends of Polymeric and Selfassembling Materials and 
their Application to Biotechnology ポスター賞受賞、松尾 拓馬（修士 1 年）「Structural 
Analysis of Micelles Constituted from a Sugar-Bearing and Bromide Cationic Lipid with 
ASAXS」平成 24 年 2 月 8 日 

 
4.  放射光学会学生発表賞、井上伊知郎（東大修士１年）、2012 年 1 月 

 
②  新聞報道 

なし 

 

③  その他の成果発表 

   なし 

 

（平成 24 年度） 

①  受賞 
1. 「日本放射光学会奨励賞」篠原佑也、２０１３年１月１３日 

 
2. 「International Mini Symposium on Sensing and Drug Delivery Systems, Monday 6th August 

2012, University of Bath ポスター賞受賞」松尾 拓馬（修士 2 年）「pH Sensitive Structural 
Transition of a Cationic Micelles Made from a Sugar-Bearing Lipid Explored with SAXS」 

平成 24 年 8 月 6 日 
 

3. 「第 49 回化学関連支部合同九州大会、ポスター賞(繊維)」前川 喜哉（学部 4 年）「抗原と

CpG-DNA を内包した糖鎖ナノゲルの作製」（北九州国際会議場）平成 24 年 6 月 30 日 
 

4. 「日本バイオマテリアル学会 九州地区講演会 ポスター賞」前川 喜哉（学部 4 年）「抗原と

CpG-DNA を内包した糖鎖ナノゲルの作製」（九州大学伊都キャンパス） 平成 24 年 9 月 14
日 
 

5. 「Characterization of Sugar-Bearing Micelles for Targeting Drug Delivery」坂下 瑞葉(修士

1 年)15th International Small Angle Scattering Conference 2012 (Sydney, Australia) 22nd 
Nov. 2012 IUCr President’s Fund Travel Award(ポスター賞受賞) 
 

6. 第 24 年度北九州市立大学学生表彰  
宮本 寛子（修士 1 年）平成 25 年 3 月 5 日 
 

 
②  新聞報道 

1. 化学工業日報（9 面）「北九州大 ミセルの構造解析成功 標的細胞と直接接触 製剤設計
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に貢献へ」平成 25 年 1 月 29 日 
2. 西日本新聞（朝刊 34 面）「薬剤包む粒子構造解明 北九大など抗がん剤研究に期待」平

成 25 年 1 月 30 日（水） 
 

3. 日刊工業新聞（18 面）「DDS『高分子ミセル粒子』内部薬剤はみ出し 北九州市大が解明」

平成 25 年 2 月 1 日（金） 
 
③  その他の成果発表 

1. 日経バイオテク 2012 年 9 月号 SELECTED NEWS で特に重要なニュースということで掲載

「siRNA ベンチャーの米 NapaJen 社、CD40 標的薬の動物実験で好結果、九大・北九州市

大の研究成果応用」 
 
（平成 25 年度） 
①  受賞 

1. Kazuo Sakurai「Daiwa Adrian Prizes for Scientific Collaboration Daiwa Adrian Prizes 2013」 

Daiwa Anglo Japanese Foundation は 3 年に一度、日英の共同研究チームの科学的研究を対

象として、この賞を贈呈。本年の授賞式はロイヤルソサエティにおいて 2013 年 11 月 27 日に

開催される。 
 

②  新聞報道 
毎日新聞「インフル免疫高める物質開発 医薬基盤研・北九大チーム」 

平成 26 年 2 月 11 日  

西日本新聞「インフル感染症への免疫増強 ワクチンの効果高める薬剤開発 北九州市立大

など」平成 26 年 2 月 11 日 

読売新聞「インフルワクチン効果増強 物質開発サルで実証」 

平成 26 年 2 月 1 日 

 

日経産業新聞「免疫強力に活性化 インフルワクチン 5 年内に治験 医薬基盤研と北九州市

立大」平成 26 年 2 月 12 日 

 

③  その他の成果発表 

   文部科学省にて、記者発表 件名「ワクチンの効果を高める新規免疫核酸医薬の開発に

成功」平成２６年２月１０日（月） 午後１時００分 発表主体：科学技術振興機構、医薬基盤研

究所、北九州市立大学 
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§6 研究期間中の活動 

 
6．1 主なワークショップ、シンポジウム、アウトリーチ等の活動 

 

年月日 名称 場所 参加人数 概要 

平成 20 年 11

月 1 日 

CREST 第一回チーム内

ミーティング（非公開） 

東京大学 

本郷キャン

パス 

櫻井 

他 6 名 

本 CREST の目指すところにつ

いて説明、及び研究機関別の

研究紹介 

平成 21 年 1

月 11 日 

CREST 打合せ 

（非公開） 

東京大学 

本郷キャン

パス 

櫻井、 

八木、 

篠原 

検出器の性能比較と導入する

機器に関する打合せ 

平成 21 年 4

月 10 日 

CREST 研究連絡会

（非公開） 

 

SPring-8  

普及棟 会

議室 

櫻井 

他 9 名 

進捗状況発表、討議 

平成 22 年 3

月１６日 

CREST チーム内報告会

（非公開） 

東京慈恵会

医科大学 

櫻井 

他 13 名 

各チームの研究成果報告 

平成 22 年 4

月 12 日 

CREST チーム内ミーテ

ィング（非公開） 

北九州市立

大学 

櫻井 

他 6 名 

研究の進捗状況発表、及び今

後の研究内容の分担について

討議 

平成 22 年 5

月 28 日 

CREST チーム内ミーテ

ィング（非公開） 

東京大学 

本郷キャン

パス 

櫻井 

他 7 名 

研究の進捗状況発表、及び今

後の研究内容の分担について

討議 

平成 22 年 9

月 1 日～3 日 

JST ERATO and CREST 

Joint Symposium 

JASRI／

SPring-8 

83 名 JST 国際強化支援策 

平成 23 年 3

月 25～ 26

日 

CREST チーム内報告会

（非公開） 

JST イノベ

ーションプラ

ザ福岡 

櫻井 

他 14 名 

バイオ・散乱部門に分かれて

成果報告会を行った 

平成 23 年 5

月 10 日 

研究打合せ（非公開） 九州歯科大

学 

櫻井 

他 3 名 

siRNA-SPG 複合体を用いた

RAW 細胞の破骨細胞分化へ

の抑制実験についての打ち合

わせ 

平成 23 年 5

月 12 日 

研究打合せ（非公開） 産業医科大

学 

櫻井 

他 3 名 

siRNA-SPG 複合体を用いたが

ん細胞増殖抑制実験について

の打ち合わせ 

平成 23 年 5

月 13 日 

研究打合せ（非公開） 佐賀大学 櫻井 

他 2 名 

siRNA-SPG 複合体を用いた全

身性エリテマトーデス抑制実験

についての打ち合わせ 

平成 24 年 3

月 12～13 日 

CREST チーム内報告会

（非公開） 

東京慈恵会

医科大学 

櫻井 

他 11 名 

バイオ・散乱部門に分かれて

成果報告会を行った 

平成 24 年 4

月 24 日 

研究打合せ 

（非公開） 

産業医科大

学 

2 名 siRNA-SPG 複合体を用いた

dectin-1 発現がん細胞の増殖

抑制実験について 

平成 24 年 7

月 10 日 

 

研究打合せ 

（非公開） 

久留米大学

医学部 

4 名 siRNA-SPG 複合体を用いた炎

症性腸疾患の治療について 
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年月日 名称 場所 参加人数 概要 

平成 24 年 7

月 26 日 

 

研究打合せ 

（非公開） 

佐賀大学 2 名 siRNA-SPG 複合体を用いた炎

症性腎疾患の治療について 

平成 24 年 7

月 30～31 日 

 

 

第 12 回遺伝子・デリバリ

ー研究会 夏季セミナ

ー 

かんぽの宿 46 名 学術交流 

平成 24 年 8

月 3 日 

研究打合せ 

（非公開） 

理化学研究

所 

5 名 核酸-SPG複合体とdectin-1相

互作用について 

平成 24 年 8

月 3 日 

研究打合せ 

（非公開） 

東京薬科大

学 

3 名 核酸複合体-SPGとdectin-1相

互作用について 

平成 24 年 

9 月 11 日 

 

北九州医歯工連携研究

会 

北九州学術

研究都市 

学術情報セン

ター 

30 名 学術交流 

平成 24 年 10

月 10 日 

研究打合せ 

（非公開） 

産業医科大

学 

4 名 siRNA-SPG 複合体を用いた

dectin-1 発現がん細胞の増殖

抑制実験について 

平成 24 年 10

月 15 日 

研究打合せ 

（非公開） 

東京医科歯

科大学 

4 名 アンチセンス-SPG 複合体を用

いた遺伝子抑制について 

平成 24 年 11

月 1～2 日 

 

 

第 21 回ポリマー材料フ

ォーラム 

北九州国際

会議場・西

日本総合展

示場 

548 名 学術交流 

平成 24 年 11

月 14 日 

研究打合せ 

（非公開） 

九州歯科大

学 

4 名 siRNA-SPG 複合体を用いた破

骨細胞への分化抑制実験につ

いて 

平成 24 年 12

月 3 日 

研究打合せ 

（非公開） 

久留米大学 4 名 siRNA-SPG 複合体を用いた炎

症性腸疾患の治療について 

平成 25 年 2

月 18 日 

研究打合せ（非公開） 理化学研究

所 

6 名 核酸-SPG複合体とdectin-1相

互作用について 

平成 25 年 3

月 21～202

日 

チーム内ミーティング

（非公開） 

北九州市立

大学 

15 名 研究進捗報告のためのミーティ

ング 

平成 25 年 7

月 2 日 

大学間連携共同教育推

進事業 地域連携によ

る「ものづくり」継承支援

人材育成協働プロジェ

クト「平成 25 年度 特別

講演会」 

 

産業医科大

学 

50 名 医歯工連携事業にて講演 

 

平成 26 年 1

月 9-10 日 

JST 国際強化支援策

「Synchrotron Radiation 

in Nano-medicine and 

Advanced Health Care」 

甲南大学ポ

ートアイラン

ドキャンパス

（兵庫県神

戸市） 

40 名 JST 国際強化支援策によるシン

ポジウムの開催 
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§ 7 最後に 
 

我々のチームは物理専攻や放射光の装置の研究者から、化学者、そして医学の臨床研究者まで

を含んでいた。このため、言葉が通じないで困ることが時折あった。しかし、DDS の構造を理解して、

動物のデータを物理的性質や化学の立場から見て理解するとの方針に、全員が共鳴して研究を

進めることができた。 
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